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序

多田山古墳群は、群馬県企業局による「多田山丘陵開発事業」

に先立ち発掘調査が実施されました。

平成 10年度から 13年度にかけて、当事業団により実施された

発掘調査の中で、 6世紀から 7世紀にわたり造営され続けた 21

韮の古墳と、それに付随する関連遺構が調査されました。

「多田山には数々の歴史が眠る」と語り継がれてきましたが、そ

の通り、調査の成果は多大なものでした。

多田山 12号墳から発見された唐三彩・陶枕は、その筆頭に挙

げられます。日本国内での発掘事例が希少な遺物であるとともに、

華麗な彩りを放つこの唐三彩・陶枕は群馬県はもちろんのこと、

全国からの注目を集めました。

こうした優品が多田山古墳群から発見された背景には、その時

代、これを入手するだけの地域の力がこの地に存在したことを物

語っています。その先人の業績が、今回の調査によって、我々の

目前に現れたのです。

価値観が多様化する現代において、より良く生きるための羅針

盤が何であるのか、混沌としています。ですが、「温故知新」とい

う諺もあるように、古墳時代の多田山を支えた人々の知恵と技術

を知ることで、私たちは生きる勇気と将来の指針を得ることがで

きるのではないでしょうか？

発掘調査から報告書作成に至るまで、群馬県企業局、群馬県教

育委員会、前橋市教育委員会、赤堀町教育委員会、地元関係者の

方々には多くのご指導、ご協力を賜りました。報告書の上梓に際し、

関係者の皆さまに心から感謝申し上げるとともに、併せて本書が

群馬県の歴史を解明する上で、広く活用されることを願い、序と

します。

平成 16年3月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 小野宇三郎





例ロ

1 本書は、多田山住宅団地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として実施された「今井三騎堂遺跡」「今井

見切塚遺跡」の発掘調査報告書である。両遺跡の発掘調査報告書は時代別に 4分冊（旧石器・縄文・古墳・

奈良平安）で構成されるが、本書はその内の「古墳時代」の遺構 ・遺物についての埋蔵文化財調査報告書で

ある。

2 「今井三騎堂遺跡」「今井見切塚遺跡」は群馬県前橋市東大室町及び群馬県佐波郡赤堀町今井に所在する。

3 遺跡の発掘調査及び整理事業については、群馬県企業局より委託を受けた財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団が実施した。経費については群馬県企業局と、一部は群馬県土木部が負担した。

4 発掘調査は「今井三騎堂遺跡」については平成 10年4月 1日から平成 12年3月31日まで、「今井見切

塚遺跡」については平成9年9月24日から平成 14年3月31日まで、それぞれ実施した。

一方、整理事業は両遺跡の古墳時代の遺構・遺物を併せた形で、平成 13年4月 1日から平成 16年3月

31日まで実施した。

5 発掘調査及び整理事業体制は次の通りである。

事務担当••菅野清 ・小野宇三郎・ 吉田豊・原田恒弘・赤山容造・神保侑史・能登健・渡辺健・住谷進・

萩原利通・小渕淳・坂本敏夫・大島信夫・植原恒夫•佐藤明人・水田稔・真下高幸・相京建

史 ・ 笠原秀樹 •井上剛・小山建夫 ・竹内宏 ・ 須田朋子 ・ 吉田有光 ・柳岡良宏•岡嶋伸昌• 宮

崎忠司・片岡徳雄・森下弘美・阿久澤玄洋・田中賢ー ・大澤友治•吉田恵子・内山佳子 ・ 若

田誠•佐藤美佐子•本間久美子・北原かおり・安藤友美·狩野真子・羽鳥京子・星野美智子・

松下次男・浅見宜記・吉田茂・蘇原正義・今井とも子・並木綾子

発掘調査担当・・・（今井三騎堂）石坂茂•松島久仁治・大西雅広・斉藤和之・須田正久・深澤敦仁・小保方香

里・小野和之•関俊明・諏訪晶•松原孝志・石田真 ・原真 •井上哲男・坂ロ一•佐藤理重（今

井見切塚）石坂茂・深澤敦仁•田中雄・松島久仁治・原真・大西雅広・須田正久・斉藤和之・

佐藤理重・小保方香里•井上哲男・坂ロー・土谷慎ニ ・ 津島秀章 •田村博•関口博幸

整理事業担当••深澤敦仁・阿部由美子・平林照美・羽鳥望東子・小久保ヒロミ・横坂英実・池田和子・五十

嵐由美子・馬場信子・佐藤元彦•関邦ー・土橋まり子・横倉知子・藤井文江・湯浅美枝子・

小材浩ー ・高橋初美 ・佐藤美代子 ・矢島三枝子 ・田中富子 ・富沢スミ子・ 岸弘子・伊藤幸代

6 本書の編集・執筆は以下の通り行った。

・編集は深澤敦仁が行った。

•本文執筆は、第 5章 •第 6章以外は深澤が行った。但し、第 3章の唐三彩の記述は、弓場紀知氏（出光美術館）、亀

井明徳氏（専修大学）からご教示を受けた上で行った。 また、第 3 章•第 4 章の鉄製品の記述は杉山秀宏

（財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団）の観察記録に基づいて行った。

•第 5 章については、株式会社古環境研究所、株式会社パレオラボに委託し、その成果報告書を掲載した。

•第 6 章については、人骨分析を田中良之氏・石川健氏（両氏とも九州大学大学院）、唐三彩自然科学分析

を平尾良光氏・早川泰弘氏・榎本淳子氏 (3氏は独立行政法人東京文化財研究所）及び、 二宮修治氏・菊

池一弥氏・曽方絵理氏 (3氏は東京学芸大学）、凝灰岩分析は新井房夫氏（群馬大学名誉教授）、赤色顔料

分析を本田光子氏（別府大学）より玉稿を賜った。（※所属名は当時）

・写真撮影については、遺構写真を各発掘調査担当者が行い、遺物写真を佐藤元彦が行った。なお、一部の



遺構遺物写真については、小川忠博氏によって行われた。

・報告書図版ののデジタル編集の一部は、株式会社測研 に委託した。

7 本古墳群の図面・ 写真・出土遺物は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が管理し、群馬県埋蔵文化財

調査センターが保管している。但し、中里塚古墳の出土遺物は群馬大学、見切塚 1号墳の出土遺物は赤堀

町教育委員会がそれぞれ管理・保管している。

8 発掘調査・報告書編集に際しては、下記の方々・機関には有益なご教示をいただいた。記して感謝します。

青木繁男・青柳泰介・荒木勇次・飯島静男・飯塚聡•石川正之助•石野博信•井上喜久男•井上唯雄・入江文敏・

入沢雪絵・梅澤重昭・内田真澄・江原昌俊・王維坤・王小蒙・太田博之・大谷徹・大道和人・小笠原好彦・

小川忠博・小栗宗ー・賀来孝代・加藤瑛ニ ・加部二生・亀井明徳・亀田修ー ・河上邦彦・川越俊ー・川原秀夫・

川西宏幸・金宰賢・小池雅典・小宮俊久・小林修・国井洋子・久保田了次・斉藤孝正・酒寄雅志・鹿田雄三 ・

杉本宏・鈴木靖民•島田孝雄・志村哲•清水豊・白田郁夫・須永房吉・鈴木重治・早田勉•田ロ一郎・辰巳

和弘•田中良之・玉田芳英・趙榮済・曹永絃・塚田良道・外山政子・鳥羽孝之・長井正欣・中里正憲・永井

智教・中島直樹・南雲芳昭・橋本博文・長谷部楽爾・土生田純之•浜中邦弘・原島美穂・坂靖・日高慎・深

澤芳樹・松島榮治・前原豊・松藤和人・松村一昭•松村永子・松村恵司•松本浩一・ 三浦京子・ 三浦茂三郎・

三輪嘉六・村松篤・桃崎裕輔・森浩一•森田悌・矢部良明・山本豊・弓場紀知・吉澤悟・吉村公男・横澤真

ー・柳昌燥・若狭徹・若松良ー ・割田博之

群馬県企業局 日本道路公団群馬県土木部前橋市教育委員会赤堀町教育委員会赤堀町立歴史民俗

資料館 出光美術館独立行政法人東京国立文化財研究所独立行政法人奈良国立文化財研究所 （敬称略）

凡例

l 図中に使用した方位は、すべて国家座標（2002.4改正前日本測地系）の北を使用している。

2 遺構図・遺構図とも、縮尺は図毎にその縮尺を付した。

3 遺物の赤彩については、円筒埴輪以外はすべて赤トーンで示した。円筒埴輪については、器面の拓影と混

在してしまうために、赤彩部分に関してはその位置を観察表に記載した。
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第 1章 環境



第 1章 環境

1 多田山について

多田山の位置 群馬県には日本百名山のひとつ、

名峰 ・赤城山がある。「裾野は長し 赤城山」と、

上毛カルタで詠まれるその雄姿は、見る者を癒し、

勇気を与えてくれる。

その南の麓、「赤城山南麓」に、多田山はある。

この多田山は、行政区域的には、群馬県の中部に

ある前橋市・佐波郡赤堀町・勢多郡粕川村の行政境

にまたがる場所に位置する。（図 1)

最高標高は 159.1m。周辺地との最大比高差は

約 40mをはかり、その広がりは南北約 2.0km、

東西約 1.0kmにおよぶ。

その姿は、いにしえより、ランドマークとしての

役割を果たしていたことがうかがえる。

図1 多田山の位置（国土地理院 20万分の 1「宇都宮」を使用）
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地勢多田山が位置する 「赤城山南麓」には火

山麓扇状地が広がっており、荒砥川・宮川・神沢川

などの小河川が多数存在する。これらの河川は小規

模な開析谷を形成する一方で、その間には南北に細

長い台地を形成している。そして、この低台地の南

端には、多くの小丘陵が点在している。これらの小

丘陵は、今から約 20~30万年前の赤城山の山体

崩壊に伴い発生した岩屑なだれ（梨木泥流）の堆積

l 多田山について

物と流れ山で形成された丘陵であり、多田山もこう

した丘陵のひとつなのである。

一方、多田山の東には、粕川を境にして、広大な

平坦面を形成する「大間々扇状地」の低台地が広がっ

ている。多田山周辺はこの扇状地の扇端部にあたり、

多くの湧水が存在している。そして、この湧水から

流れ出る小河川が、周囲に南北に細長い開析谷を形

成させている。（図 2)

口VP 口NDA 口BP 冒BM 
谷地底平野及び後背湿 梨木泥流堆積面 前橋 ・伊勢崎台地上 河岸段丘（後背

の後背湿地 湿地’完新世）

ロTM 口GS 
YB ． CB 

河成段丘（後期更新 緩斜面および土石流 広瀬川低地帯の後背 河成段丘（旧中州・
世前半） 涵近型谷底平野 湿地（浅間Bテフラ 完新世）

降灰後）

口DA 口OS 三YC •翠＼,`` FTc 
岩屑なだれ (818年） 火山原面 広瀬川低地帯の旧中 扇状地（後期更新世
堆積面 州（浅間Bテフラ降 後半）

灰後）

口LP 口Tic ． FM 冒OP 
前橋・伊勢崎台地上 河成段丘（後期更新 扇状地（後期更新世 火砕流堆積面（大胡
の微高地 世後半） 前半） 火砕流）

図2 多田山周辺地形分類図 (S= 1 / 75,000 「群馬県史 通史編1」より引用・一部加筆）

3
 



第 1章環境

2 周辺古墳の様相

(1)分布と石材

分布 この地域の古墳は、 ①荒砥川 ・粕川 ・神沢

川等による開析谷が原因となってつくられた低台地、

②赤城山山体崩壊に伴って発生した岩屑なだれの堆

積物で形成された丘陵、に立地するものが多い。

石材 ほとんどの古墳において、輝石安山岩を採

用している。この石材は赤城山麓一帯の、河川や山

中から採取可能な石である。また、角閃石安山岩 ・

凝灰岩の採用も一部に認められるが、前者は旧利根

川流路である広瀬川から利根川中下流域に分布する

ものであり、後者は新里村から笠懸町にかけて限定

的に分布するものである。なお、ごく稀に、珪岩や

緑泥片岩が採用されている。

(2)様相の推移（図3)

4~5世紀の様相 華蔵寺裏山古墳（前方後方墳：

約40m)は4世紀後半の築造とされる、本地域の

最古段階の古墳である。なお、本地域では確実な前

期古墳がほかに見当たらない。中下位層の墓制とし

ては、前方後方形周溝墓や方形周溝墓などが考えら

れ、それらの存在は多数認められている。

その後、 5世紀中葉になり、御富士山古墳（前

方後円墳： 125m)が築造されると、本地域でも、

赤堀茶臼山古墳（前方後円墳：70m)、丸塚山古墳（前

方後円墳：81m)、今井神社古墳（前方後円墳：71m) 

が築造される。埋葬施設としては、長持形石棺（御

富士山）、木炭榔（赤堀茶臼山）、組合式石棺（丸塚

山・ 今井神社）が、それぞれ確認されている。中下

位層の墓制としては所謂「初期群集墳」が考えられ、

白藤古墳群・ 三騎堂古墳群 ・近戸古墳群・峯岸山古

墳群 ・地蔵山古墳群などがある。埋葬施設としては

竪穴式小石榔を採用している。

なお、本地域の 4~5世紀の様相は、群馬県西部

地域と対峙させた場合、 「有力な前方後方墳 • 前方

後円墳が少ない」という特徴が浮かび上がってくる。

6世紀の様相 前二子古墳（前方後円墳： 93m) 

は6世紀初頭の築造とされる、横穴式石室墳である。

埋葬施設に採用された石室は所謂「初期横穴式石室」

であり、本地域における横穴式石室導入の様相を示

す古墳である。なお、本墳は副葬品等の様相におい

ても、前代からの飛躍性が高い。その後、中二子古

墳（前方後円墳： 107m) と後二子古墳（前方後

円墳： 82m)が継続して築造される。轟山A号墳

（前方後円墳： 29m)や殖蓮村 71号墳（前方後円

墳： ～ 50 m)などの中小規模の前方後円墳の築造

も中葉以降は行われる。中小富裕層の墓制としては、

6世紀前半においては小円墳群が考えられる。これ

は、前代の「初期群集墳」からの継続性が考えら

れる。埋葬施設は竪穴式小石榔が主体だが、荒砥村

245号墳（円墳 ：12m)のように、 一部には横穴

式石室が採用されはじめる。後半には、内堀M4号

墳（円墳： 20m)や新里天神山古墳（円墳： 40m) 

の様相が示す通り、横穴式石室の採用は普遍化する。

なお、上記の通り、本地域での横穴式石室の採用

は大型首長墳においては前半期の採用が認められる

が、その普遍的採用は後半期を待たねばならない。

7世紀の様相 前方後円墳及び埴輪消滅後は、祝

堂古墳（円： 30m)、中塚古墳（円： 38m)、荒砥

富士山 1号墳（円墳 ：49m)など、大型円墳が台

頭する。これらの首長墳の多くには、切石積（載石

切組積）石室が採用されることが多い。中小富裕層

の墓制としては小円墳群が考えられ、埋葬施設には

前庭が付設する横穴式石室が多くで採用される。ま

た、牛伏古墳群などで見られるように、墳丘を伴わ

ない小横穴式石室という墓制も存在する。

なお、 7世紀後半には、上植木廃寺が建立されて

おり、本地域における切石積（載石切組積）石室の

成立・展開との深い関わりを窺わせる。また、古墳

の終末については、 7世紀末の造営が最終段階と思

われるがそこへの追葬・追善行為は 8世紀後半に至

るまで行われていたと考えられる。ちなみに、 8世

紀には火葬墓が新たな葬制として本地域に受容され

ており、新旧墓制の錯綜する様が思い浮かばれる。
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2 周辺古墳の様相

I.中里塚古墳 2.前二子古墳 3. 中二子古墳 4.後二子占墳 5.小二子古墳 6.赤堀茶臼山古墳 7.殖蓮村 71号墳 8.丸塚

山古墳 9.上植木廃寺 10.原之城遺跡 II.華蔵寺裏山古墳 12.祝堂古墳 13.荒砥荒子遺跡 14.つくば山古墳 15. ツボロ

古墳 16.伊勢山古墳 17.牛島古墳 18.荒砥村 291号墳 19.梅ノ木遺跡 20. 中塚古墳 21新里天神山古墳 22. 山上愛宕塚古

墳 23. 山内出古墳 24.西大室丸山追跡 25.舞台 1号墳 26.荒砥富士山 1号墳 27.小稲荷6号墳 28.見切塚 l号墳 29.荒

砥村 245号墳 30.三ヶ尻西遺跡 31. 内堀M-1号墳 32. 内堀M-4号墳

A.多田山古墳群 B.蟹沼東古墳群 C.地蔵山古墳群 D.関山古墳群 E.高山古墳群 F.書上古墳群 G.台所山古墳群 H.波

志江沼西古墳群 I. 牛伏古墳群 J．石山片田・庚塚古墳群 K. 八幡林古墳群 L.洞山古墳群 M. 向山古墳群 N.南原古墳群 0. 

田向古墳群 P.三騎堂古墳群 Q.北原占墳群 R.吉ヶ峯・轟山古墳群 S.神社丘古墳群 T.峯岸山古墳群 u.伊勢山古墳群 v. 
阿久山古墳群 w.丸山古墳群 X.天神山古墳群 Y.横俵古墳群 z.白藤古墳群 a.大沢古墳群 b.近戸古墳群 c.西原古墳群 d. 

谷津古墳群 e.新山古墳群 f.柳久保古墳群 g.小稲荷古墳群 h.水口山古墳群 i.上縄引古墳群 j. 二之堰古墳群

図3 多田山周辺の主な古墳・古墳群および関連遺跡（国土地理院 5万分の 1「前橋」を使用）
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第 1章 環境

3 調査史

古くより、 「多くの古墳が存在する」といわれて

きた多田山は今日までに幾度かの調査を経てきた。

（図 4)

※ 

1929（昭和 4)年、赤堀村大字今井所在の茶臼

山古墳は帝室博物館鑑査官・後藤守ー氏らによって

調査された。わずか 10日あまりの調査ながら、そ

の成果は多大であり、墳丘・埋葬施設の把握と神獣

鏡・内行花文鏡・短甲などの副葬品、家形埴輪をは

じめとする豊富な形象埴輪群が検出されている。

なお、 1933（昭和 8)年春には、その報告書 『上

野国佐波郡赤堀村今井茶臼山古墳』が上梓された。

この調査報告が、多田山丘陵における最初の発掘

調査・報告である。

※ 

1935（昭和 10)年、群馬県は県内一斉の古墳分

調査を実施した。この調査では、 8,423基の古墳が

確認されたが、赤堀村（現 ：赤堀町）でも地元調査

I.赤堀茶臼山古墳 2.赤堀村第 265号墳（中里塚古墳）

3.赤堀村第 266号墳（多田山 15号墳） 4. 多田山古墳

5. 田向古墳群 6.荒砥村第 245号墳 7.見切塚 l号墳

図4 多田山における調査古墳分布図

員によって 333基の分布状況が調査された。その

際、多田山も調査が行われ、赤堀村第 265号墳（＝

中里塚古墳）や赤堀村 266号墳（＝多田山 15号墳）

など、約 30珪ほどの存在が確認された。なお、こ

の調査成果は翌 1936（昭和 11)年に 『群馬縣古

墳概観』および『上毛古墳総攪』としてまとめられた。

※ 

1952（昭和 27) 年と翌 1953（昭和 28) 年、

多田山古墳と中里塚古墳は群馬大学教授の尾崎喜左

雄氏らによって調査された。うち 1953年調査の、

中里塚古墳においては、埋葬施設とその関連施設に

調査主眼がおかれ、所謂 「載石切組積」横穴式石室

の調査が本格的に行われ、調査概報（本書に再録）

が発行された。なお、この調査に関連し、多田山火

葬墓群の調査も行われている。

※ 

1963（昭和 38)年、多田山南端に位置する 「田

向古墳群」が 6世紀後半から 7世紀にかけての 7

基の古墳が調査された。調査成果は、 1966（昭和

41)年に群馬大学が発行した、 『昭和 37• 38年度

における発掘調査』（群馬大学教育学部尾崎研究室

調査報告第 1輯）に収められている。

※ 

1980（昭和 50)年、多田山東南麓にある荒砥村

245号墳が、群馬県教育委員会によって調査された。

古式の石室が調査され、導入期の横穴式石室として

注目された。その成果は、 『荒砥宮原遺跡・荒砥宮

川遺跡』（群馬県教育委員会）に収められている。

※ 

1990（平成 2)年、多田山南斜面にある 「見切

塚 l号墳」が赤堀町教育委員会によって緊急調査さ

れた。6世紀中ごろの横穴式石室墳であるこの古墳

の調査成果は 『平成2年度埋蔵文化財調査概報』（赤

堀町教育委員会）に収められている。

※ 

こうした調査歴を経て、その成果を踏まえた上で

1998（平成 10)年、財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団による多田山の調査は始まった。
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第2章 経緯・方法・経過

1 調査にいたる経緯

群馬県企業局と日本道路公団東京第二建設局及び

群馬県は、平成 8年 12月20日に「多田山住宅団

地造成事業に関連して施工する北関東自動車道建設

事業に掛かる土砂採取と群馬県が施行する県道付け

替え事業等に関する星本協定書（以下、「基本協定

書」）を締結した。

これにより、前橋市・佐波郡赤堀町・勢多郡粕川

村にまたがって存在する多田山丘陵は、その一部が

土砂採取対象地となったのである。そして、「基本

協定書」第 5条に基づき締結された、「「細目協定書」

第 1条 （2)の2 埋蔵文化財発掘調査及び

第3条埋蔵文化財調査事業用地内に・・..も

のとする。」の条文に星づき、対象地内の埋蔵文化

財調査を実施することとなった。

本丘陵内には頂上部の平坦面から東に緩斜面をな

す赤堀町域側を中心に 「中里塚古墳」をはじめとす

る多数の古墳や 「多田山火葬墓群」 「見切塚遺跡」

などが周知の遺跡として存在していたものの、土砂

採取対象地についての協議が具体的に進められてい

く中で、対象地内にどの程度の埋葬文化財が包蔵さ

れているかについてはその範囲及び内容の具体的な

把握が急がれた。こうした経過の中、平成9年2月

より、群馬県教育委員会によって対象地内の埋蔵文

化財の試掘調査が実施され、その結果、 土砂採取予

定地 324,000rrlのうち、 280,250rrl（今井三騎堂

遺跡は 131,750rrl、今井見切塚遺跡は 148,500rrl) 

において、旧石器・縄文・古墳・奈良•平安・中世

の各時代の遺構遺物を検出した。

そして、平成 9年9月24日、群馬県企業局と財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団は、 「平成 9年

度多田山住宅団地埋蔵文化財埋蔵文化財発掘調査委

託契約」を締結した。

これにより、多田山丘陵の埋蔵文化財調査が財団

法人群馬県埋蔵文化財調査事業団によって着手され

ることとなった。

2 調査区について

遺跡名称について 多田山住宅団地造成事業に伴

う埋蔵文化財調査（以下、 「多田山調査」）の範囲は、

調査区の真ん中を南北に走る尾根によって行政区

を前橋市東大室町と佐波郡赤堀町今井に分かれてい

る。このため、遺跡名称に関しては、前橋市教育委

員会と赤堀町教育委員会、群馬県教育委員会および

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団で協議をおこ

ない、その結果、赤堀町の地名に基づき命名するこ

ととなった。そして、県道・前橋赤堀線を境界とし、

その北を 「今井三騎堂（いまいさんきどう）遺跡」、

その南を 「今井見切塚（いまいみきりづか）遺跡」

と名付けた。

古墳群の名称について 多田山丘陵の調査におけ

る占墳群および占墳の名称については、赤堀町教育

委員会と群篤県教育委員会および財団法人群馬県埋

蔵文化財調査事業団で協議を行い、上記2つの遺跡

の区別を行わず、 一連のものとして呼称することと

した。したがって、「多田山00号墳」となる。

但し、既調査によって古墳名がついているもの

に関しては、その名称を優先することとした。これ

に該当する古墳は、「多田山 14号墳（調査着手時）

→中里塚古墳（報告時）」と「多田山 21号墳（調

査着手時）→見切塚 l号墳（報告時）」の2碁である。

グリッドについて 多田山丘陵の調査では

324,000 rrlの調査区に、共通するグリッドを設置

した。（図 5)

そのグリッドは 大グリッド(100m X 100 m) 

と小グリッド (4mx 4m)を墓準にしてある。

そして、その表記の方法は、 Y座標をアルファベッ

ト2文字、 X座標を 3桁数字で示し、それを併記す

ることとした（例： 「FB- 181」)。そ して、調査範

囲との関係から「AA-l」をY=-56,380、X

= 41,816とした。
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x座標の読み替え公式（数値＝ a)

0グリッド名から座標値を求める場合

42,500-(171 -a) X4=X座標

｛例： a=181の場合

42,500-(171 -181) X4= 42,540} 

〇座標値からグリッド名を求める場合

(a-42,500) -:-4+ 171＝グリッド名

｛例： a=42,540の場合

(42,540 -42,500) -:-4 + 171 = 181} 

表1 y座標読み替え相関表 (a)

A⇔-563 J⇔-554 S⇔-545 
B⇔-562 k⇔-553 T⇔-544 
C⇔-561 L⇔-552 u⇔-543 
D⇔-560 M⇔-551 V⇔-542 
E⇔-559 N⇔-550 W⇔-541 
F⇔-558 O⇔-549 x⇔-540 
G⇔-557 P⇔-548 Y⇔-539 
H⇔-556 Q⇔-547 
I ⇔-555 R⇔-546 

2 調査区について

Y座標の読み替え方法

02つのアルファベットを(aXb)の相関表に照合

させ、その組み合わせで読み替える。

（グリッド名が「 FB」の場合）

(a)で照合□(b)で照合←―]

F B (aXb)の組み合わせが座標値

この場合は「一 55876」

※座標値からグリッド名を調べるにはこの逆を行えば良い

表2 y座標読み替え相関表（ b)

A⇔ 80 J⇔ 44 s⇔ 08 
B⇔ 76 k⇔ 40 T⇔ 04 
C⇔ 72 L⇔ 36 u⇔ 00 
D⇔ 68 M⇔ 32 v⇔ 96 
E⇔ 64 N⇔ 28 W⇔ 92 
F⇔ 60 O⇔ 24 x⇔ 88 
G⇔ 56 P⇔ 20 Y⇔ 84 
H⇔ 52 Q⇔ 16 
I ⇔ 48 R⇔ 12 

晨 ； 8 > g 

＇ 
畠 局 巨 屋 g g 一“つ 呂 ＄ 恰 m uっ 〇

uっ u: m u u uっ

ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ
X= 42800 

X= 42700 

X= 42600 

X= 42500 

X= 42400 

X= 42300 

X= 42200 

X= 42100 

X= 42000 

X= 41900 

X= 41800 

400m 

図5 多田山丘陵の遺跡名区分と X・Y座標値（赤線内が調査区域）
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第2章経緯 ・方法・経過

3 調査の方針・方法

調査の方針 調査対象となった古墳時代遺構は、

古墳21基・埴輪棺3基・石榔墓2基・竪穴 1碁であっ

た。これらのうち、古墳については墳丘の高まりが

明瞭に認識できたり、石室の一部が露出していたり

するものが多く、その遺存状況が比較的良好である

ことが調査着手当初の段階で判明していた。

よって、調査方針と して次のことを掲げた。

「各古墳の調査について墳丘および埋葬施設の解

体調査を実施することを調査方針とする。」

そして、その目的は、「『構造物としての古墳』の

属性を明らかにし、そこから当時の技術や精神性を

読み取れるであろう特徴を抽出する」ことにある。

調査の方法 上記の方針に掲げた通り、原則的に

は全ての古墳について「墳丘及び埋葬施設の解体調

査」を実施する体制をとった。

碁本となる調査工程は次の通りである。

『―-- - - - - - - - - - - - - - - . ,  

第 1段階現地形測量・表土の除去

（調査範囲の確定／埋葬施設残存状況の確認）

第2段階周堀の調査

（周堀および墳丘の形状と規模の確定／出土

遺物の記録と取り上げ）

第3段階墳丘および外表施設の調査

（盛土や外表施設の検出と記録）

第4段階埋葬施設の調査

（埋葬部の種類や内部構造の確定・副葬品の

記録と取り上げ）

第5段階墳丘および埋葬施設の解体

（古墳築造に関する情報の抽出と記録）

この調査工程は個々の古墳の状況に応じて、工程

を追加・割愛している。その点については、後述す

る、各古墳の調査報告に示してある。

※ 

なお、古墳以外の遺構調査については、 一般的な

遺構調査・記録方法をとった。

10 

4 調査の経過

多田山丘陵開発に伴う埋蔵文化財発掘調査は、

1997（平成 9)年 10月、今井見切塚遺跡におい

て開始された。1998（平成 10)年 4月には、今

井見切塚遺跡調査に加えて、今井三騎堂遺跡の調査

も開始された。しかし、調査着手から 9ヶ月間(1997

年 10月～ 1998年 6月）は、調査工程上、古墳の

分布する地区の調査はなく、旧石器時代、縄文時代、

奈良•平安時代の遺構遺物調査のみがが実施された。

古墳時代の遺構・遺物の調査が開始されたの

は、 1998年 7月からであり、まずは今井三騎堂遺

跡において着手された。以後 1999（平成 11)年

9月までは今井三騎堂遺跡内、 1999年 12月から

2001 （平成 13)年8月までは今井見切塚遺跡内、

それぞれにある古墳時代遺構・遺物の調査を実施し

た（表 3 • 4)。なお、この期間中、 1999年 10.

11月の 2ヶ月間と 2001年 3 • 4月の 2ヶ月間、

計 4ヶ月間は、調査工程の都合上、古墳時代遺構・

遺物の調査を中断している。

調査は前述した第 1~5段階の方法を基本形と

して実施した。古墳の残存具合は総じて良好であっ

たが、とりわけ、横穴式石室を有する 9基の古墳は、

その残存具合が目立って良好であった。この 9基

の古墳については、石室内調査および墳丘•石室解

体調査（第 4 • 5段階調査）が、他の古墳にかかる

時間の 2倍以上を要した。

今井三騎堂遺跡における調査（表3) 古墳 14基、

埴輪棺 3基、石榔墓 l基、竪穴 l基を調査した。

古墳については 14基中 8基（多田山 1~7  • 9 

号墳）の古墳において、周堀内からの埴輪の出土

があった。また 7基（多田山 1~5 • 8 • 9号墳）

の古墳からは、計 11つの竪穴系埋葬施設が検出さ

れ、うち 5つは未盗掘の埋葬施設であった。埋葬施

設内からは、人骨や副葬品が出土し、慎重な記録お

よび取り上げを必要としたため、調査に時間を要し

た。

上記の古墳以外では、 4碁（多田山 10• 12 • 13 



号墳・中里塚古墳）の古墳おいて、残存状況の良い

横穴式石室が検出された。うち、多田山 12号墳と

中里塚古墳の石室は「載石切組積石室」であり、こ

の形の石室構築の仕組みが精緻で複雑なため、調査

には時間を要した。

今井見切塚遺跡における調査（表4)古墳7碁、

石榔墓 1基を調査した。

古墳 7基のうち、見切塚 l号墳（調査時名称：

多田山 21号墳）は平成 2年に赤堀町教育委員会に

よって、周堀および石室内精査（本調査の第 4段階

の途中までに相当）まで終了しているため、石室内

精査の一部と墳丘・石室解体調査のみを実施した。

占墳については 7基中 6基（多田山 15~19号墳・

1998（平成10)年

7月 8月 9月 IO月 II月 12月 1月
多田山 1号墳 1/2/3 4/5 
多田山2号墳 1/2 3/4 4 5 
多田山 3号墳 1/2 3 4 4 4 4 5 
多田山 4号填 1/2 2 3/4 4 5 
多田山 5号墳 1/2 3/4 4 5 
多田山 6号瑣 1/2 3/5 
多田山 7号墳 1/2 
多田山 8号墳 1/2 3/4 4 5 
多田山 9号瑣 1/2/3 4 5 
多田山10号墳 1/2/3 4 4/5 5 
多田山II居墳 4/5 
多田山12号墳 1/2 
多田山13号墳 l/2/3 
中里塚古墳 1/2 

多田山 1号埴輪棺 調査

多田山 2号埴輪棺 調査

多田山 3号埴輪棺 調査

多田山 l号石榔墓 4 
多田山69号竪穴 調査

遺跡現地説明会

4 調査の経過

見切塚 l号墳）の古墳で、残存状況が良好な横穴

式石室が検出されたため、調査（第 4• 5段階調査）。

に時間を要した。とりわけ、多田山 15号墳は、本

調査における最大規模の古墳であり、「載石切組積

石室」を有する有力墳であることも判明したため、

調査には最も時間が費やされた。この理由としては、

すでに調査された、同規模の有力墳である、多田山

12号墳から唐三彩・陶枕が出土していたため、多

田山 15号墳においても、いくつかの予想される状

況において検証に耐え得る調査データを取得できる

調査体制をとったため、調査が細密になったことが

挙げられる。

1999（平成］］）年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
備 考

(4なし）

(345なし）

(l25なし）

2/3 3 4 4 5 5 
4 4 5 5 
2/3 4 4 5 5 

(1235なし）

＊ 4月l8日開催

表3 多田山古墳群調査経過（その 1) 1998（平成10)年7月～1999（平成11)年9月

※表中の数字は調査方法の段階を示す

1999 2000（平成12)年 2001（平成13)年
備考

12月 ］月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

多田山15号墳 1/2 3/4 3/4 4 4 4 3/4/5 4/5 5 5 

多田山 16号墳 1/2 2/3 3/4/5 4/5 5 
多田山17号墳 1/2 3 3/4 4 4 4/5 5 
多田山 18号瑣 I 2/3 3/4 4 4 4 5 5 
多田山19号墳 1/2/3 2/3 4 4 4 4 4 5 5 

多田山20号墳 1/2 2/3 1/2 3/5 14なし）

見切塚 1号墳 4 4 4/5 5 5 1123なし）

多田山2号石櫛墓 4 

遺跡現地説明会 ＊ 7月15EI
開催

表4 多田山古墳群調査経過（その2) 1999（平成11)年12月～2001 （平成12)年8月
※表中の数字は調査方法の段階を示す
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第 2章 経緯・方法 ・経過

5
 

整理の方法・経過 6
 

普及活動

報告書作成業務は 2000年4月から開始された。

接合・復元を要する遺物は、遺物収納箱 200箱

分あった。その多くは埴輪であったが、中でも形象

埴輪については参考資料に拠り積極的に復元した。

なお、唐三彩 ・陶枕の取り扱いについては、青木

繁男先生（東京国立文化財研究所（当時））にご教

示いただき、接合 ・補強も行っていただいた。

遺物実測は整理担当者および整理補助員が直接

行ったほか、機械実測の力も借りた。

遺物・遺構図面のトレースは、全ての図面につい

てデジタルトレースを採用した（写真 l)。

報告書編集作業（版下作成等）は、 「写真図版編」

に関しては従来型のアナログ版下を作成したが、 「本

文編」に関しては、デジタル機器を用いた方法を採

用し、業務の迅速化を図った（写真2)。

2003（平成 15)年 9月に入稿し、 2004（平成

16)年3月に納本となった。

写真1 遺物デジタルトレース（提供：株式会社測研）
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写真2 デジタル編集作業データ

発掘調査期間中、

vol. 

にわたち

写真4

2度の遺跡現地説明会を開催

した。1999月 4月 18日には 435名、 2000年 7

月 15日には 450名の見学者が、多田山古墳群を

訪れた（写真 2)。さらには、多田山古墳群の調査

内容と成果について綴った 「多田山の歴史を掘る」

l ~3を発行した（写真 4)。また、 日本考

古学協会会員をはじめとする多くの研究者や、赤堀

町立赤堀小学校 6年生をはじめとする地元住民の

見学会も、折りに触れて開催された。

さらに、唐三彩 ・陶枕は 2000年 6月～ 2001

年 3月の間、文化庁主催の「発掘された日本列島

2000」へ出品され、 全国 7箇所を巡回した。

一方、整理期間中、 2002年9月 22日には、接

合復元が完了した埴輪の展示説明会「多田山のは

大集合」を開催した。当日は県内外から

100名以上の参加を得られた。

写真3 1999年4月18日開催の現地説明会
o -- -’ ―—し一しマし し ——`_____ • -:,·,—- - =.,' 

「多田山の歴史を掘る」 vol. 1~3 
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第 3章 古墳の調査報告

◆古墳の位置と名称について

◇本書で使用する遺構各部位の名称は、図 6の名称を、便宜的に用いることとする。

◇石の積み方は「積み方A・B・C・D」を基準として表記する。

◇今井三騎堂遺跡および今井見切塚遺跡で調査された古墳の、位置は図 7の通りである。

◇名称については、同一丘陵上に存在する歴史性を重視し、「多田山0号墳」とした共通名称を用いる。

墳丘A 周堀全周タイプ 墳丘B 周堀非全周タイプ

上 1f 

こ ノ: 9 9 ! 
C 

’’  

--[ -l-f 

'''  
''''  
''''  
'''' '''' 
'''  
'''  — '''  
'''  
』 ' '

’’ 
＇ 
＇ ＇ 

e
 e

 
d
 

b 

a 
a…周堀外径 b…周堀内径 C…墳丘長 d・・・盛土径
e・・全長 f・・・造リ出し長 g…造リ出し巾

竪穴系埋蔵施設

（石榔）

b :~ ~: 
（木棺）

:~ b ~: 

直f 三f
a…掘方長軸長 b・・・掘方短軸長 C・・・廓（又は棺）長軸長
d•• •構（又は棺）短軸長 e…構（又は棺）高さ f…掘方深さ

a 
a…全長 b…墳丘径 C…盛土径
d…1lll面全長 e…1lll面墳丘径 f・・・ffll面盛土径

横穴式石室
------、-----

h
 

b
 

c
 

—--. 
＇ ＇噸

a…石室全長
f・・・玄室高
K・・西前垣巾

b
 

―入―-------, ' 
9 9 

'~ ~' ' k , 
＇ 
＇ 
＇ ＇ 
＇ 
＇ 

b・・・玄室長
g・・・羨遍高
l…東前垣巾

長
長
長

遍
庭
垣

羨
前
翼

．
．． 
．．． 

．． 
_
C
h
m
 

口~ ： 
d…玄室巾
i…前庭巾
n .,•前庭高

＇ 
＇ 
＇ ＇ 
＇ 
＇ 
＇ 
＇ ＇ 
＇ ' C -, ｀ ~! e・・・羨道巾

j •••前垣巾
〇…開口度

ヽ積み方A

図6一積み方B 積み方C

遺構名称模式図（上） ／石の積み方模式図

積み方D
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図7 多田山古墳群 古墳および古墳時代遺構配置図



第 3章古墳の調査報告

●基本土層

◇多田山丘陵における基本土層は図 8 （左）の通りである。本報告に関連する土層のみ示した。

◇本文では「浅間B軽石」を「As-B」、「ニツ岳パミス」を「FA」、「浅間C軽石」を「As-C」 と

表記する場合もある。

◇拮本土層と古墳との標準的な関係は図 8 （右）の通りである。但し、例外もあるため、その都度記した。

I層 表土（浅間A軽石を含む）

II -1層 中近世遺物包含層
（浅間A・B軽石を含む）

II-2層浅間B軽石層

III- 1層 古墳時代遺物包含層
（ニツ岳パミス ・浅間C軽石含む）

111-2層 ニツ岳パミス層

w層 縄文時代遺物包含層

v層 ローム漸移層

VI~X層 ローム層
（うち、 xn• XIII層は暗色帯）

Jil-1層

JII-2層

IV層

v層

VI層～

墳丘盛土 (m層以下）

図8 基本土層図（左） ／基本土層と古墳との関係図（右）

◆時期区分表

◇今回の調査報告に際し、 参考とする時期区分は表 5の通りである。

各遺構の時期については、便宜的に 「多田山0期 (0には 0~VI)を用いることとする。

]『5 1 時期智表（胃）期
多田山古墳群時期 0期 N期 V期 V1期

須恵器

土師器

鉄鏃 1長頚鏃

短脚 l段透孔高坪 0 △ ••••••• • ••• •• ••• •• •••••••••••••••••• •• • • · 

高坪 f塁塁塁雷置：：： ：：：：：：：：：：：：：：―:：：：：菱：：忍―．一•ロ・・ーロロロ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： ー：：： ： ：：：：： ：：： ：：：： ：：：：：：：：： ： ：：：：： ： ：：：：：：： ：：：： ―'
脚無透孔高坪 0 IO I 0 
嘉祗：：：：：：：：：：：：：：：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：： ：：：：：：：：：：：：：心こー・ロニ：．：:::::::::::::::::::::―一ーニ□□□□
蓋逆さの高盤 〇
有稜坪蓋 0 I 0 ------------------------.................. ------• ・ • -------------------------------------------------------------------------

坪蓋f::l：閥 ゜~::::::::l~。--- • •o ・・-0 云:::::::・;・・・・-
坪身 f底部箆おこ＿ヒ狂身----------------....--.............------------------------------------Q.----------Q.--------―△.------

底部回転糸切り坪身 〇
内斜口緑坪 0 I 0 

坪 f・麟頭穏魃厨：： ：：：：：：：：：：：：口塁ローロロ：：：：：：：豆：：：：：：： ：．o：::― ::―ニ―-----ー・ロニ：：：：：：：：：：口：：：：：：：：：：：：：：：：：．．．．＿．．．．．ーl

胴椀模倣胚------------------- • --疇·· - - - . .... . . . . . .........--------- ----••---------0.--- -- -- -- 0 .-----------------Q------• 
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衰球扇籠：：：：：：：：：：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：口：：：：：：：：：：：：：塁：：：：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：―ー：：：：：：1:::::::::::::::::::1:::::::::...........,
長胴縦削り甕-------------•-………••••---·-----•-----Q------ -- --Q-------------

甕 ［長胴縦斜め應り甕---:[:::::1: : ::::: : : ::::::::::1:::::::::::::::::::r:~さ-----------Q------- - -…………·-... .,..—---•----•-------—’ 
斜め削り甕 0 I 0 
複胴逼斜：iQ蒻り蒻夏：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：口ぷ：：：：―：口：：：：：―
武蔵型甕 〇
片小爪片逆刺鏃 0 g 
台形関鏃 〇
棘形関鏃
鏃身部関喪失

有腸扶三角形鏃
半円形透孔

円形透孔
底部調整

器高伸長化

考

゜゜無茎鏃 △ 
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第3章 古墳の調査報告

1 調査前

多田山 1号墳が存在する地点は、標高 146m付近、

多田山丘陵の頂部（標高 159m)南東に馬の背状に

のびる平坦地形面である。

調査前は平坦化しており、古墳の存在を想定でき

なかった。なお、本墳は上毛古墳総攪記載漏れであ

る。

2 墳丘と周堀（図 10)

(1)墳丘

墳丘直径 7.5mの円墳である。残存状況がよくな

いこともあり、墳裾部における地山削り出しのテラ

ス面の存在は認められなかった。さらに、墳丘盛土

は全く残存していなかった。但し、地山中には純堆

積のテフラは確認できなかったものの、 FAや浅間

c軽石を含む層が確認できた。

(2)墳丘下面溝

表土除去後、墳丘平面プラン確認時に、墳丘外縁

（墳裾部）の内側に、直径約 5.0mの同心円状の堀

り込みが断続的に存在することを確認した。掘り込

みは、上幅 0.5~0.8m、深さ 0.2~0.4m、断面

は皿状、覆土には FAや浅間C軽石が含まれいるこ

とが確認された。

調査所見として、この掘り込みを本墳と有機的関

係にあるもとの考え、「墳丘下面溝」とした。有機

的関係とした理由は、次の通りである。一つ目は、

掘り込み形状が、墳丘形状と同心円状であり、両者

が連続して形成されたと考えられるからである。ニ

つ目は、覆土に FAや浅間C軽石が含まれているか

らである。 三つ目は、覆土中にベンガラの塊が存在

していたからである。

(3)周堀

周堀は、墳丘同様、平面プランはほぼ円形を呈し

ている。底部は平坦であり、周堀内埋葬を思わせる

ような土坑等の掘り込みは確認されなかった。周堀

の規模は上幅1.0~2.0m、深さ 0.4~0.6mであり、

周堀の規模を含めると古墳規模は直径約 15.0mに

18 

写真5 平面プラン確認状況（南→）

なる。さらに周堀断面は椀状、覆土には FAや浅間

c軽石が含まれていることが確認された。

(4)周堀内における遺物出土状況

周堀内より出土した遺物は、全て円筒埴輪である。

平面分布的には散在しており、特定のエリアに集中

する状況は認められない。また、層位的には、全埴

輪片が周堀覆土上層の黒色粘質土層（周堀断面 C-C'

での第 1層）からの出土に限定される。

なお、本墳における埴輪樹立については、極めて

少量の埴輪樹立を想定している。なぜならば、調査

時における埴輪出土が極めて少ないからである。

「墳丘が削平を受け、本来はこれ以上の多くの埴

輪が存在していたが失われた」との考え方をし、本

墳においても多数の埴輪の存在を肯定する考え方も

できなくはない。しかし、この考え方は成り立ちが

たい。なぜならば、この種の「初期群集墳」は低墳

丘を指向するため、高々とした墳丘を想定するのは

無理だからである。さらに、墳丘下面溝の存在は、

墳丘築造前の地表面をも示すものであり、埋葬主体

部の高さも考慮すると、想定される墳丘は現状の高

さからさほど高いものを想定できないのである。

よって、仮に、本墳に埴輪が多数樹立されていた

ならば、周堀または周辺の表土からもっと埴輪が出

ていいはずである。それがないという状況からすれ

ば、やはり埴輪の存在は微量であったとすることが

妥当である。
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図 10 墳丘（盛土下溝含む）および周堀 平・断面図
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第 3章 古墳の調査報告

3 埋葬主体部

(1)概要（図 11 • 1 2) 

埋葬施設は、所謂 「竪穴式極小石榔」である。検

出時は天井は崩落、内部には土砂が流入していた。

規模 石櫛の主軸はN-45°-Wである。石

椰の規模は、内法で長軸長 0.62m、短軸長 0.30m、

残存高は 0.20mである。

積み方 石材には輝石安山岩の割石を使用し、短

側壁は各 1枚、長側壁は各 2枚を、積み方 Cで積

みあげ、床面には小振りの板状割石（重さ 0.7~

2.7kg)を平置きしている。

赤彩赤彩は確認されなかった。

人骨・歯 出土は皆無であった。

副葬品 出土品は皆無であった。

構築方法 墓坑を構築し、その中に石を組み、土

石混合の裏込を施すという、当該地域での一般的な

「竪穴系埋葬施設」のエ法を採用している。

なお、盛土が残存していないため、盛土と埋葬施

設との構築の前後関係は把握できなかった。

口
／

こ

0 1 : 30 50cm 
l,  1 

~ L=145.50 

図 11 石椰展開図

|0 

H
-

： 
喜

10.且．

〇 撹乱土

1 黒褐色土 ロームを含む

2 褐灰色土 しまりあり 粘質

ロームを含む

3 黒褐色土 しまりあり 粘質

ロームを含む

／
 

H' 

|Q H' 

L~J46.00 
0 I : 30 50cm 
, ・, 1 

図 12 石椰平・断面図
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l 多田山 1号墳

(2)解体調査データから復元する構築工程（図 13)

第 1段階墓坑の掘削

墳丘のほぼ中央部に、長軸1.60m、短軸1.00m、

深さ 0.50m（確認時）の楕円形の墓坑を掘削する。

この際、側壁を設置する箇所は布堀状に深く掘削す

る。なお、調査所見からは墓坑の掘削段階が盛土前

か、盛土後かは不明であった。

第2段階長・短側壁の設置

側壁設置の際は、まず、布堀状に深く掘った箇所

に粘質土を充填させる。そして、次に、その粘土中

に石材を差し込む。差し込みの深度を調整すること

によって、大きさの異なる石材でも、設置時の上端

部のレベルをバランスよく同じに保てる。

第3段階 床石の設置と裏込みの充填

床石は板状石の広い面を上にして並べる。これら

の床石の上に、玉砂利は敷かない。裏込には割石と

粘質土をランダムに充填させる。

／
 

／
 

／
 

0 1: 60 lm 
l ,  1 

0 I : 30 50cm 
l,  1 

第4段階天井の高架と閉塞

盗掘を受けていたため、調査データは皆無だが、

最終段階で、天井を高架し、粘質土等で石榔本体を

閉寒したものと、推測される。

図 13 石椰構築工程推定図 ゜
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第3章 古墳の調査報告

4
 

出土遺物

(1)円筒埴輪（図 14• 15・表6)

円筒埴輪片は、接合関係をもつものは少なかった

が、複数の属性に類似点が多いことから、同一乃至

同エの一群資料と考えられる。

規 格 推定規格は全て 2条3段構成である。

口径は 21.0~22.0cmを、底径は 12.0cm前後

を推定できる。器高は良好な推定資料がないのだが、

2 • 3段の段高からあえて推定するならば、 28.0

~33.0cmの範疇でおさえられよう。

っている。ハケは 2~3本乃至3~4本／ cmの単

位のエ具と推定される。突帯は上下端のみをナデつ

けているものが主体をなすが、加えて頂面をナデつ

けるものもある。

赤
mヽ
木 器面への赤彩は、その可能性をもつ l点

のみ存在するが、それ以外は皆無である。

底部調整

線

胎
刻

土

確認されていない。

外面3段に「一」？が 1点ある。

混入物の多い、粗い素地の胎土である。

透

突

孔

帯

成整形

2段目に円形透孔があくと考えられる。

断面が緩い台形を呈する。

全ての資料が、円筒部外面は「タテハケ

→口縁部のみヨコナデ」、同内面は「タテナデ→上

半部に粗いナナメハケ→口縁部のみヨコナデ」とな

混入鉱物・粒子には、石英・輝石または角閃石・

チャート・赤褐色・白色・黒色粒子・軽石など多田

山古墳群の埴輪に一般的に混入するものを含むのみ

であり、片岩や骨針は含まない。

焼成・色調 色調は橙色を呈し、焼成はやや甘い。

(2)形象埴輪・土器

形象埴輪・土器類は、出土していない。
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図 14 円筒埴輪（ 1)
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多田山 1号墳
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第 3章古墳の調査報告

多田山 1 号墳普通円筒•朝顔形埴輪 観察表凡例

番号…図番号 種類…円筒⇒普通円筒 器高・・・一⇒不明 口径•••口縁部の直径※斜体数字は復元径 底径…底部の直径※斜体数字は復元径

調整（外面）…A⇒「タテハケ後、 口縁ヨコナデ」 a⇔「タテハケ」（aは、部分復元資料や破片資料のため全体が不明なものに記載）

調整（内面）・・・A⇒「タテナデ→上半粗いナナメハケ→口縁付近ヨコナデ」 a¢ 「タテナデ」 b 「タテナデ→上半ナナメハケ→．．．」

(a・ bは、部分復元資料や破片資料のため全体が不明なものに記載） ハケメ..幅 10mmあたりのハケメの本数

突帯・..A⇒断面が台形＋丁寧な仕上げナデを上・下端とも施す B¢断面三角形＋丁寧な仕上げナデを上・下端とも施す C⇔断面三角形＋

丁寧な仕上げナデを上端のみ施す。下端は簡略的な仕上げナデ 透孔•••A ⇒円形の可能性高い

線刻 ••O⇒あり X¢ 未確認 線刻の詳細既述⇒「位置／形」で既述。「位置」は、外3⇒外面 3段目 「形」は、描かれた形を掲載。

色調・..A⇒橙色 出土位置・・ 「周堀」のみ 備考••その他、特記事項を記載。

表6 円筒埴輪観察表

番号 器種
器高 口径 底径 調整 刷毛

如ブ臼市

(cm) (cm) (cm) 外面内面 （本）

I 普通 21,0 A A 3 ~4 B 

2 普通 22.O A A 3 ~ 4 B 

3 普通 22.0 A A 3 ~4 B 

4 普通 A A 2 ~3 

5 普通 A A 2~3 

6 普通 A A 不明

7 普通 22.0 A A 3 ~ 4 

8 普通 A a 2~3 A ， 普通 a a 2 ~3 B 

10 普通 a b 2~3 A 

II 普通 A A 2~3 C 

12 普通 a a 2 ~3 

13 普通 a a 2 ~3 C 

14 普通 a b 2 ~ 3 

15 普通 a a 2 ~3 

16 普通 a b 不明 B 

17 普通 a a 2 ~ 3 B 

18 普通 a b 2 ~ 3 

19 普通 a a 不明 A 

20 普通 a a 2 ~ 3 A 

21 普通 12.0 a a 2 ~ 3 

22 普通 12.4 a a 2 ~ 3 

5 まとめ

調査・整理により、この古墳に関して得られた遺

構に関する主な情報は次の 4点である。

①墳丘径が7.5mの円墳であること。

②輝石安山岩の割石を用いた 「竪穴式極小石榔」

を埋葬施設としていること。

③墳丘盛土は残存しないが、その直下の地山中に

はFAや浅間C軽石を含む層が確認できること。

④周堀内には FAの堆積が認められないこと。

また、遺物に関する主な情報は次の 3点である。

⑤円筒埴輪の形態は、 2条3段構成、円形透孔

（推定）のものであること。

⑥円筒埴輪の外面の成整形はタテハケのみであ

24 

透孔

A 

A 

A 

A 

A 

線刻
底調 色調 接合 備考

有無 内容

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

゜
外3/- A 周堀

X A 周堀 3号墳の埴輪似

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀 タガの頂面面取り

X A 周堀

X A 周堀

X A 周堀

り、底部調整・赤彩は施されていない。

なお、調査・整理を経ても得られなかっだ情報は

次の 3点である。

⑦墳丘盛土に関すること。

⑧形象埴輪の存在に関すること。

⑨埋葬者や供伴する副葬品に関すること

これらのことから次の位置づけができる。

多田山 1号墳は「群集墳」内に認められる小円墳

の属性（①②）を有している。築造年代に関しては、

出土した円筒埴輪片の特徴（⑤⑥）から多田山 1期

と推定する。このことは FAとの関係（③④） とも

矛盾しない。

つまり、この古墳は、所謂「初期群集墳」の中に

存在する小規模円墳と位置づけることができる。
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第3章 古墳の調査報告

1 調査前

多田山 2号墳が存在する地点は、標高 145rn付

近、多田山丘陵の頂部（標高 159rn)南東部に馬

の背状にのびる平坦地形面にある。調査前の状況で

はほぼ平坦化し、南北方向に農道が走っていた。故

に、墳丘状の高まりも存在せず、その存在を想定で

きる状況ではなかった。だが、事前の試掘において

周堀の一部が確認され、墳丘直径 20rn程度の円墳

の存在が想定された。そのため、慎重に表土を掘削

し、遺構確認を行った。なお、本占墳は上毛占墳総

攪記載漏れである。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 17• 18) 

墳丘直径 15.5m、二段築成の円墳である。二段

築成と考えた理由は、墳丘裾部において地山をテラ

ス状に削り出した痕跡が観察できたことによる。

盛土の存在は一部（農道直下の部分）で厚さ 5

~10cmほどが確認された。その直上には As-Bを

含む黒色土が覆っていることから、本来はさらに盛

土が存在していたと思われる。盛土はロームブロッ

クと黒色土との混土であり、周堀掘削土を利用した

と想定される。また、盛土直下の旧地表には FAの

一次堆積層の存在が認められた（図 17) ことから、

本墳の盛土行為が FA降下後、あまり時間差なく行

われたと推測される。

写真6 周堀及び埋葬施設確認状況（南東→）

埋葬施設との新旧関係については、第 1主体部の

埋土がこの盛土を断ち切るように存在すること（図

17)が確認されたことから、古墳築造に際しては、

第一に 「墳丘の盛土行為」を実施したことが推測で

きる。なお、墳丘部に埴輪の珪部が原位置のまま、

残存する資料は皆無であった。

(2)周堀（図 18)

調査確認面においては、墳丘の周りを全周する。

調査時での規模は、上幅 3.0~5.0m、下幅 0.8~

1.2 m、深さ1.0~1.4mであり、断面形状が逆台

形を呈する。周堀の底面は比較的平坦化していたが、

その底面には張り床状の埋め戻しをした痕跡は認め

られなかった。一部に土坑状の掘り込みが確認され

たが、埋葬施設と特定するには至らなかった。また、

土橋状に周堀の一部を掘り残した痕跡は検出されな

かった。覆土は、黒・暗褐色粘質土が主体であり、

上層に As-Bの一次堆積層が存在する。

A
-

A' 

第1主体部

I As-B混土 2 黒褐色土 As-C、FA含む （盛土）

3 黄褐色土 ローム主体 （盛士） ※クロヌリ・..FA層 1: 50 

L~l46.00 
2m 

図17 墳丘盛土•第 1 主体部と旧地表面との層位的関係図
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2 多田山 2号墳
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図 18 墳丘および周堀平・断面図
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第3章古墳の調査報告

(3) 周堀内における遺物出土状況（図 19• 20) 

周堀内からは多量の埴輪片と少量の土器片・石製

品が出土している。

埴輪の出土状況 出土した埴輪には、円筒埴輪、

朝顔形埴輪、形象埴輪がある。

円筒埴輪は全て 2条3段のものであり、 70本以

上の個体が破片となって出土した。朝顔形埴輪は

規格の統一性は不明だが、 8本以上の個体が破片と

なって出土した。

形象埴輪は、人物と馬の破片が出土した。接合と

もに 2体づつ、個体識別ができる。人物・馬以外で

は、陰茎形と鳥形があるが、これらも人物や馬の一

部に取りつくものと考えられる。

ところで、これら各種埴輪の出土状況には共通点

と相違点がある。

まず、共通点は層位分布に認められる。全埴輪片

がAs-B層直下の黒色粘質土層（周堀断面D・Eで

の第 3 • 4層）に出土が集中している、という点で

ある。この層は周堀底面から 0.6~1.4mの高さに

認められる層であり、墳丘裾に存在する「テラス面」

の上層にも相当する高さにある（ちなみに、周堀底

面からの埴輪片の出土は皆無であった）。

一方、相違点は平面分布に認められる。円筒埴輪・

朝顔形埴輪は、平面分布的にはエリア I~Vlilの全て

から出土しているが、形象埴輪はエリアIII~Vから

の出土に限定されるのである。さらに、これらの接

合関係に関しては、円筒埴輪•朝顔形埴輪の場合、

一個体の接合は同一 ・隣接エリアの資料に限らず、

複数の遠隔エリアの資料についても認められた（な

お、形象埴輪の場合は、出土エリアが限定されるた

め、自ずと接合も同一・隣接エリアに限定された）。

こうした出土状況と接合関係を考え合わせると、
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図19 周堀内における遺物分布図
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以下のことが推定される。

円筒埴輪・朝顔形埴輪については、出土分布の状

況から本来の樹立位置を復元することは難しい。な

ぜならば、どれか 1つの個体資料をとってみても、

その接合資料の分布範囲が複数のエリアにわたって

いるからである。なお、このような分布状態になっ

た理由としては、埴輪の原位置からの転落以外に、

何らかの原因が加わったことが考えられる。この点

に関しては、埴輪破片が As-B層下の黒色土中から

集中して出土することも何か示唆的である。

形象埴輪については、層位・出土位置・接合関係

がいずれもまとまりを持つこと（図 20)から、お

およその位置を推定することは可能である。それに

よれば、「人 lと馬 2」、「人 2と馬 l」の位置的関

係性が認められる。さらに、この関係性は、各形象

埴輪の属性からみても、その組み合わせに有機的関

------------
人ー2

馬一 l

---

胃
人ー ］

2 多田山 2号墳

係を見いだすことができる。

土器の出土状況 土器は土師器・甕（器ー 1)、鉢、

（器ー2)、坪（器ー 3~5)が出土した。器一 l~ 

5全てが平面分布ではエリアIIIから出土した。とこ

ろが、層位分布では器ー 1~4は暗褐色粘質土層（周

堀断面C・Dでの第 5 • 6層）から、器ー 5は黒褐

色粘質土層（前述した埴輪片包含層）から出土した。

前者の暗褐色粘質土層は周堀底面から 0.1~0.6m

の高さに存在する層であり、黒褐色粘質土層（前述

した、埴輪片包含層）より下層に位置する。

石製品の出土状況 滑石製紡錘車（石ー 1)が 1
—---/ 

点出土した。平面分布的にはエリアIVからの出土で

あり、層位分布的には黒褐色粘質土層（前述した、

埴輪片包含層）からの出土である。
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図20 形象埴輪の詳細出土分布図
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第3章古墳の調査報告

3 第1主体部

(1)概要（図 21 • 22) 

第 1主体部は、所謂 「竪穴式小石榔」である。

遺構確認面 確認面はわずかに残存した盛土面で

あり、その面において長軸 3.0mX短軸1.5mの長

方形の平面プランが確認され、 墓坑の存在を認識し

た。覆土には粘性の強い、ローム混じりの暗褐色土

が一面に使用され、その状況から完全未盗掘である

ことを確信した。

規模 石榔の長軸はN-60° -Eである。石

梢の内法は、長軸1.75m、短軸 0.35~0.40m、

高さ 0.25~0.30mである。短軸長は東側のほうが

僅かに広く (0.40m)、西側のほうが短い (0.35m)。

石材 石材は全て輝石安山岩の割石を用いてい

る。いずれも板状の石材で大きさは様々だが、厚さ

はほぼ 10cm程度に揃っている。

積み方 石材はいずれも板状石材の最も広い面を

立てるようにして設置している（積み方 C)。短側

壁は各 1枚、長側壁は北壁は 4枚、南壁は 6枚を縦

置きし、床面には 6枚 (9.2~13.6kg)を平置きし、

小石で間詰めをしている。

天井石は計6枚である。大きさは、最東端（頭部上）

の 147.0kgを最大、最西端（足部上）の 15.2kgを

最小にと、様々であるが、幅 0.6~0.75mの長さ

の部分を高架させている点は共通している。

裏込めは、輝石安山岩の小振りの割石と白色粘土

をふんだんに使い、養生している。特に白色粘土は、

まるでパテのように石と石との間を埋めている。

閉塞 閉塞は上下 2重に行われていた。第 1の

閉塞（下層の閉塞）は輝石安山岩の割石と白色粘土

を用いた閉塞である。天井石のすき間を割石で塞ぎ、

さらにそのすき間を白色粘土で埋めていた。第2の

閉塞（上層の閉塞）は粘質土を用いた閉塞であり、

粘性の強い、ローム混じりの暗褐色土を用いて、墓

坑を完全に埋めていた。

赤 彩 長 ・短側壁及び全ての天井石にベンガラ

が塗布されていた。長 ・短側壁への塗布は、地中に

埋まった箇所に塗布が確認できないことから、壁面

構築後に行われたものと思われる。天井石への塗布

は、高架以前に内面のみに行ったものと思われる。

構築方法 墓坑を掘削し、その中に石組みし、土

石混合の裏込めを施すという、 「竪穴系埋葬施設」

の当該地域での一般的な工法を採用している。

ーロ ー

／
ー

ロ

0 1 : 30 50cm 
l , 1 

~ L=l44.50 

図 21 第1主体部展開図
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2 多田山 2号墳
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図22 第 1主体部平・断面図（閉塞時）

(2)遺物出土状況（図 23) 果を得ている。

人骨・歯 人骨 1体が出土した。残存状況は悪く、

頭蓋骨片・歯 ・下肢骨片が僅かに出土したのみであ

る。頭位はN-60° -Eである。田中良之教授に

よる、「性別不明の成年後半から熟年」との鑑定結

ら似乙0苓

］ ＼ 

込り＜~I 

管ヘ

I o 1 8 20cm 

鉄ー 2

副葬品 被葬者の左腕付近の左脇から刀 l．刀子

lが出土した。

刀（鉄一 l)は全長 52.2cm、刀部を南東（遺体

と反対側）に、切先を南西に向けて床面に置かれて

いた。刀身と鞘尻金具のみが残存していた。また、

刀子（鉄ー 2)は刀身全長が 14.2cm、刀部をほぼ

南に、切先をほぼ西に向けて、刀の上に重ねて、置

かれていた。

、ク

日鉄 ー

ーー一三／一ー：
0 I : 15 50cm 
'’’• 9,  1 

※追物図は S=l: 6 

図23 第 1主体部内人骨歯及び副葬品出土状況図
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第 3章 古墳の調査報告

(3)解体調査データから復元する構築工程（図 24• 25) 

第 1段階墓坑の掘削

墳丘のほぼ中央部に、長軸 3.00m、短軸

1.50 m、深さ 0.90m（確認時）の隅丸方形

の墓坑を掘削する。この際、側壁を設置する

箇所については、若干の掘り窪めをさらに行

った可能性もある。

なお、 墓坑の掘削は墳丘の盛土後に行われ

たと推定している。

第2段階長・短側壁の設置

側壁の設置は、まず、短側壁用の板石を差

し込む。その後、長側壁用の板石を東側から

順に差し込む。なお、側壁設置のための明瞭

な布掘りは認められないことから、側壁用の

石材は打ち込まれたものと推定する。

さらに、側壁の裏側には抑えの石材（輝石

安山岩の割石）をあてがう。

／
 

／
外
T

l

第3段階床石の設置

床石を東側から順に敷いていく 。まず、大

振りの板石を敷き、その隙間を小振りの板石 1

で詰める。そしてさらに、その隙間に白色粘

土を詰める。なお、床石の設置にあたっては、

その直下に白色粘土を敷いたり、床石の上に、

玉砂利を敷くような行為はしていない。

／
 

゜
1: 80 2m 

゜
1: 40 lm 

図24 第 1主体部構築工程推定図 (1)
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2 多田山 2号墳

第 4段階 裏込めの充填と石椰内への赤彩

墓坑と石榔の隙間には輝石安山岩の割石と

白色粘土を用いて、側壁高と同ーレベルまで

裏込めする。また、各側壁高の高さ調整には

低い箇所へ板状の石材を平置き（積み方B)

することによってバランスを保つ方法を採用

する。また、石榔内には全側壁面に赤色顔料

を塗布する。ちなみに、床面には塗布しない。

遺体及び副葬品はこの段階で納められる。

第5段階天井石の高架

天井石は、まず、石材下面（榔内に向く面）

にベンガラを塗布し、その後、東側から順に

高架させる。

第6段階天井の閉塞

高架した天井石には隙間が多いため、その

隙間を埋めるために、輝石安山岩の小振りの

割石でその箇所を閉塞する。さらに、白色粘

土で、隙間を埋め、完全密閉する。白色粘土

は多量に使用する。

この後、黒色粘質土で墓坑全体を閉塞する。

／

外

／
外

7,

／
 

゜
1: 80 2m 

゜
I: 40 lm 

図 25 第1主体部構築工程推定図 (2)
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第3章古墳の調査報告

4 第2主体部

(1)概要（図 26• 27) 

第2主体部は、所謂「竪穴式小石榔」である。

遺構確認面 確認面は盛土が失われた地山面であ

り、その面において長軸 3.00m、短軸 1.50mのや

や不正形の隅丸方形の平面プランが確認され、墓坑

の存在を認識した。覆土には砂質の、ローム混じり

の暗褐色土が一面に使用され、 一部には天井閉塞石

が露出している状態であった。

規模 石椰の長軸はN-23° -Eである。石

榔の内法は、長軸 2.00m、短軸 0.36~0.56m、

高さ 0.32~0.38mである。短軸長は北側のほう

が広く (0.56m）、南側のほうが短い (0.36m)。

石 材 石材は全て輝石安山岩の割石を用いてい

る。北短側壁と北側天井石は厚さ 30cm程のブロッ

ク状の石材を用いているが、その他はいずれも厚さ

10~ 18cmの板状の石材を用いている。

積み方 北側壁はブロック状石材を安定よく据え

る積み方（積み方D)を用いている。他の3つの側

壁では、板状石材の最も広い面を立てる積み方（積

み方C)を主に採用し、部分的には別の積み方（積

み方A・B)を用いている。床面には多数の板石 (0.2

~3.6kg)を平置きしているが、北側ほど大振りの

石を用い、南にいくに従って、石のサイズが小さく

なる状況が顕著にうかがえる。

天井石は計 5枚である。大きさは、最北端 （頭部

上）の 81.3kgを最大、最西端（足部上）の 33.2kg

を最小にと、様々であるが、幅 0.62~0.80mの長

さの部分を高架させている点は共通している。

裏込めには、白色粘土や礫はあまり用いず、ロー

ム混じり土を主体的に用いている。

閉 塞 閉塞には、輝石安山岩の割石と白色粘

土を用いている。まず、大振りの割石 (30.0~

45.5kg)を天井石の合わせ目の上に置き、その後、

小振りの割り石ですき間を塞いでいる。そして、そ

の上を白色粘土で完全にすき間を塞いでいる。なお、

このあとに第 1主体部のような粘質土を用いた閉塞

があったと推測されるが、調査においてはそれを示

す痕跡は認められなかった。

赤 彩 赤色顔料の塗布は認められなかった。

構築方法 墓坑を掘削し、その中に石組みし、 土

石混合の裏込めを施すという、「竪穴系埋葬施設」

の当該地域での一般的な工法を採用している。

口

／ 

口
0 I : 30 50cm 
1,  1 

- L=l45.00 

図 26 第2主体部展開図
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l 白色粘土

2 暗褐色土 ローム混じり

粘性つよい

3 暗褐色砂質土 ローム粒を

僅かに含む

4 1層と 3洒の混士阻

L. .L 

H
'
 

1:c_ 

L. .L 

゜
L~I45 .40 

I: 40 lm 

図27 第2主体部平・断面図（閉塞時）

(2)遺物出土状況（図 28)

石榔内には多量の土砂が流入していたため、検出

時には内部の土砂も全て飾にかけながら、出土遺物

の検出に努めた。

人骨・人歯 検出は皆無であった。

副葬品 被葬者の左腕付近の左脇から大刀 l

無茎鏃 lが出土した。刀（鉄ー3)は全長 100cm、

刀部を北西（遺体の方に向く方

向）に、切先を南西に向けて床

面に置かれていた。刀身のみが

残存していた。また、鏃（鉄ー 4)

は正確な位置は不明だが、刀周

辺の覆土の中から出士した。

4
 

鉄

軋
―

／＼←/＼戸

い

| i 

0 1 : 15 50cm 
l,  9 9 ,  

※遺物図は S=I: 10 

図28 第2主体部内副葬品出土状況図

鉄ー3
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第 3章 古墳の調査報告

(3) 解体調査データから復元する構築工程（図 29• 30) 

第 1段階墓坑の掘削

墳丘内の西端、墳裾に近い位置に、長軸

3.00 m、短軸 1.50m、深さ 0.70m（確認時）

のやや不正形の隅丸方形の墓坑を掘削する。

墓坑の形態が東辺（右図では下辺）がやや湾

曲気味で、北辺（右図では右辺）が斜位になっ

ているのは、本墳の形態（円墳）の墳裾に制約

された結果と考える。

なお、 墓坑の掘削は墳丘の盛土後に行われた

と推定している。

第2段階粘土床の構築

墓坑の底面全体には、ローム混じりの粘質土

を張り、床を水平に整形する。その後、石榔を

構築する箇所（右図の トーン箇所）に、粘土床

として、白色粘土を 2~3cmの厚みで敷く 。

なお、この際、石榔の側壁用材設置のための

布掘りがされた可能性は低い。

第3段階側壁・床石の設置

前段階で敷かれた粘土床上に、石榔の側壁用

材と床用材を設置する。

なお、設置の順は、側壁→床石の順である。

長側壁は下段を積み方 Cとし、それ以上を積み

方Bとする。床石は小振りの板石を敷き詰める。

／ 

／戸

／ぞグ

゜
1: 80 2m 

゜
1: 40 lm 

図 29 第2主体部構築工程推定図 (1)
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第 4段階裏込めの充填

墓坑と石榔の隙間には輝石安山岩の割石と白

色粘土を用いて、側壁高と同一レベルまで裏込

めする。白色粘土はふんだんに使われ、石と石

との間に多量に詰め込まれている。なお、極め

て限定的に小円礫を敷いた状況も認められる。

石榔内の赤色顔料の塗布はしない。

副葬品はこの段階で納められる。遺体の埋葬

もこの段階と考えられる。

第5段階天井石の高架

天井石は、北側から順に高架させる。

なお、下面への赤色顔料の塗布はしない。

第6段階天井の閉塞

高架した天井石には隙間が多いため、その隙

間を埋めるために、輝石安山岩の小振りの割石

でその箇所を閉塞する。さらに、白色粘土で、

隙間を埋め、完全密閉する。白色粘土は多量に

使用する。

この後、粘土とロームを含む砂質土で、墓坑

全体を閉塞する。

／ 

／ 

／ぞグ

゜
I: 80 2m 

゜
1: 40 Im 

図30 第2主体部構築工程推定図 (2)
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第 3章 古墳の調査報告

5 出土遺物

( 1 ) 円筒埴輪•朝顔形埴輪 （図 31~41 ・ 表 7 • 8) 

円筒埴輪は接合により 60本以上、朝顔形埴輪は

8本の存在が確認された。各属性は次の通りである。

A.円筒埴輪

規格 全て 2条3段構成である。

法 量器高は 28.8~36.2cmの範囲にあるが、

33cm前後のものが多い。

口径は 18.4~23.0cmの範囲にあるが、 19.0cm

前後のものと 22.0cm前後のものとの 2つにまとま

りが認められる。

底径は 8.5~14.0cmの範囲内にあるが、 11.0

~12.0cmのものが多い。

技法の特徴 外面調整については「全面をタテハ

ケ後、口縁部のみにヨコナデを施すもの」と、 「全

面を板ナデ後、口縁部のみにヨコナデするもの」の

2種類が認められる。全体の 9割以上は前者であり、

後者は極めて客体的に存在する。

内面調整については、 「全面をタテナデし、最後

に口縁をヨ コナデする」という 工程は全資料に共通

する碁本工程である。だが、中間工程において差違

が認められ、 「全面にタテナデを施した後、同じく

ほぼ全面にハケを施し、最後にヨコナデするもの」、

「全面にタテナデを施した後、上半のみにハケを施

し、最後に口縁をヨコナデするもの」、「全面にタテ

ナデを施した後、上半のみにハケ、再度ナデを施し、

最後に口縁をヨコナデするもの」、「全面にタテナ

デを施した後、口縁をヨコナデするもの」の 4種類

に大別できる。うち、 「全面にタテナデを施した後、

上半のみにハケを施し、最後に口縁をヨコナデする

もの」が主体的に存在する。なお、これらは、ハケ

やナデの方向や工具の差違によってさらに細分も可

能である。

突帯 断面形には 「台形」、「三角形」、「扁平な

台形」の3種類がある。主体的な存在は 「三角形」

であるが、特に前二者は混在することが多々認めら

れる。また、突帯の器面へのナデつけには「仕上げ

38 

ナデ（突帯と器面の境目が見えなくなるような丁寧

なナデつけのこと）を「上端 ・下端とも施すもの」、

「上端のみに施すもの」「施さないもの」の3種類が

ある。主体的な存在は 「上端のみに施すもの」であ

り、この属性については混在するものは少ない。

なお、突帯を貼り付ける位置 （高さ）は 1条の突

帯においても一定していない場合がある。

透 孔 「半円気味の円形」と 「円形」の2種類

がある。主体的な存在は 「円形」である。但し、 「円

形」とはいうものの、雑なものが多く 、器壁を切り

抜く際の刀子痕が確認できるものも少なくない。

線刻 多種の線刻が認められる。外面3段には

「=」「-」「O」「~」「X」、外面2段には 「一」が

ある。また、内面上位には 「II」「X」「#」「=」

「|11」「一」、内面中位には「＼」 がある。

底部調整 内面を削るものが稀に認められる。

色調・焼成 色調には 「黄橙色系」「橙色系」「黄

褐色系」「灰白色系」「赤褐色系」がある。焼成には「硬

質な焼き上がり」と 「軟質な焼き上がり」とあるが、

後者の方が多い。

混入鉱物・粒子 チャート・石英 ・輝石 ・角閃石

が含まれているほか、白色粒子 （軽石？） • 長柱状

黒色結晶（長石？）の混入が目立つ。なお、片岩や

骨針化石が認められるものも稀にある。

B.朝顔形埴輪

規格 円筒部には、 2条3段構成のものと 3条

4段構成のものがある。朝顔部には突帯が 1条つく 。

法量 器高 45.2~4S.8cm、口径 29.3~

36.0cm、底径 12.0~12.7cmを計る。

技法の特徴 外面には 「全面をタテハケ後、口縁

部にヨコナデを施」し、内面には 「全面にタテナデ

を施した後、上半のみにハケを施し、最後に口縁に

ョコナデを施」している。

突 帯 断面・台形で、上下に仕上げナデを施す。

透孔 円形である。

線刻・底部調整 ともに認められない。

色調・焼成 色調は橙色であり、硬い焼成である。
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図31 円筒埴輪（ 1)
1 : 5 15cm 
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13 

゜
1:5 15cm 

図 32 円筒埴輪 (2)
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2 多田山2号墳
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第 3章古墳の調査報告

多田山 2号墳普通円筒•朝顔形埴輪 観察表凡例

番号…図番号

種類••普通⇒普通円筒朝顔⇒朝顔形埴輪

器高…口縁部から体部までの高さ（口縁の高さが一定していない場合はいちばん低い位置を計測）※斜体数字は復元高

口径…口縁部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

底径•••底部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

調整（外面） •••A c:> 「タテハケ後、口縁ヨコナデ」 B⇔ 「板ナデ後、口縁ヨ コナデ」 a⇒「タテハケ」 be:>「板ナデ」 (aとbは、破片資料

のため全体が不明なものに記載）

調整（内面）… Ac:>「タテナデ→上半のみタテハケ→口縁ヨコナデ」 B c:>「タテナデ→上半のみナナメハケ→口縁ヨコナデ」 Cc:>「タテ

ナデ→上半のみタテナナメハケ→口縁ヨコナデ」 De:>「タテナデ→タテハケ→上半のみヨコハケまたはナナメハケ→口縁ヨコナデ」 E⇔ 「タ

テナデ→上半のみタテナナメナデ→口縁ヨコナデ」 F⇒「タテナデ→上半のみタテナナメハケ→ナデ→口縁ヨ コナデ」 a⇒「タテナデ」 b 

⇔ 「タテナデ→ナナメハケ」 C⇒「タテナデ→タテナナメハケ」 d⇒「タテナデ→上ヨコハケ→口縁ヨコナデ」 e⇒「タテナデ→口縁ヨコ

ナデ」(a~eは、破片資料のため全体の様相がが不明なものに記載）

ハケメ…幅 10mmあたりのハケメの本数

突帯•••Ac:>断面が台形＋仕上げナデを上・下端とも施す B⇔断面台形＋仕上げナデを上端のみ施す C⇔断面三角形＋仕上げナデを上 ・下

端とも施す De:>断面三角形＋仕上げナデを上端のみ施す E⇒断面台形＋仕上げナデを施さない F⇒断面三角形＋仕上げナデを施さない

透孔• •• A ⇒半円志向の円形 B⇒円形

線刻•••Oc:>あり X⇔なし ？⇔線刻が施されそうな部分が欠落しているため、不明 (0の場合はその内容を備考欄に記載）

線刻の詳細既述⇒「位置／形」で既述。「位置」は、 外2⇒外面 2段目 外3⇒外面 3段目 内2⇒2段目附近の内面 内3⇔3段目附近の

内面 「形」は、描かれた形を掲載。（例：外面 3段目に横線2本の線刻→「外3/=」)

底部調整 ••O⇔あり △⇒確定はできないが可能性あり X⇒なし

色調… Ac:>黄橙色 B⇒浅黄橙色 Cc:>にぶい黄橙色 De:>橙色 E c:>にぶい橙色 F⇒明黄褐色 G⇒灰白色 H⇒明赤褐色

出土位置••出士したエリア（図 1 9) に0を記載。 ※ 1 個体が複数破片の接合のために、出土エリアが複数にまたがる場合が多い。
備考•••底部調整および箆描の詳細を記載。 その他、特記事項を記載。

表7 円筒•朝顔形埴輪観察表 (1)

No 器種
器高 口径 底径 調整 刷毛

突帯 透孔
線刻 底部

色調
出土位訊

備考(cm) (cm) (cm) 外面内面 （本） 内容 調整 I II III IV V VI VII VIII 
I 円筒 314 21 0 II 0 A B 4~ 5 C B 

゜
内3/II △ D 

゜゚
． 軽祉・底部内面ヨコケズリ

2 円筒 34.2 22 0 13 0 A A 5 ~6 D 8 

゜
内3/X X B ．゚ 

゜3 円筒 34 6 22 0 11.5 A A 3~ 6 B B 

゜
内3/# X F ．゚ 

4 円筒 33 2 21 0 II 5 A A 4~ 5 D B 

゜
内3/# X F ． 

5 円筒 32.1 19 5 II 0 A B 3 ~ 4 C B 

゜
外3/= X D ． ． 軽龍・歪み酪い・片岩含む？

6 円筒 32 7 21 0 l 2, 0 A B 5~6 B B 

゜
内3/# X C ..._ .... 

7 円筒 35 2 22 5 11 0 A A 4~5 B B 

゜
外3/- X D ．゚ 軽星

8 円筒 32 5 21 5 11 5 A B 6 ~ 7 B B ？ X D 

゜
.... .... ， 円筒 33 8 22 0 14 0 B C 板ナデ A A 

゜
内3/= △ D ．゚ ． 底部外面に板ナデ ・片岩含む？

10 円筒 28.8 21 5 11 0 A D 7~8 B B 

゜
外3/0 △ D ．゚ ． 底部外端打ち欠き

11 円筒 32 2 21 0 11.5 A C 5 ~6 D B 

゜
内3/# X A 

゜゚
． 歪みひどい

12 円筒 35 1 19 0 12 0 A B 6 ~ 7 AC  B ？ X G 

゜゚
． 

13 円筒 29 6 19 0 12 0 A B 7 ~8 D B 

゜
内3/Ill X D ．゚ ゚粗雑・片岩含む？

14 円筒 33 4 21 0 12.0 A A 5 ~ 6 E B 

゜
外3/~ X D 0 

゜゚15 円筒 33 5 19 5 II 5 A C 6 ~ 7 F B ？ X C 

゜゚16 円筒 34.7 19 5 IO 2 A D 5 ~6 B B 

゜
外3/= △ D ．゚ 底部内面ヨコケズリ？

17 円筒 33 3 20 5 12 0 A C 6~ 7 F B ？ X D 

゜゚゚18 円筒 36 2 21 5 11 5 A C 3 ~ 4 BO A 

゜
外3/- X E 

゜゚19 円筒 34 3 22.0 11 5 A C 3 ~ 4 B A 

゜
外3/- X E ．゚ 

20 円筒 33 4 22.0 11 0 A C 5~6 B B 

゜
内3/- X B 

゜゚
． 

21 円筒 32 0 20 5 120 A D 6~  7 A B 

゜
内3/= X D ．゚ ． 片岩含む？

22 円筒 33, 3 21 5 11 0 A C 5 ~6 E B ？ X D 

゜゚23 円筒 33 4 20.0 11.0 A D 6 ~ 7 C A?  ？ X D 

゜24 円筒 33 4 19 5 II 5 A C 6~ 7 F B X X C ．゚ 
゜

軽旦
25 円筒 34.9 21 5 II 0 A C 3 ~ 4 B D 8 ？ X B ． 
26 円筒 34 6 21 0 12.0 A C 3 ~ 4 BD B ？ X E ．゚ 
27 円筒 33 5 21 5 14 0 B E 板ナデ A? B 

゜
内3/= X D ． 器面剥落

28 円筒 30 5 20 5 A F 4~5 B B 

゜
内2/¥ B ．゚ 

29 円筒 30 6 /9.0 8, 5 A D 7 ~8 C B ？ X D ．゚ ． 
30 円筒 31 0 20.0 11.0 A E 3 ~4 AC  B ？ A 0 

゜゚
．゚ 焼成時の黒点粒子あり

31 円筒 34.2 23.0 12 0 A E 5 ~6 A B ？ X A 

゜32 円筒 29 0 19.0 11 6 A D 6 ~ 7 A A X D 

゜゚
． 

33 円筒 30 2 /9.0 /0.0 A E 4~ 5 C? B 

゜
外3/X D 

゜
器面剥落

34 円筒 19 2 A D 5 ~ 6 BO B 

゜
内3/- D ．゚ 突帯部内面圧痕明瞭
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2 多田山2号墳

表8 円筒•朝顔形埴輪観察表 (2)

器種
器高 口径 底径 調整 刷毛

突帯
線刻 底部 出土位置

No 
(cm) (cm) (cm) （本）

透孔
調整

色調 備考
外面内面 内容 Ill ill NVVIVIIVIII 

35 円筒 19 8 A C 4 ~ 5 C B X C ．゚ ． 
36 円筒 31 3 19.0 12 5 A A 5~6 B B ？ X D 

゜
器面剥落

37 円筒 31 5 20.0 10 4 A A 7~8 D B ？ △ D ．゚ 底部内面ヨコケズリ

38 円筒 34.8 21.0 11 0 A B 4~ 5 B B ？ X D ．゚ 
39 円筒 19.5 A D 5 ~6 B B D 

゜40 円筒 313 22.0 /0.5 A E 5 ~6 D B 

゜
内3/# X F ．゚ 

゜41 円筒 22 0 A B 5 ~6 BO B 

゜
内3/- D ▲ 

゜
.... 

42 円筒 21 0 A C 4 ~ 5 B B 

゜
外3/- B 

゜゚43 円筒 19 5 A B 4 ~ 5 B B 

゜
外3/X D ．゚ 

44 円筒 19 6 A C 5 ~ 6 BO B D ▲ .... 片岩含む？

45 円筒 22.l B E 板ナデ A B 

゜
内3/= X D ．゚ 

゜
歪みひどい

46 円筒 210 A E 4 ~ 5 C B 

゜
外3/- D 

゜゚゚47 円筒 19 0 A B 6 ~ 7 C B 

゜
内3/= A .... ... 

48 円筒 20 5 A C 6 ~ 7 C 8 

゜
内3/= C 

゜49 円筒 30.5 10 0 a b 6~ 7 BO B ？ X D 

゜゚
． 

50 円筒 21 5 A E 3 ~ 4 D B 

゜
内3/# A 

゜゚
． 

51 円筒 19 0 A B 4 ~ 5 A? B ？ A ▲ .,. 
52 円筒 21.5 A E 5 ~6 B B 

゜
外3/~ D 

゜゚53 円筒 19.0 A e 6~ 7 C B 

゜
内3/= D 

゜゚゚54 円筒 A 3 ~4 D ．゚ 
55 円筒 11 5 a a 5 ~6 B D B X B ． 
56 円筒 12 9 a b 4 ~ 5 B ？ X D 片岩含む？

57 円筒 a a 5 ~6 B D B C 

゜58 円筒 18 4 A B 7~ 8 B A 

゜゚59 円筒 21 0 A d 3 ~ 4 B D 0 

゜゚60 円筒 10 0 a a 4 ~ 5 B 8 ？ X A ．゚ 
゜61 朝顔 3 l.4 A B 5 ~ 6 AB B E 

゜゚
． 

62 朝顔 315 A B 3 ~ 4 AB B C 

゜゚
． ． 

63 朝顔 a a 7 ~ 8 AB B D 

゜゜
片岩含む？

64 朝顔 45.2 29 3 12 7 A E 7 ~ 8 AB B X D ．゚ 片岩含む？

65 朝顔 45 8 31.0 12 0 A B 6~ 7 AB B X F 

゜
... .... 片岩含む？

66 朝顔 34.2 A B 5~6 AB D 0 

゜゚
片岩含む？

67 朝顔 34.O A a 3 ~ 4 B ？ D ． ． 
68 朝顔 36 0 A E 6~ 7 B ？ E 

゜゚ ゜69 円筒 23.0 B e 板ナデ A A ？ D 

゜70 円筒 22.0 A B 5~6 B B ？ D 

゜゚゚71 円筒 22.0 A 8 5~6 8 B 

゜
外2/- D 0 

72 円筒 20.0 a B 6~ 7 C? B D 

゜ ゜゚73 円筒 22.0 a C 4~ 5 BD B A 

゜74 円筒 220 A E 4~6 BD B A 

゜
片岩・骨針含む？

75 円筒 14.0 a a 5 ~6 B X X A 

゜76 円筒 125 a a 4 ~ 5 B ABり X △ A 

゜゚
底部外面指頭痕

77 円筒 12 0 a a 4 ~ 5 B X X D 

゜
片岩・骨針含む？

78 円筒 11.0 a a 4 ~ 5 X X D 

゜79 円筒 23.0 A ？ 4 ~ 5 C D 

゜80 円筒 22.0 A B 4 ~ 5 A 

゜
内3/- H 

゜81 円筒 22.0 A E 7 ~ 8 C ？ D 

゜82 円筒 22.0 A E 3 ~ 4 C B 

゜
外2/- E 

゜83 円筒 23.0 A d 6~ 7 C? X D 

゜84 円筒 a a 6 ~ 7 EF B X E 

゜
異質な突帯

85 円筒 a C 5 ~ 6 D B X D 

゜゚
異質な突帯・片岩含む？

86 円筒 a a 7 ~ 8 B X D 

゜
異質な突帯

87 円筒 b a 板ナデ D X D 

゜
片岩入？埴輪片と同種

88 円筒 10.5 b a 板ナデ B X X D 

゜
片岩含む？
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第 3章 古墳の調査報告

(2)形象埴輪

A.人物埴輪（図 42)

人ー 1

円形鍔帽をかぶる男子

残存状況 頭頂部から胸部までが残存する。腕は

残存していない。残存高は 22.5cm。

表現の特徴 帽子は巾1.0cmの粘土帯を頭部に

巡らし、さらにその中央に沈線を巡らすことによっ

て表現されている。眉は粘士帯をわずかに隆起させ、

表現している。目は切れ長のややつり目に表現され

ている。鼻は鼻筋の通ったスリムなかたちであり、

鷲鼻に表現され、鼻孔の表現もある。口は横長水平

に表現されている。顎は粘土の貼り付けにより作ら

れており、シャープに表現されている。左右頬に、

美豆良が一部残存する。なお、胸部には美豆良の下

端部が貼り付けられたと思われる剥離痕がある。背

面には垂髪が一部残存するが、巾 2.2~2.8cmの

粘土帯の貼り付けによって表現されている。頸部に

は首飾り (or勾玉？）が剥離した痕跡もある。器

面の一部は剥落している。赤彩での表現は認められ

ない。

技法の特徴 巾1.2~1.5cmの粘土帯による輪

積みで作られている。なお、頭部と体部は別づくり

である。頭部は顎部分から上に向かって、輪積みさ

れ、頭頂部を直径 1.5cmほどの粘土塊で閉塞する。

体部は胸部から上に向かい頸部まで輪積みされる。

そして、頸部内面で、粘土帯の未接着の部分が確認

できることから、胸部と頭部の接合が頸部で接合さ

れたことが確認できる。外面は、不定方向のハケを

施した後、不定方向ナデを施す。特に顔面部は丁寧

はナデが施されている。ハケを施した後、ナデを施

す。なお、頭頂部付近の内面は、指頭圧痕が残るの

みであり輪積みの痕跡が残存したままである。

色調・胎土・焼成 にぶい橙色を呈する。きめ細

かい胎土であり、角閃石や輝石の混入が目立つ。硬

い焼き上がりである。

出土位置 周掘エリアN （詳細は図 20を参照）

備考 出土状況と所作から馬曳きと考えられる。
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人ー 2

左腕を上げる男子

残存状況 額部から頸部まで及び左腕が部分的に

残存する。残存高は 15.6cm。

表現の特徴 頭部は欠損しているため不明であ

る。眉の表現は見られない。目は切れ長のつり目に

表現されている。鼻は鼻筋の通った形だが、鼻孔の

表現はない。口は横長水平の表現と思われる。顎は

粘土の貼り付けによって表現されている。左頬には

下げ美豆良が一部残存する。この美豆良は胸部まで

届かず、下端部は宙に浮いている。なお、下げ美豆

良片がもう一つあり、接合関係は認められなかった

が形状・胎土が酷似することから、右の下げ美豆良

と考えた。背面には垂髪が一部残存するが、巾 2.3

~3.1cmの粘土帯の貼り付けで表現している。頸

部には首飾りの表現は認められない。左腕は斜め上

に掲げ、手のひらは開いている。赤彩での表現は認

められない。

技法の特徴 巾1.0~1.5cmの粘土帯による輪

積みで作られ、粗いユビナデを施している。腕部は

中実で肩部付近で差し込まれている。

色調・胎土・焼成 橙色を呈する。砂質の粗い胎

土であり、角閃石や輝石のほか、黒白色粒子（凝灰

岩？）の混入が目立つ。軟らかい焼き上がりである。

出土位置 周掘エリアV （詳細は図 20を参照）

備考 出土状況と所作から馬曳きと考えられる。

また、胎土・焼成は同墳の人一3・馬ー1と酷似する。

人ー3

立位人物の裾部

残存状況 裾部と基部の接合部分のみ残存する。

残存高は 13.0cm。

表現の特徴 裾の下端は丁寧に表現してある。裾

部に何かの剥落痕は認められない。

技法の特徴 巾 1.2~2.0cmの粘土帯による輪

積みで作られ、粗いユビナデを施している。裾端部

は貼り付け。

色調・胎土・焼成 橙色を呈する。砂質の粗い胎

土であり、角閃石や輝石のほか、黒白色粒子（凝灰
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岩？）の混入が目立つ。軟らかい焼き上がりである。

出土位置

備考

人ー4

周堀エリアV

同墳の人ー 2と胎土 ・焼成が酷似する。

部位：半身像の碁部。底部から、突帯下部にかけ

ての破片。破片上端にヨコナデの痕跡があることか

ら、このように判断した。外面は板ナデ調整。内面

はタテナデ。底部の調整なし。色調は橙色。焼成は

やや砂っぽい。輝石 ・角閃石 ・黒白色粒子が目立つ。

周掘エリアVからの出土。

人ー 5

部位 ：衣服の裾部か、頭髪の先端部。緩やかに湾

曲し、端部を面取りする。内面に剥落痕はない。内

外面ともナデ調整。色調は橙色。焼成はやや砂っぽ

い。 輝石 ・角閃石• 黒白色粒子が目立つ。 周掘エリ

ァvからの出土。
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第3章 古墳の調査報告

B.馬形埴輪

馬ー 1 （図 43~46)

残存状況 頭部から脚の付け根までは 7割程度の

残存であるが、脚部は左前脚が僅かに残存するのみ

で、他の 3脚はほとんど失われている。復元全長は

68.0cm、復元高は 71.0cmである。

形態・表現の特徴 頭部は筒形であるが、口先方

向にむけてややすぼまっている。顎部は筒形頭部の

側面に粘土板を貼り付けることによって表現されて

いる。骸は板状を呈し、縁部は粘土紐で左右に僅か

ながら突出させ、「断面T字形」を呈している。また、

先端部には小さな円盤をのせた角状製がつく 。背部

は鞍の前輪に取りつくように表現されている。ハケ

による巖側面の髪表現は認められない。耳は欠損し

ているが頭部剖り貫き後、粘土板等で表現されたも

のと考えられる。目は剖り貫きにより、円形に表現

されている。鼻は口の上の部分に穿孔によって鼻孔

が表現されている。口は中空のままであり、線刻に

よる表現はない。顎部・頸部は太く、僅かに前斜す

るが、ほぼ直立であり、その上に頭部の乗っている。

胸部は僅かな張り出しの表現が認められる。胴部は

巾に対して高さの方があり、胴側部は丸みを持たず、

ほぼ直である。腹部は前胴部と後胴部は膨らみを持

っているが、鞍装着部分では僅かに括れた表現をと

っている。尻部は単純な丸形であり、尾は欠損して

いるもの、尻部との設地部の痕跡から、粘土塊のは

め込みによって表現されていたと推測できる。腹部

は僅かに残存しているのみでその形状を把握しづら

いが、脚部の付け根の位置等からみて、扁平なもの

ではなく、やや丸みをもった形状が表現されていた

と推測できる。脚部は左前脚のみの状況だが、筒形

で胴部に近くなるにつれて径が太くなるように表現

されている。また、蹄の表現は残存部では認められ

なかった。スカシ孔は尻部の尾の下位置に 1孔確認

されているのみである。胸部下にも存在した可能性

は高いが、破片が皆無であるため確認はできない。

馬具の表現 表現された馬具は、障泥の一部を除

いては、全て扁平な粘土紐（又は粘土板）の貼り付
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けによって表現されている。さらに、現状観察にお

いて、貼り付け表現のところどころに赤彩がなされ

ていることが確認できることから、本来はこれらの

箇所の大半には赤彩が施されていたものと考えられ

る。

鏡板は直径 6.0cm程の円盤状のものであり、 7

つ（乃至8つ）の鋲の表現が確認できる。面繋は巾

1.2 ~1.8cmの粘土紐で表現され、辻金具の表現は

ないが、 4つの鋲が表現されている。手綱は巾1.0

~1.5cmの粘土紐で表現され、端部は左右鏡板に

繋がる。胸繋は、巾 2.5~3.0cmの粘土紐で表現

され、端部は鞍・前輪の下端部に連結する。なお、

前輪との連結部には胸繋の端部を表現したと思われ

る、巾 2.8cmの舌状突起がある。また、胸繋には

鈴が 3個（以上？）つく 。鞍は前輪・後輪とも厚さ

1.5cm程度の弧状の粘土板を取り付けることで表現

しているが、居木等の表現はない。輪鐙は巾1.0cm

の粘土紐で表現されている。障泥は厚さ1.0cm未

満の粘土板を貼り付けて表現されていると思われ

る。しかし、前脚付近では胴部との境界が不鮮明

である。なお、この不鮮明の位置には巾1.0cmの

帯状の赤彩が施されている。尻繋は巾1.2~1.5cm

の粘土紐で表現され、環状辻金具と取りつく 。なお、

この辻金具からは菱形三鈴杏葉が左右・後ろの三方

に取りつく 。

技法の特徴 頭部は輪積みで成形されており、内

面には粗いナデが残存する。頸部も胴部も輪積の積

み上げによってつくられているが、それぞれ輪積み

の方向が異なる。なお、何れも、内面には粗いナデ

が残存する。脚部と胴部下（腹部）との接合部分に

は分厚い粘土板は用いられておらず、脚から胴部下

（腹部）にかけて、ほぼ同じ器厚でスムーズに湾曲

した連結状況が認められる。脚部は大半が欠損して

いるため、技法の詳細は不明である。なお、外面は

器面の荒れが激しく、整形に関する観察がほとんど

できない。だが、部分的にハケ調整は認められるこ

とを重視すると、全面にこれが及んできたことも考

えられる。
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図43 馬形埴輪（ 1)馬ー1

55 



第 3章 古墳の調査報告

各部位の技法の特徴からは(1)脚部の製作→(2)

粘土帯による脚部と腹部との連結→ （3)輪積みに

よる胴部の製作→ （4)輪積みによる胸部・頸部の

製作→ （5)輪積みによる頭部の製作＋頭部と頸部

の連結→ （6)外面の整形及び装飾＋赤彩、

工程が推測される。

色調・胎土・焼成

という

橙色を呈する。砂質の粗い胎

土であり、角閃石や輝石のほか、黒白色粒子（凝灰

岩？）の混入が目立つ。軟らかい焼き上がりである。

出土位置 周掘エリアV （詳細は図 20を参照）。

備考 胎土・焼成は同墳の人ー 2• 3と酷似する。

※ 

以下に記述する馬ー 2~18（図 46)は、いずれ

も色調は橙色～明赤褐色を呈し、胎土はきめ細かく、

輝石の混入が目立ち、焼成はやや硬質である。

馬ー2

部位：角状骸。天井部に平坦面がある。断面円形。

ナデ調整。全面に赤彩の痕跡がある。周堀エリアN

からの出土。

馬ー3

部位：障泥の一部？わずかに湾曲する。外面に帯

状の剥落痕がある。ナデ調整。内面には曲面に接合

されたような剥落痕がある。ナデ調整。周堀エリア
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図 44 馬形埴輪（2)馬ー1
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Wからの出土。

馬ー4

部位：耳片。付け根の部分。内外面ともナデ調整。

赤彩なし。周堀エリア1IIからの出土。

馬ー5

部位：面繋（または他の繋）。ややねじれた形状

をしており、その状況から面繋と推定した。赤彩あ

り。外面の平坦面はハケ調整。上下面はナデ調整。

内面は剥落痕あり。周堀エリアNからの出土。

馬ー6

部位：面繋の一部。ややねじれた形状をしており、

その状況から、耳付近の面繋の破片と推測。外面は

ナデ調整後、部分的にハケを施す。赤彩あり。内面

には剥落痕跡がわずかにあるのみ。周堀エリアIIIか

らの出土。

馬ー7

部位：胸繋の一部。赤彩は未確認。外面はナデ調

整。内側は剥落した状態。周堀エリアIVからの出土。

馬ー 8

部位：馬鈴。馬具から剥落した鈴と推定。突起物

状を呈する。切り込みの表現なし。ナデ調整。赤彩

なし。周堀エリアIVからの出土。

馬ー9

部位：馬鈴。馬具から剥落した鈴と推定。突起物
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第 3章 古墳の調査報告

状を呈する。切り込みの表現なし。ナデ調整。付け

根部に赤彩あり。周堀エリア1I1からの出土。

馬ー 10

部位 ：三鈴杏葉の一部？開いた状で内面には剥離の

痕跡あり。形状は 「八の字」状にナデ面が開き、そ

の下端に、弧状の輪郭の剥離痕跡があることから、

鈴が剥落したものではないかと考え、菱形杏葉の一

部と推定。外面には赤彩あり。外面はナデ調整。周

堀エリアWからの出土。

馬ー 11

部位：繋？ 外面には平坦面あり。ナデ調整。内

面には明瞭な剥落痕がない。鈍角に屈曲し、両端が

欠損している。馬具という決定打はない。赤彩なし。

周堀エリアNからの出土。

馬一 12

部位：輪鐙の一部。外面は平坦仕上げ。ナデ調整。

赤彩なし。内面に剥落痕あり。周堀エリアWからの

出土。

馬ー 13

部位：骸と手綱の一部。前輪との接合部の剥離痕

跡がある。手綱部分に赤彩の痕跡がある。成整形は、

ハケ調整後、手綱の粘土紐を貼り付け。部分的に棒

状工具による、刺突痕がある。周堀エリア1I1からの

出土。

馬一 14

部位：胸繋。馬の右側、鞍との接合点付近のもの

と推定。巾2.8 C ill程度の粘土紐の貼付している。

成整形は、外面はハケ調整後、繋を貼り付け、その

後、鈴を貼り付けるが、剥落。内面はナデ調整。周

堀エリア1I1からの出土。

馬ー 15

部位 ：胴部から脚部にかけての一部？ わずかに

湾曲する。外面はハケ調整、内面はナデ調整と、指

頭圧痕の痕跡あり。輪積みの痕跡も内面では明瞭。

周堀エリアNからの出土。

馬ー 16

部位：後両足の股から尻の孔までの間の部分？外

面はハケ調整。内面はナデ調整。赤彩なし。周堀工
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リアmからの出土。

馬ー 17

部位 ：尻尾の下端から尻の孔までの破片。破片

の湾曲の在り方と剥落の痕跡具合からそのように判

断。尻尾の付け根が存在し、その在り方から、中空

の尻尾であることが分かる。また外面には、尻繋の

剥落痕がある。さらに、尻孔の痕跡も一部残存する。

外面はハケ調整。内面はナデ調整。周堀エリアmか

らの出土。

馬一18

部位：尻尾。中空。内面には輪積み痕が見られる。

外面はヨコナデ後、ハケ整形を施している。付け根

と先端付近に赤彩が残存する。周堀エリアmからの

出土。

C.その他の形象埴輪（図 46)

陰茎ー1

男性埴輪の一部と考えられるが、明確な剥落痕跡

が見あたらない。海綿体部分は中実。先端は小孔を

深さ 5mmほどあける。睾丸部は不整形の球形粘土

を海綿体部分に貼り付けている。全面ともナデ調整。

包茎状態の陰茎を表現していると推定。やや硬質の

焼成。色調は橙色。焼成はやや硬質。胎土はきめ細

かく、輝石目立つ。人ー 1の胎土と似ている。周堀

エリア1lIからの出土。

鳥ー1

何かに付属の鳥形土製品としたほうが妥当。翼を

広げた状態。頭部は欠損。胴部の粘土に扁平な粘土

板を貼り付け、翼を造り出す。尾は胴部に、別の粘

土帯を貼り付け、薄く引き出している。腹部に相当

する箇所に剥落痕がある。その角度は胴の角度に対

して斜位であり、巾も 2cmもあることから、人物

埴輪の腰部についていたと考えることが妥当。人物

の腕部、円筒埴輪の口縁や胴部についていたと考え

るには、剥落痕の在り方がおかしい。翼部の一部に

赤彩の痕跡あり。色調は橙色。焼成はやや硬質。胎

土はきめ細かく、輝石目立つ。周堀エリアNからの

出土。
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第 3章古墳の調査報告

(3)土器（図 47・表9)

出土土器は全て土師器である。出土量は少なかっ

たものの、細片まで観察したところ、出士器種は甕

と坪に限定される。なお、須恵器の出土は一片も確

認できなかった。

単口縁甕（器一 l)・小形甕（器ー 2)はいずれ

も胎土には砂礫を多く含んでおり、にぶい黄橙色の

色調を呈する。良好な焼成具合などの点も含めて、

この 2点（器ー4も可能性あり）は本墳出士の形象

埴輪（人 ・馬）との類似性が高い。成整形の技法は

異なるものの、いずれも器面を丁寧に仕上げている。

小形甕（器ー 2)については内外面に赤彩を施して

いる。なお、赤色顔料はベンガラである。内斜口縁

坪（器ー 3)・内湾口縁坪（器ー 5)はともに小破片

での出土である。赤彩の痕跡は認められなかった。

ニロニ□—―
， 

器一 l

‘ヽ＼こ王シ~;::/

器ー 4

□王］
器ー 3 器ー 5

゜
1:4 10cm 

図47 土器

表9 土器観察表

番号 器種
法量(cm)

形態及び成整形の特徴 色調 焼成
出土エリア

備考
口／底／裔 I ll ill NVVIVIIVIII 

I 土師器 19 ]/X 形態．外斜する単口緑・端部は面取り 球胴 成整形＇ にぶい 同墳の形象埴輪に

/14 5~ 
口緑横ナデ・体部外面はケズリ後、ハケ状工具による

黄橙色
密

゜
胎土が類似甕

細かいピッチのナデ、内面はヘラナデ

形態 口緑は短く直立。明瞭な頸部はない。体部は中
位上半に最大径をもつ縦詰まり球胴。底部は丸底だが、

2 土師器 ]2 0/X 僅かに平底を意識したナデによる面がある。 成整形 にぶい やや 同墳の形象埴輪に

/9 5 
口縁は横ナデ。体部は斜横位ヘラケズリ後上半のみ、

黄橙色 密 ゜
胎土が類似小形甕 ナデ、その後、斜横位ヘラミガキ。内面はナデ後、斜

横位ヘラミガキ。仕上げに内外面（外面の体部下位を

除く）に赤彩を施す。

形態所謂「内斜口緑坪」 。口縁の縁は短く外斜し、端

3 
土師器 ]3 ]/X 部を摘み上げる。体部はやや深く、球形。 成整形

橙色
やや

゜
回転復元

坪 /5.1 口緑横ナデ。体部は外面は斜横位ヘラケズリ後、上半 密
のみナデ調整。内面はナデ調整後、斜位ヘラミガキ。

土師器 形態底部は丸底成整形 外面は不定方向のヘラケ にぶい 同墳の形象埴輪に

4 x/x/x 密

゜
胎土が類似・外面

甕？底部 ズリ 内面は不定方向のナデ 橙色 に黒斑

土師器 ]4 0/X 形態，口緑は僅かに内斜し、端部は丸く収める。底部 にぶい やや
5 は丸底と推定。 成整形口縁はヨコナデ。体部は外面

゜
回転復元

坪 /3.0~ はナデ調整。内面はナデ調整後、斜位ヘラミガキ。 橙色 密

(4)石製品（図 48)

紡錘車（石ー 1)は周堀内から出土した。

石材は滑石である。色調は青灰色を呈する。形状

は断面台形を呈し、斜辺には僅かな屈曲をもつ。大

きさは、短辺 3.3cm、長辺 4.4cm、高さ 2.0cmを

計る。成形は各面とも丁寧な磨きを施している。線

刻は見られない。

こ

ク

＇，ク、， 
'. 0 I 
I り，， 
、ー之＇

ロロ
〇

石ー］ ヒ

図48 石製品

1 : 2 5cm 
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(5)鉄製品（図 49・表 10)

刀（鉄一 1)は全長 52.2cm、刃長 44.0cm、刀

巾1.0cm、茎長 8.2cm、茎巾 1.6cmを測る。直刀

であり、切先はカマス状になっている。関は刃部側

は直角関だが、棟部側は不明瞭である（斜関か？）。

中茎は隅扶尻で径 0.4cmの孔を 1つ有する。鞘尻

金具は装着状態であり、両面ともほぼ中心部に径

0.1cmの孔 lつづつ有する。なお、鞘尻金具の内面

にはところどころに木質が付着している。

刀子（鉄ー 2) は全長 14.2cm、刃長 9.7cm、

刀巾 2.0cm、茎長 4.5cm、茎巾1.0cmを測る。完

形の中型刀子である。切先はやや反っている。刃の

中央部に繊維が付着しており、茎には木質が一部残

存する。

大刀（鉄ー 3)は全長 110.0cm、刃長 82.0cm、

刀巾3.7cm、茎長 22.0cm、茎巾1.8cmを測る。

切先はわずかに上反りしている。関は刃部側は斜

角片関である。中茎は隅切尻であり、茎胴部は中細

である。中茎には径 0.5cmの目釘穴を 2孔有する。

刃部および中茎にはところどころに木質が残存して

いる。

無茎有腸袂長三角形鏃（鉄ー 4)は、刃長（推定）

4.0cm、刃巾2.4cmを測る。逆刺を一部欠損する。

捩りばさみの木質が両面に遺存する。

表10 鉄製品計測値一覧

迫物
全長 刃長 1刃幅 刃厚 1茎長茎幅I茎厚

番号
種類

木質 出土位置 備考

52 2 44 0 I I 0 0 40 | 8 2 1 6 | 0 30 
I 刀

゜
第 1主体部 中茎に 1孔あり ・鞘尻金具を装着

14.2 9.7 12.0 0 3 0 | 4. 5 l o | 0 25 
2 刀子

゜
第 1主体部 中茎に木質・刃部に繊維あり

110 0 82 0 I 3 7 0 50 22 o | 1 8 0 50 
3 大刀

X 第2主体部 中茎に目釘穴2孔あり

無茎有腸快
38+ 3 s+ I 2 4 o 1s [ - I -I -

4 
長三角形簸

゜
第2主体部 捩りばさみの木質残存
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第3章 古墳の調査報告

6 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 墳丘径が 15.5mの円墳である。

遺構② 墳丘盛土直下には FA層が存在する。

遺構③ 周堀内には FAの堆積がない。

遺構④ 輝石安山岩の割石を用いた「竪穴式小石

榔」が2碁存在する。

遺構⑤ 第 1主体部には壁面へのベンガラ塗布が

あり、第2主体部にはそれがない。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器坪・甕など、滑石製紡錘車、埴輪

が周堀内から出土している。

遺物② 形象埴輪は馬・人が 2体づつ存在する。

遺物③ 円筒埴輪は全て 2条3段構成であり、基

部の伸長化は認められない。

遺物④ 円筒埴輪は円形透孔が主体で、器面赤彩

はなく、底部調整も確かなものは存在しない。

遺物⑤ 第 1主体部から出土した人骨は、成年後

半～熟年（性別不明）である。（第6章 1参照）

遺物⑥ 第1主体部の副葬品は刀 l•刀子 1 である。

遺物⑦ 第2主体部の副葬品は大刀 1・鏃 lである。

※ 

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

土師器・坪（器ー 3)は内斜口縁坪である。口縁

端部の処理も丁寧である。また、土師器・甕（器一

1)は単口縁球胴甕と考えられる。これらの時期は

「多田山 I期または、それ以前」と考える。

無茎有腸挟長三角形鏃（鉄ー 4)は、「多田山Il期」

以降に盛行する形式であるが、初現的な資料は「多

田山 I期」まで遡るものである（杉山 1993)。

円筒埴輪は、 2条3段構成のものばかりであり、

所謂「基部の伸長化」は認められない。透孔の形状

はやや半円的な円形も存在するが、主体は円形であ

り、総体としては「円形志向」が窺える。赤色顔料

62 

の塗彩は認められず、底部調整も、僅かにそれらし

き資料を含むものも大多数には存在しない。よって、

近年の研究（島田2001)に基づき、その時期を「多

田山 1期」と考える。

遺構の時間的位置づけ

僅かに残存する盛土直下から FA層が確認され

たことから、本盛土がFA降下以降であることが判

る。FAの降下時期については「多田山 0期の最終末」

あるいは「多田山 1期の初め」と考えられる（編集

者の考え）ので、盛土構築（＝古墳築造）の時期は

「多田山 1期」以降と考える。

2つの竪穴式小石榔の築造の先後関係について

は、「第 1主体部→第2主体部」という順序を考え

ている。その根拠は、墳丘中心位置に第 1主体部が

あり、墳裾部に第 2主体部があるからである。

※ 

以上のことから、本墳は次のように理解できる。

本墳は、遺構・遺物の特徴（遺構①④・遺物②③）

から、「初期群集墳」を構成する 1古墳と考えられ

る。既研究（右島 1993)によれば、この種の古墳

の造営時期は、「多田山0~1期」相当の時期と考

えられている。ところで、本墳の築造時期と最も近

似する情報は FAとの関係と、樹立埴輪の情報であ

る。前者に関して導き出された時期は「多田山 1期

（以降）」であり、後者のうち円筒埴輪に関して導き

出された時期は「多田山 1期」である。

したがって、本墳の築造時期は「多田山 1期」と

考える。このことは周堀出土土器の時期とも矛盾す

ることがない。

なお、第2主体部出土の無茎有腸袂長三角形鏃は

次時期に下る要素を含んでいるが、このことについ

ては、「第 2主体部が古墳構築後の追葬施設と考え

られること」と「この形式の鏃の初現が多田山 1期

まで遡ること」の中で、包括的に理解した。
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第3章古墳の調査報告

1 調査前の状況

多田山 3号墳は、標高 147m付近、多田山丘陵

の頂部（標高 159m)南東部に馬の背状にのびる

平坦地形面の一部が東方向へ僅かに舌状突出する、

その場所にある。

調査前の状況では直径 20m位の範囲が土鰻頭

上に膨らんでおり（最高 lm程度）、墳丘の存在を

示唆していた。但し、墳丘想定位置の西側が大幅に

削平されていることや、全域が耕作地であることか

ら、墳丘盛土の残存具合が懸念された。事前の試掘

によっても周堀の一部が確認され、墳丘直径 30m

程度の円墳の存在が想定された。なお、本古墳は上

毛占墳総攪記載淵れの古墳である。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 51~54)

墳丘全長 25.0mの、 二段築成の造り出し付き円

墳である。円丘部は直径約 22.0m、下段が地山削

り出しの造作による二段築成をなす。造り出し部は、

造り出し巾約 7.0m、造り出し長約 3.5mの規模で

あり、墳丘の南西部に付設する。

盛土の存在は円丘部の西側の一部と造り出し部を

□

十

|

|
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1 : 400 10m 

FG-184 X=42,552 Y=-55,856 

図51 墳丘付近の地形測量図

写真7 調査耀手時の墳丘残存状況（南西→）

を除く箇所で確認され、残存厚は最高で 0.6m程度

を計る。盛土はロームブロックや黒色粘質土、或い

はそれらの混土が重層的に確認された。これらは、

周堀掘削土を盛土に利用したものと思われる。な

お、盛土に版築的な層は存在しなかった。この盛土

は第 1主体部を完全に被覆していること（図 54)と、

第2• 3主体部の構築によって掘削されていること

（図 62• 67)が確認されている。よって、古墳築

造に際しては、第一に第 1主体部の構築及び閉塞、

その後墳丘の盛土行為を実施し、さらにその後、第

2 • 3主体部を構築したと考えられる（第 4主体部

と盛土行為との新旧関係は、不明）。

ところで、盛土直下の旧地表面にはその最上層

にFAの一次堆積層が存在していた。この FA層

の直上の層（以下、 FA直上層）には FAのほかに

As-Cを多く含む黒色土が存在したり、ローム主体

土が存在したりすることが確認された。よって、 F

A直上層は旧地表土ではなく、盛土最下層（旧地表

と接する盛土）と考える方が妥当である。よって、

この古墳の盛土は FA堆積後まもない時期に、その

行為が行われたと考えられる。墳丘への埴輪樹立の

痕跡は、墳丘上段部において円筒埴輪の基部が残存

した痕跡が2箇所、掘り方のみの痕跡が 1箇所、確

認された（図 56)。なお、想定される埴輪列と第 2.

3主体部の位置が重複すること、さらにこの 2つの

主体部の閉塞土中に本墳の埴輪片が混入しているこ

とを踏まえると、第 2• 3主体部が墳丘盛土及び埴

輪樹立後に構築されたことが理解できる。
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第3章 古墳の調査報告

(2)周堀（図 52• 53) 

周堀は、墳丘の周りを全周すると推定する。

確認面での規模は、上幅 3.0~5.5m、下幅0.8

~1.7 m、深さ1.1~1.8mであり、断面形状が逆

台形を呈する。周堀の底面は凹凸が見られるが、覆

土断面の観察では張り床状の埋め戻しのを痕跡は認

められなかった。周堀底面からはの埴輪棺が検出さ

れた（図 56)。また、造り出し部北側には幅 0.7~

0.9mの土橋状の掘り残した痕跡が検出された。覆

土は、 As-CやFAを含む暗褐色土やロームを含む黄

褐色土が主体であり、上層に As-Bの一次堆積層が

存在する。
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ー
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黒褐色粘質土 As-Bを僅かに含む

As-B陪

黒褐色粘質土 As-C・FAを多く含む しまっている

暗褐色土 As-C・FAを含むややフカフカ

褐色土 As-C・・ FAを僅かに含む

図53

7 黄褐色土 ロームの二次堆積土 フカフカ

8 黄褐色土 ロームプロック状に多く含むややかたい

9 黄褐色土 ロームの二次堆積土

10 暗褐色粘質士 ロームを僅かに含む（崩落した墳丘盛土）

II 黒褐色土 As-Cを多く含む（崩落した墳丘盛土）

12 褐色粘質土 ロームブロックを含む（崩落した墳丘盛土）

周堀覆土 断面図
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第 3章 古墳の調査報告

(3) 墳丘での遺物出土状況（図 56)

墳丘は西側 1/3程が著しく削平されており、造

り出し部の大半も盛土が削平されていた。また、そ

れ以外の墳丘盛土部も撹乱坑が多く存在した。

だが、墳丘 2段目の南縁辺部から、円筒埴輪の基

部が 2箇所で出土した。ともに僅かな深さだが、直

径 20cm程度の掘り方をもつ。検出された埴輪の

基部は高さ 5~10cm程度の器高しかもたず、残存

状況は劣悪である（図 56C-AとB)。また、埴

輪の出土は見られなかったものの、径 16cm・深さ

12cmのピットが検出された（図 56c-c)。こ

れについても埴輪樹立のための掘り方の可能性があ

る。なお、表土からは須恵器坪身（器ー 2)が出土

している。

(4)周掘内における遺物出土状況（図 56• 57) 

周堀は西側が著しく削平されており、造り出し部

の付近まで及んでいた。しかし、周堀内からは多量

の埴輪と少量の土器、及び埴輪棺が出土した。

埴輪の出土状況 出土した埴輪には円筒埴輪、朝

顔形埴輪、形象埴輪（人・家）がある。これら各種

埴輪片は、その大半が浅間B軽石層直下の黒色粘質

土層（断面C~Eでの第4• 5層）に出土が集中し

ている、という共通点を持つ。また一方で、円筒埴輪・

朝顔形埴輪は、平面分布的にはエリア I~Nの全て

から出土しているのに対し、形象埴輪はエリア 11の

西側からの出土に限定される。なお、本墳の形象埴

輪の出土量は少ないが、このことについては、造り

出し部一帯が著しい削平を受けたため、埴輪が失わ

れてしまったと考えている。

土器の出土状況土師器坪（器一 1• 3~9)、

須恵器大甕（器一 11~17• 19~31)が出土し

ている。出土層位は何れも、黄褐色土層（断面C~

Eでの第 7層）である。また、土師器坪はエリア I.

11に出土が偏るのに対し、須恵器甕は破片資料なが

ら、エリア I~Wの全てにおいて出土が認められる。

埴輪棺の検出状況 土橋の北脇、造り出し部の北

西くびれ部から合わせ口の埴輪棺が検出された（図

56 A右）。掘り方は周堀底面から掘りこまれており、

長辺1.0mX短辺 0.9mX深さ 0.45cmの隅丸方形

を呈する。出土遺物は皆無であった。
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図55 周堀内遺物出土状況図
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図 56 墳丘及び周堀内遺物出土状況詳細図 (A~C)
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第3章古墳の調査報告

3 第 1主体部

(1)概要（図 57• 58) 

第 1主体部は、「竪穴式石室（石榔）」である。

遺構確認面 遺構の存在は、墳丘盛土から掘り

込まれた盗掘坑の覆土除去の段階において確認され

た。また、墳丘盛土断面J-J'及びK-K' の観

察により、本石室（石榔）が墳丘盛土構築以前に完

成し、閉塞されていることが判明した。さらに、そ

の断面観察により、盛土下の地山面には、長軸 4.6

mX短軸 3.2mの平面 ・長方形を呈する掘り方が存

在することが予想された。なお、天井石の一部が除

去されており、盗掘によって内部が改変している可

能性が高いことも予想された。

規模 石室（石榔）の主軸はN-53 ° -Eで

ある。石榔の内法は、長軸 2.97m、短軸 0.81m、

高さ 0.70mである。

石 材 石材は全て輝石安山岩の割石を用いてい

る。側壁用材は、重量的は 5.0~130.0kgと様々

だが、50.0kg前後のものが多い。また、天井用材は、

重量的には 57.0~248.0kgのものが使われており、

100.0kg以上のものが多い。

積み方 側壁、東短側壁の基底石が積み方 C

(D?)である以外は、積み方 Bが主体であり、部

分的に積み方Aを採用している。特に注目される

のは西短側壁であり、同じ短側壁でありながら、積

み方 Bを採用している点である。床石には 1.0~

7.0kg程度のものが採用されている。

-I 

戸

＼

ー

0 1:30 50cm 
l,  I 

← L=l46. 00 

図 57 第1主体部石室展開図
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裏込めは、輝石安山岩の小振りの割石を多く用い

ているが、白色粘土はあまり使っていない。なお、

南長側壁の裏込めは巾約 40cmにわたって石材が

込められており、他が 10cm以内であるのに比べ

て異質な状況を呈していた。

閉 塞 閉塞は 2重に行われていた。第 1の閉塞

は輝石安山岩の割石と粘土による閉塞で、天井石の

すき間を割石で塞ぎ、さらにそのすき間を粘土で埋

めていた。第2の閉塞は粘質土による閉塞であり、

粘質の黒色・褐色士を用いて、墓坑を埋めていた。

赤
m9  

杉 赤色顔料の塗布は、長・短側壁及び全て

の天井石に行われていた。長・短側壁への塗布は、

壁面構築後に行われ、天井石への塗布は、高架以前

に内面のみに行われたものと思われる。顔料はベン

ガラであった（第 5章4を参照）。

構築方法 掘り方掘削から天井高架までの工程

は、他の「竪穴式小石榔」 と変わらない。だが、

．
 

M-

L
1
1
1
4
6
.5
0
 

50kg前後の石材を主体的に使う点や、短側壁の東

西で石の積み方が異なる点などは、他の「竪穴式小

石榔」では見られない、異質な様相である。

Ir 

ー

|亡 1r. 

L=l46.50 
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褐色土 ロームを多く含む FA（または As-C)を含む やわらかい

白色粘土陪

黒褐色土 FA（または As-C)を含むかたい

黒褐色土 ローム・ FA（または As-C)を含むやわらかい

褐色土 ローム •FA （または As-C) を多く含む粘性強い

黄褐色土ロームが主体かたい

黄褐色士 ロームが主体 FA（または As-C)を僅かに含む

8 黒褐色土 ローム・ FA（または As-C)を含む

9 黒褐色土 ロームを僅かに含むかたい

10 褐色土ロームが主体かたい

II 黒褐色土 ロームを多く含む多い FA（または As-C)含む粘質

12 黒褐色土 ローム FA（または As-C)・白色粘土を含む

13 暗褐色土粘性強い

かたい

図 58 第1主体部 石室平・断面図（天井石高架時）
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第3章 古墳の調査報告

(2)解体調査データから復元する構築工程（図 59• 60) 

第1段階墓坑の掘削

墳丘の中央部に長軸 5.00m、

短軸 3.20m、0.70mのやや歪

んだ方形の墓坑を掘削する。さ

らに、墓坑底面のほぼ中央部に

直径 0.40m、深さ 0.25mの

穴（以下、床下穴）を捌削する。

なお、墓坑の掘削は墳丘の盛

土以前に行われる。

I

I

I

I

 

I

I

 

I
I
 

□) 

ー

第2段階床下穴の閉塞

床下穴を何らかの目的で使用

した後に、輝石安山岩の板状割

石（一辺0.3~0.4m程度の不

正方形）で閉塞する。

‘
,
1
1
,
'
 

I

I

 

,'‘ ー

〇〉

第3段階 粘土床と床石の設置

墓坑底面に白色粘土を厚さ 5

~10cm程敷く 。その範囲は石

室の設置範囲よりやや広い程度

である。その後、床石を敷設す

る。敷設の範囲は長辺 3.00m、

短辺1.00mの平面・短冊形を

呈している。床石は全て輝石安

山岩の小振りの板石である。

゜
1: 120 4m 

ー

0 I: 50 Im 
l ,  1 

図59 第1主体部構築工程図（ 1)
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第4段階 側壁根石の設置

長辺 2.90m、短辺 0.80mの

長方形プランを形作るように側壁

の根石を設置する。北東の短側壁

→他の 3つの側壁の順で根石が設

置される。北東の短側壁の根石だ

けは積み方 C(or D?)であるが、

他は全て積み方 Bである。なお、

裏込もこの段階から始まる。

第5段階

輝石安山岩の板石を積みあげ、

高さ 0.6mの側壁を構築する。裏

込は側壁の積み上げと同時進行で

ある。裏込材にはあまり白色粘土

を用いず、割石と黒色土を主体と

する。側壁構築後にベンガラを側

壁に塗布する。

遺体及び副葬品はこの段階以

後、納められたと推定する。

第6段階

側壁の構築と赤彩

天井石の高架と閉塞

天井石は、まず、石材下面（室

内に向く面）にベンガラを塗布し、

その後、北東側から順に高架させ

る。その後、輝石安山岩の小振り

の割石と白色粘土で完全に閉塞さ

せる。

墳丘盛土はこの後、始まる。

I

I

I

I
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I

 

I
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゜
1 : 120 4m 0 1: 50 lm 

l ,  1 

図60 第1主体部 構築工程図 (2)
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第 3章古墳の調査報告

4 第2主体部

(1)概要 （図61 • 62) 

第2主体部は、所謂「竪穴式小石榔」である。

検出確認面 確認面は盛土面と一部、地山碁壇面

であり、その面において、長軸 2.95mX短軸1.70

mの長方形の平面プランが確認され、墓坑の存在を

認識した。覆土には粘性の強い暗褐色土が主に使用

され、その状況から未盗掘であることを予想した。

規模 石榔の主軸はN-20° -Eである。石

榔の内法は、長軸1.70m、短軸 0.40~0.50m、

高さ 0.42~0.56mである。短軸長は中央付近が

最も長い (0.50m) が、全体的には北側が長く

(0.48m)、南側が短い (0.40m)。

石 材 石材は全て輝石安山岩の割石を用いてい

る。側壁用材は、重量的には 10.0~15.0kgのも

のが多く、南北短側壁用材が約 30.0kgで最も重い。

天井石用材には 178.5kg（最大）のものがある。

積み方 石材は南北の短側壁には積み方Cを採用

し、東西長側壁には積み方Bを採用している。床面

には1.0kg前後の板石を平置きしている。

天井は 4枚の石材を高架させている。大きさは、

最北端（頭部上）の 178.5kgが最大、最南端（足部上）

の80.3kgが最小である。

裏込めは、輝石安山岩の小振りの割石と白色粘土

をふんだんに使い、養生している。

閉塞 閉塞は 2重に行われていた。第 1の閉塞

は輝石安山岩の割石と粘土を用いた閉塞であり、天

井石のすき間を割石で塞ぎ、さらにそのすき間を白

色粘土で埋めていた。第2の閉塞は粘質土を用いた

閉塞であり、主に、粘性の強い褐色 ・暗褐色土を用

いて、墓坑を埋めていた。

赤彩 赤色顔料の塗布は、長 ・短側壁及び全て

の天井石に行われていた。長 ・短側壁への塗布は、

壁面構築後に行われたものと思われる。天井石への

塗布は、高架以前に内面のみに行ったものと思われ

る。顔料はベンガラである（第 5章4参照）。

構築方法 墓坑を掘削し、その中に石組みし、土

石混合の裏込めを施すという、「竪穴系埋葬施設」

の当該地域で一般的な工法を採用している。

／グ

0 I : 30 50cm 
1,  1 

図61 第2主体部石構展開図
← L=146.00 
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］ 暗褐色土粘質 ローム ・FA（または As-C)を含む

しまっている

2 褐色土粘性強い ロームを含む

3 暗褐色土 粘性強い FA（または As-C)を含む

4 褐色土粘賀 ロームプロックを含む 白色粘土を

プロック状に含む

5 白色粘土

6 暗褐色土粘質 ローム ・白色粘土を含む

7 暗褐色土粘性強い 白色粘土を多く含む ローム ・

FA（または As-C)含む

Im 

図62 第2主体部 石椰平・断面図（閉塞時）

(2)第2主体部内における遺物出土状況（図 63)

人骨・人歯 出土しなかった

副葬品 内部北側から刀子（鉄ー 1• 2）、ミニ

チュア農工具（鉄ー 7 • 8)が出土した。この 4点

については、床に敷かれた玉石の直上から出土した。

鉄鏃（鉄ー 3~5)と刀子（鉄ー 6)は榔内に流

入した土砂に紛れて出土した。
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図63 第2主体部内副葬品出土状況図
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(3)解体調査データから復元する第2主体部の構築工程（図 64• 65) 

第1段階墓坑の掘削

墳丘内の東端、墳裾に接する位置に、長軸

2.95 m、短軸1.70m、深さ1.10m （確認

時）の隅丸長方形の墓坑を掘削する。この際、

底面には長軸 1.85m、短軸 0.50m、深さ

0.05 mの舟底状の凹みを掘り込む。

なお、募坑の掘削は墳丘の盛土後に行われ

たと推定している。

第2段階粘土床の敷設

前段階で掘り込んだ凹みに、白色粘土を敷

設する。また、その周囲にも暗褐色土を薄く

敷設し、墓坑底面の凹凸を平坦化させる。な

お、直径 20~25cm、深さ 8~10cmのピッ

ト2つが平坦面からほり込まれている。

第3段階側壁の設置

長辺1.70m、短辺 0.50mの長方形プラ

ンを形作るように側壁の根石を設置する。側

壁は短側壁→長側壁の順で設置する。

なお、短側壁は板石を積み方 Cし、長側

壁は積み方Bしている。割石を用いた根固め

のための裏込めも始まる。

／グ

／ ど

／グ

゜
I: 80 2m 

゜
1: 40 Im 

図64 第2主体部構築工程図 (1)
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第4段階床石の設置

小振りの板石を床面に敷き詰める。

／ご

第5段階 側壁の構築・玉石の敷設及び赤彩

長側壁のみにて積み方Bにより、高さ 0.4

mの側壁を構築する。短側壁は各 l枚の石材

で既に 0.4mの高さが確保されているので、

この段階では壁面構築のための石積みは行わ

ない。側壁構築後にベンガラを側壁に塗布す

る。床面には直径2~5cmの玉石を敷く 。

遺体及び副葬品はこの段階終了後、納めら

れたと推定する。

第6段階天井石の高架

天井石は、 北端の石材下面（恐らく遺体

頭部の頭上）のみ、ベンガラを塗る。その後、

北から順番に高架させる。

第7段階天井の閉塞

天井石の隙間を別の中小の大きさの石材で

閉塞し、その後白色粘土で間詰めをする。さ

らに、褐色粘質土で墓坑全体を閉塞する。

゜
1: 80 2m 

／グ

／ど

／グ

lm 

図65 第2主体部構築工程図 (2)
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5 第3主体部

(1)概要（図 66• 67) 

第3主体部は、所謂 「竪穴式小石榔」である。

検出確認面 確認面は盛土面であり、その面にお

いて、長軸 2.70m X短軸1.70mの長方形の平面

プランが確認され、墓坑の存在を認識した。覆土に

は褐色土が主に使用され、その状況から未盗掘であ

ることを予想した。

規模石榔 の主軸はN-66 ° - Eである。石

榔の内法は、長軸1.70m、短軸 0.28~0.36m、

高さ 0.34~0.46mである。短軸長は東側の方が

が長く (0.46m）、西側の方が短い (0.34m)。

石 材 石材は全て輝石安山岩の割石を用いてい

る。側壁用材は、重量的には 15.0~25.0kgのも

の多く、東短側壁用材が約 50.0kgで、最も重い。

天井石用材には 62.0kg（最大）のものがある。

積み方 石材は東西短側壁には積み方 Cを採用

し、南北長側壁には積み方Bを採用している。

床面には 2.0~15.0kg前後の板石を平置きして

いる、その上に直径 2.0~5.0cm程の円礫（川原石）

を床面全体に敷き詰めている。。

天井は 5枚の石材を高架させている。大きさは、

最東端（頭部上）の 62.0kgが最大、最西端（足部上）

の30.2kgが最小である。

裏込めは、輝石安山岩の小振りの割石と白色粘土

を使い、養生している。

閉塞閉塞は 2重に行われていた。第 1の閉塞

は輝石安山岩の割石を用いた閉塞であり、天井石の

すき間を割石で塞ぐものであった。第2の閉塞は粘

質土を用いた閉塞であり、主に、粘土を混ぜた暗褐

色土やロームを含む暗褐色土等を用いて、墓坑を埋

:〉-¥‘

ー

一~

\~ 

0 1:30 50cm 
l,'’  

~ L=146.20 

図66 第3主体部石榔展開図
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゜
1: 40 lm 

L=l46.50 

1 褐色土 ロームプロックわずかに含む しまっている

2 暗褐色土 ローム •FA （または As-C) を含む 埴輪片を含む

3 暗褐色土 ローム・ FA（または As-C)を多く含む しまっている

4 褐色土ローム含むやわらかい

5 暗褐色土 ローム粒多い 白色粘土粒まじる しまっている

6 黒褐色土 ローム粒 FA（または As-C)を含む

めていた。なお、この閉塞土中には、本墳に樹立し

ていたと思われる円筒埴輪片が僅かながら、混入し

ていた。

赤彩赤色顔料の塗布は、長・短側壁及び全て

の天井石に行われていた。長 ・短側壁への塗布は、

壁面構築後に行われたものと思われる。天井石への

塗布は、高架以前に内面のみに行ったものと思われ

る。顔料はベンガラである（第 5章4参照）。

構築方法墓坑を掘削し、その中に石組みし、土

石混合の裏込めを施すという、「竪穴系埋葬施設」

の当該地域で一般的な工法を採用している。

なお、本石榔は後述する人骨の出土状況から考え

ると、一度閉塞したものを再度開口したと考えられ

る。だが、その明らかな痕跡を遺構調査から情報と

して捉えることはできなかった。

7 暗褐色土 白色粘土を含む ロームを多く含む （天井被投土）

8 黄褐色土 しまっている ロームが主体かたい

9 黄褐色土強い粘質 ローム含む 白色粘土も多く含む

10 褐色土 ロームと白色粘土を多く含む。安山岩の亜角礫も含む

II 白色粘土

図67 第3主体部 石榔平・断面（閉塞時）

(2)第3主体部における遺物検出状況（図 68)

本石榔は完全未盗掘であり、調査による開口時に

おいても、土砂が榔内の 1/3程度を覆っていたが、

撹乱の痕跡は見られなかった。

人骨成人男性の全身骨格（ 1号人骨）と幼児

の頭骨 (2号人骨）が出土した。 1号人骨は、頭位

を北東にとる仰臥伸展葬であり、頭骨の上には板石

が 1枚置かれていた。また、 2号人骨は、 1号人骨

の寛骨と大腿骨に覆われていた（図 68)。

1号人骨の大腿骨・寛骨は正位置にあり、乱れが

認められないため、 1 • 2号人骨の榔内への埋葬順

序は「 2号人骨→ 1号人骨」ということになる。

※人骨出土状況の詳細は田中良之教授の記録（第

5章 1)を掲載。

副葬品 なにも出土しなかった。
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0 1 : 10 20cm 
l ・, 1 —L=145.40 

図68 第3主体部石榔内 1号・ 2号人骨検出状況
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(3) 解体調査データから復元する第3主体部の構築工程（図 69• 70) 

第 1段階墓坑の掘削

墳丘内の南端、墳裾に接する位置に、長軸 2.70m、

短軸1.70m、深さ1.15m （確認時）の隅丸長方形

の墓坑を掘削する。この際、底面には長軸 1.80m、

短軸 0.62m、深さ 0.05mの舟底状の凹みを掘り ― 

込む。なお、 墓坑の掘削は墳丘の盛土後に行われた

と推定している。

第2段階粘土床の敷設

前段階で掘り込んだ凹みに、白色粘土を敷設する。

また、その周囲にも暗褐色土を薄く敷設し、墓坑底

面の凹凸を平坦化させる。

第3段階側壁の設置

長辺1.70m、短辺 0.45mの長方形プランを形

作るように側壁の根石を設置する。側壁は短側壁→

長側壁の順で設置する。なお、短側壁は板石を積み

方Cし、長側壁は板石を積み方Bしている。割石を

用いた根固めのための裏込めも始まる。

/

/

 

ー

ー

゜
1: 80 2m 

゜
I: 40 Im 

図69 第3主体部構築工程図 (1)
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第4段階床石の設置

小振りの板石を床面に敷き詰める。

第5段階 側壁の構築・玉石の敷設及び赤彩

長側壁は板石を半積み方Bし、高さ 0.35~0.40

mの側壁を構築する。短側壁は各 l枚の石材で構築

しているために追加の石積みは行わない。側壁構築

後にベンガラを側壁に塗布する。床面には直径 2~

5cmの玉石を敷く 。

遺体はこの段階終了後、納めたと推定する。

第6段階天井石の高架

天井石は、東端の石材下面（恐らく遺体頭部の頭

上）のみ、ベンガラを塗る。その後、東から順番に

高架させる。

第7段階天井の閉塞

天井石の隙間を、中小の大きさの石材で閉塞し、

その後白色粘土混じりの土でで間詰めをする。さら

に、暗褐色土 ・褐色土で墓坑全体を閉塞する。

ー

ー

ー

ー

゜
I : 80 2m 

゜
1: 40 Im 

図70 第3主体部構築工程図 (2)
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6
 

第4主体部

(1)概要（図 71 • 72) 

第4主体部は、所謂 「竪穴式小石榔」である。

検出確認面

軸1.90m X短軸1.53mの掘り方と思われる平面

プランと側壁用材と思われる石材が確認され、墓坑

の存在を認識した。なお、天井石は皆無であり、掘

り方の西半分は削平により、失われていた。

規 模

確認面は地山面であり、その面で長

石榔の主軸はN-68°

石 材

積み方

閉 塞

-Eである。石

椰の内法は、長軸（残存）1.20m、短軸 0.35m、

高さ（残存） 0.26mである。

残存する石材は全て輝石安山岩の割石で

ある。側壁用材は、重量的には 21.3~103.6kgの

ものを用いていた。

石材は東の短側壁には積み方Cを採用

し、東西長側壁には積み方Dを採用している。床面

には 0.1~2.0kg前後の板石を平置きしている。

裏込めは、輝石安山岩の小振りの割石と、白色粘

土をまぜた粘質の黄褐色土で養生している。

天井石がないため不明である。

図71

赤
m9  

木 確認できなかった。

構築方法

第4主体部

ー ロ

0 I : 30 50cm 
l,  9 

← L=145.80 

石椰展開図

墓坑を掘削し、その中に石組みし、土

石混合の裏込めを施すという、「竪穴系埋葬施設」

の当該地域で一般的な工法を採用している。

但し、側壁積みに積み方Dを採用している点が、

他の石櫛では認められない異質な点である。

I"' |の

L
=
1
4
6
.0
0
 

R- l 

---- - ------- ー
o

l

 

2
 

R' 

3
 

4

5

 

怜瓦 R-

6

7

 

撹乱土

黒褐色土 FA（または

As-C)を含む

黄褐色土 ロームが主

体 FA（または As-C)を

わずかにあり

褐色土 ローム •FA

（または As-C)を含む

褐色士 粘質ロー

ムあり

黄褐色土強い粘質口

ームを含む 白色粘土も

多く含む ネバネバ

黒褐色土 ローム • FA

（または As-C)を含む

褐色土 白色粘土をわず

かに含む粘質

L~l46.00 

゜
1 : 40 lm 

図 72 第4主体部 石椰平・断面図
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(2)第4主体部における遺物出土状況（図 73)

本石榔は後世の削平により、天井石の全てと、石

榔の西半分を失った状態で検出された。だが、残存

した箇所からは、多くの遺物が出土した。

人骨 人骨 ・歯は検出されなかった。

副葬品 南長側壁際から鉄製品がまとまって出土

した。

刀（鉄ー9)は切先を西に、刃部を南に向けて出

土した。切先の一部は削平により失われているが、

それ以外の残存状況は良好である。

素環頭（鉄一 10)は刀の中茎の脇から出土した。

上部を東に向け、南長側壁に立てかけるように置い

：`ヘ

[. l 
I 

" ・ 

~ i 

1. / | 
ふ|

f 

＊鉄ー9 鉄ー14 鉄ー13 鉄一12

てあった。

刀子（鉄一 11)は刀の中茎下から出土した。切

先を西に向け、刃部を南に向けていた。

鉄鏃 3点（鉄一 12~14)のうち、 1点（鉄一

12)は、刀の刃部の下から出土した。鏃身を北西

に向けていた。他の 2点（鉄一 13• 14)は破片で

の出土であり、出土状況はあいまいである。

なお、石榔内部が盗掘のため荒らされた痕跡も認

められないことから、若干のズレはあるかもしれな

いが、出土遺物の位置についてはほぼ原位置である

と考えている。

I 
ーノ

ー、

鉄ー11

鉄ー10

゜
I. 15 50cm 

図73 第4主体部 石榔内遺物出土状況図 ※追物は S= I : 4 
＊のみ S= I. 5 
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(3) 解体調査データから復元する第4主体部の構築工程（図 74)

第1段階 墓坑の掘削

墳丘の南西端、円丘と造り出し部の取

りつく箇所に、長軸 2.70m~、短軸1.70

m （確認時）の隅丸長方形の墓坑を掘削す

る。

/—· 
-----------

／ 

I 

i 
l 

l 
l 

ー

第2段階

長辺1.50m~、短辺 0.40mの長方形

プランを形作るように側壁の根石を設置す

る。側壁は短側壁→長側壁の順で設置する。

なお、長・短側壁とも積み方Cを採用して

いる。割石を用いた根固めのための裏込め

も始まる。

第3段階

側壁の設置

床石の設置～天井の閉塞

小振りの板石を敷き詰めて床とする。そ

の上に玉石は敷かない。

この後、遺体・副葬品の埋納を行う。

さらには、天井の高架、閉塞が行われた

と考えられる。

｛ 
＼ 

＼ 

＼ 
＼ 
ヽ

‘‘ 
、---------

----------

-------------------

： 

ー

ー

゜
1: 40 lm 

図 74 第4主体部 構築工程図

85 



第3章 古墳の調査報告

7 墳丘下旧地表面（図 75)

墳丘盛土を除去した面、所謂 「盛土行為直前面」

からは、墳丘下面溝が検出された。

この墳丘下面溝は、円丘部と同心円状の掘り込み

であり、調査可能範囲のほぼ全域で検出された。掘

り込みは溝状を呈し、その規模は、直径約 15.00

mの大きさをもち、上幅 2.80~5.00m、深さ 0.05

~0.15 mを計る。平面規模に比して深さが極端に

浅いため、平面的には認定が困難であったが、断面

観察においては確実にその存在が確認された（図

54)。

これと同種の遺構は、 多田山 1号墳で検出され

ており、こちらでは溝内からベンガラの塊が出土

している。だが、 多田山 3号墳の墳丘下面溝内か

らは、調査範囲内では出土遺物は皆無であった。

この溝は、盛土との関係において特別な状況は

見いだせない。断面を観察する限り、盛土行為時に、

墳丘下面溝部分に特定の質の土を用いる状況は見

られなかった。むしろ、第 1主体部の床下穴を中

心とした同心円上に、この溝や、墳裾、周堀ライ

ンが重複することを重視すると、この溝の性格づ

けとしては、 墳丘構築時の平面プランニング用と

考えた方がよさそうである。

|

|

¥

―
 

了ー

0 1 : 200 5m 
I I 

FG-184 X,42.552 Y=-55,856 

図75 墳丘盛土下地表面平面図
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8 出土遺物

(1)円筒埴輪・朝顔形埴輪（図 76~83・表 11)

円筒埴輪は接合により 50本以上、朝顔形埴輪は

3本以上が確認された。各属性については次の通り

である。

A. 円筒埴輪

規格 全て 2条3段構成である。

法量器高は 31.0~38.0cmの範囲にあるが、

32.0cm前後のものと 35.0cm前後のものとの 2つ

にまとまりが認められる。

口径は 19.7~26.0cmの範囲にあるが、 22.0cm

前後のものと 24.5cm前後のものとの 2つにまとま

りが認められる。

底径は 10.0~14.8cmの範囲内にあるが、 11.0

~12.0cmのものが多い。

技法の特徴外面調整については、 全てが「全面

をタテハケ後、口縁部のみにヨコナデを施すもの」

である。

内面調整については、「全面をタテナデし、最後

に口縁をヨコナデする」という工程は全資料に共通

する甚本工程である。だが、中間工程において差違

が認められ、 「全面にタテナデを施した後、同じく

ほぼ全面にハケを施し、最後にヨコナデするもの」、

「全面にタテナデを施した後、上半のみにハケを施

し、最後に口縁をヨコナデするもの」、「全面にタテ

ナデを施した後、口縁をヨコナデするもの」の 3種

類に大別できる。うち、 「全面にタテナデを施した後、

上半のみにハケを施し、最後に口縁をヨコナデする

もの」が主体的に存在する。なお、これらは、ハケ

の方向や工具の差違によって、細分も可能である。

突帯断面形には 「台形」、「三角形」の 2種類

がある。主体的な存在は 「三角形」であるが、両者

が混在する場合もままある。また、突帯の器面への

ナデつけには「仕上げナデ（突帯と器面の境目が見

えなくなるような丁寧なナデつけのこと）を「上端・

下端とも施すもの」、「上端のみに施すもの」の 2種

類がある。主体的な存在は 「上端のみに施すもの」

3 多田山 3号墳

である。

透 孔 「半円気味の円形」と 「円形」の 2種類

がある。主体的な存在は「円形」である。

線刻 多種の線刻が認められる。外面 3段には

「=」、「-」、「n」がある。また、内面上位には「＃」

「| |」 がある。

底部調整 l点も確認できない。

色調・焼成 色調には 「黄橙色系」 「橙色系」「黄

褐色系」「淡黄色系」「赤褐色系」がある。焼成には「硬

質な焼き上がり」と「軟質な焼き上がり」とあるが、

前者の方が多い。

混入鉱物・粒子 チャート・石英・輝石が含まれ

ているほか、長柱状黒色結晶（長石？）の混入が目

立つ。なお、片岩や骨針化石が認められるものも一

定量が含まれる。

赤彩外面の 1条目の突帯～口縁の間と、内面

の口縁部付近に施されているものが多い。

B.朝顔形埴輪

規格 全体規格が判るものはないが、残存部か

らは、円筒部は 3条4段構成、朝顔部には突帯が l

条つくことが想定できる。

法量器高は不明だが、残存部からは 54.0cm

程度が推定される。口径は 33.0cmを計り、底径は

推測ながら 12.0cm程度と想定できる。

技法の特徴 外面には 「全面をタテハケ後、口縁

部にヨコナデを施」し、内面には「全面にタテナデ

を施した後、円筒部上半以上にハケを施し、最後に

口縁にヨコナデを施」している。

突 帯断面・台形で、上のみ仕上げナデを施す。

透孔円形である。

線刻・底部調整 ともに認められない。

色調・焼成 色調は橙色であり、硬い焼成である

ものが主体であるが、。

混入鉱物・粒子 チャート・石英・輝石が含まれ

ているほか、長柱状黒色結晶（長石？）の混入が目

立つ。

赤彩確認できない。
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図 76 円筒埴輪 (1) 

88 



3 多田山3号墳

ー：：―-三三三：ー：：ー：ーー：ーー：一ー：

図 77 円筒埴輪 (2)
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゜
1:5 15cm 
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3 多田山 3号墳
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図83 円筒埴輪破片 (2)

多田山 3号墳普通円筒•朝顔形埴輪観察表凡例

番号…図番号

種類..普通⇒普通円筒朝顔⇔朝顔形埴輪

器高…口縁部から体部までの高さ（口縁の高さが一定していない場合はいちばん低い位置を計測）※斜体数字は復元高

口径・・・ロ縁部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

底径…底部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

調整（外面） •••A ⇒ 「タテハケ後、口縁ヨコナデ」 a⇒「タテハケ」（aは、部分復元資料や破片資料のため全体が不明なものに記載） ？⇒「摩

滅のため不明」

調整（内面） •• • A ⇒ 「20cm 以上を一気になであげるタテナデ→粗いタテナナメハケ→口縁付近ヨコナデ」 B⇒「20cm以上を一気になで

あげるタテナデ→口縁付近ヨコナデ」 C⇒「短いタテナデ→上半のみタテナナメハケ→口縁ヨコナデ」 D⇒「短いタテナデ→上半タテハケ

→上端ナナメハケ→口縁付近ヨコナデ」 E⇔「短いタテナデ→粗いタテハケ→口縁付近ヨコナデ」 a⇔「タテナデ」 b 「？→タテハケ→

口縁付近ヨコナデ」 C⇒「ナデ→タテナナメハケ」 d⇔「板ナデ？」（a～dは、部分復元資料や破片資料のため全体が不明なものに記載）

ハケメ…幅 10mmあたりのハケメの本数

突帯…A¢断面が台形＋丁寧な仕上げナデを上・下端とも施す B⇒断面台形＋丁寧な仕上げナデを上端のみ施す。下端は簡略的な仕上げナ

デ c⇔断面三角形＋丁寧な仕上げナデを上・下端とも施す D⇒断面三角形＋丁寧な仕上げナデを上端のみ施す。下端は簡略的な仕上げナ

デ E⇒断面が台形と三角形＋仕上げナデは上端のみ施す

透孔…A⇒半円志向の円形 B⇒正円形 c⇔不整円形

ヘラ描き ••O⇒あり X⇒なし ？⇒箆描きが施されそうな部分が欠落しているため、不明 (0の場合はその内容を備考欄に記載）

箆描の詳細既述⇔「位置／形」で既述。「位置」は、外 l⇒外面基部外2⇒外面2段目 外3⇒外面3段目 内l⇔甚部附近の内

面 内2⇒2段目附近の内面 内3⇒3段目附近の内面 「形」は、描かれた形を掲載。（例：外面3段目に横線2本の箆描き→ 「外3/=」)

赤彩…●⇒外面の基部を除く全面＋内面の上部に赤彩あり 〇⇒外面の墓部を除く全面のみに赤彩あり X¢なし a¢外面に赤彩 (aは、

部分復元資料や破片資料のため全体が不明なものに記載）

底部調整…〇⇒あり X⇒なし 一⇒底部がないため不明 (0の場合はその内容を備考欄に記載）

色調 •• A ⇔黄橙色 B⇒浅黄橙色 C¢にぶい橙色 D⇒橙色 E⇒明黄褐色 F⇔灰黄褐色 G⇒淡黄色 H⇒明赤褐色

出土位置••出士したエリア（図 55) に0を記載。 ※ 1 個体が複数破片の接合のために、出士エリアが複数にまたがる場合が多い。

備考…その他、特記事項を記載。
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表11 円筒•朝顔形埴輪観察表

番号 種類
器高 口緑径 底経 調整 刷毛

ワブ市白 透孔
箆描

赤彩 底調 色調
出土位置

備考
(cm) (cm) (cm) 外面内面 （本） I II Ill N 

I 円筒 31 0 23 8 14 0 A A 3 ~ 4 8 A 

゜
外3/=

゜
X D 

゜
軟質胎土

2 円筒 33 6 24 3 130 A A 3 ~ 4 A A 

゜
外3/=

゜
X D 

゜
軟質胎土

3 円筒 32 7 19 7 11.5 A C 7 ~8 B B 

゜
内3/#． X B 

゜
口緑端部シャープ

4 円筒 35.0 24.4 /3.0 A A 3 ~ 4 B C ？ ？ 

゜
X B 

゜
軟質胎土

5 円筒 34 0 22 5 I I 0 A C 6 ~ 7 A B 

゜
外3/n． X B 

゜
口縁端部シャープ ・埴輪棺 l

6 円筒 38 0 21 0 11 8 A C 4~ 5 A B 

゜
外3/-． X D 

゜7 円筒 32.3 22.2 111 A C 4 ~ 5 8 B 

゜
内3/#． X C 

゜8 円筒 34.O 25 I A C 2 ~ 3 D B X X 

゜
C 

゜
口緑端部シャープ

9 円筒 32 0 21 2 12 0 A C 5~6 A C 

゜
外3/=

゜
X C 

゜
口緑端部摘み出し

IO 円筒 33 8 20 8 11 2 A C 3 ~ 4 D B 

゜
内3/#． X B 

゜11 円筒 35 0 21 0 12 0 A C 6 ~ 7 D B 

゜
外内 3/． X B 

゜
重量感がある／口緑端部

摘み出し・埴輪棺2

12 円筒 35.5 20.3 1 2, l A C 7 ~8 B B 

゜
内3/#． X B 

゜゚13 円筒 33 4 22 0 12 9 A C 6 ~ 7 A A 

゜
外3/=

゜
X B 

゜14 円筒 34 5 22 2 11 7 A C 6~ 7 B B 

゜
内3/#． X B 

゜゚15 円筒 34.5 21.0 12 2 A C 7 ~8 B B 

゜
内3/#． X E 

゜゚゜16 円筒 36 5 22 0 13 I A C 2~3 C B ？ ？ X X B 

゜゚ ゜17 円筒 34 8 22 0 12 0 A C 5 ~ 6 D B ？ ？ 

゜
X C 

゜゜
結晶片岩混入

18 円筒 37 6 23 6 14.0 A B 3 ~ 4 C B X X 

゜
X C 

゜゜
重 量 感 あ り ／ 口 縁 端部

シャープ

19 円筒 36.0 26.0 A C 3 ~ 4 B A ？ ？ 

゜
D 

゜
口緑端部シャープ

20 円筒 310 20 8 A C 7~8 B A 

゜
外3/=

゜
C 

゜
軟質胎土／日緑端部シャープ

21 円筒 31 0 22.0 JJ.8 A D 3 ~ 4 B A 

゜
外3/=

゜
X F 

゜
軟質胎土／つくりが雑

22 円筒 3/ 0 24 0 A C 5 ~6 A B 

゜
外3/n

゜
B 

゜゚
口縁端部シャープ

23 円筒 310 23 0 A A 4 ~ 5 B A 

゜
外3/

゜
D 

゜
軟質胎土／結晶片岩混入？

=? ／口縁端部シャープ

24 円筒 350 25 2 A E 6 ~ 7 B A 

゜
外3/=

゜
C 

゜
軟質胎土／日縁端部シャープ

25 円筒 2l,0 12 0 a a 2 ~3 B B ？ ？ X X H 

゜゚
結晶片岩混入？

26 円筒 13 I a a ？ D B? ？ ？ a X D 

゜
軟質胎土／結晶片岩混入？

27 円筒 II 0 a C 5 ~ 6 D B? ？ ？ a X C 

゜28 円筒 12 0 a a 7~8 D Bつ ？ ？ a X A 

゜29 円筒 11 7 A b 7 ~8 D B? ？ ？ a X G 

゜30 円筒 21 0 A C 7 ~ 8 C B 

゜
内3/II

゜
C 

゜31 円筒 235 A A 3 ~4 B A 

゜
外3/=

゜
B 

゜
軟質胎土

32 円筒 a C 6 ~ 7 B B? ？ ？ a A 

゜゚33 円筒 21 6 A b 7 ~ 8 C B? ？ ？ a B 

゜゚34 円筒 12.6 a b 7 ~8 ？ ？ X A 

゜゚35 円筒 11 2 a a 4 ~ 5 D B? ？ ？ a X A 

゜36 円筒 20 2 A C 3 ~ 4 D C? ？ ？ X H 

゜゚
結晶片岩混入

37 円筒 13.2 a a 3 ~ 4 ？ ？ X 8 

゜゚38 朝顔 a a 7~8 B ？ ？ a B 

゜39 朝顔 33 0 A C 5 ~6 B ？ ？ a B 

゜゜40 円筒 12 0 a a 7 ~8 A B? ？ ？ X E 

゜41 朝顔 a a 3 ~4 B B ？ なし？ a 8 

゜
軟質胎土

42 朝顔 a C 7 ~8 B ？ ？ a C 

゜゚43 円筒 210 A C 7~8 E B 

゜
内3/# a 8 

゜44 円筒 218 A C 6 ~ 7 B B? ？ ？ a B 

゜45 円筒 114 a a 6 ~ 7 D B? ？ ？ a X B 

゜
白い胎土

46 円筒 14.0 a a 3 ~ 4 ？ ？ X C 

゜47 円筒 /4.8 a a 7 ~ 8 ？ ？ X C 

゜48 円筒 14.J a a 4 ~ 5 ？ ？ X B 

゜49 円筒 13 0 a a 3 ~ 4 ？ ？ X B 

゜50 円筒 12 6 ？ a 板ナデ ？ ？ X F 

゜
軟質胎土／つくり雑

51 円筒 220 A C 6 ~ 7 A A? 

゜
外3/- a D 

゜゚52 円筒 230 A C 3 ~ 4 C B ？ ？ a G 

゜53 円筒 23.O A C 3 ~ 4 C B ？ ？ a D 

゜54 円筒 a C 3 ~ 4 B A? ？ ？ a C 

゜
軟質胎土／つくり雑

55 円筒 10.0 a a 7~8 ？ ？ X B 

゜
白い胎土

56 円筒 J J 0 a a 5 ~6 ？ ？ X B 

゜
白い胎土

57 円筒 14.0 a a 2 ~3 ？ ？ X B 

゜58 円筒 l4,O a a 6 ~ 7 ？ ？ X C 

゜59 円筒 a a 2 ~3 C ？ ？ X D 

゜
結晶片岩混入

60 円筒 a C 2 ~3 c※ ？ ？ X D 

゜
結晶片岩混入

61 円筒 a a 2 ~3 B※ B? ？ ？ X D 

゜
結晶片岩混入

62 円筒 a a 2 ~3 D※ ？ ？ X D 

゜
結晶片岩混入

63 円筒 /3.O a a 2 ~3 ？ ？ X B 

゜
結晶片岩混入
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多田山 3号墳

(2)形象埴輪（図 84)

A.人物埴輪

人ー 1

男子の頭部。顔面部から頭頂部まで、突起物によ

る表現はない。額部には鉢巻の表現と思われる赤彩

があり。美豆良は欠損する。外面は顔面以外はハケ

調整。顔面はハケ調整後、ナデ調整。赤彩は頬 ・顎

のほか、額にあり。色調は橙色。胎土中には輝石と

チャートが認められる。焼成はやや硬質。造り出し

部の東側くびれ部周堀内より出土。

人ー2

左手の破片。人差し指と中指が欠損。ユビは比較

的忠実に表現される。外面、手の甲はハケ調整。ユ

ビはナデ調整。手の平はナデ調整。赤彩は手の甲か

ら手首部分にあり。手のひらの一部に、不整形の凹

部がある。焼成時に棒を剌したものと考えられる。

色調は橙色。胎土中には輝石とチャートが認められ

る。焼成はやや硬質。周堀エリア IIょり出土。

人ー3

部位：右腕。肩の付け根から二の腕付近の破片。

赤彩なし。細かいハケ調整。部分的にナデ調整のみ。

色調は橙色。胎土中には輝石とチャートが認められ

る。焼成はやや硬質。周堀エリア 1Iょり出土。

人ー4

部位：島田儲の後右端の破片。上面にはハケ調整。

下面には頭部からの剥離痕跡があり。赤彩は不明。

色調は橙色。胎土中には輝石が認められる。焼成は

やや粉っぽい。周堀エリア Hより出土。

人ー5

部位 ：脇の下付近の破片。外面はナデと細かいハ

ケ調整の痕跡がある。内面は大半が剥離している。

外面の一部に赤彩あり。色調は橙色。胎土中には輝

石とチャー トが認められる。焼成はやや硬質。周堀

エリア nより出土。

B.家形埴輪

家ー1

部位：壁体の一部。内外面ともハケ調整。色調は

橙色。胎土中には輝石が認められる。焼成はやや硬

質。周堀エリアmより出土。
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図 84 人物埴輪・家形埴輪
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(3)土器（図85• 86・表 12• 13) 

出土土器には、須恵器と土師器がある。器種は甕

と坪に限定される。出土地点は墳丘表土と周堀覆土

である。

土師器・坪類は多くが所謂「模倣坪」に属する

（器ー 1• 3~  8)。口径は 12.0~13.0cm、高さ

は4.5~5.0cmの範疇におさまるものと推定する。

ほぼ完形に接合できた資料は 1点（器一l)は口縁

が直立し、坪部が深みをもつものであり、「模倣坪」

の中でも古相を示す。また、その他の破片資料につ

いても同様の様相がうかがえる資料が多い。この中

には多田山4号墳の埴輪胎土によく似ているものも

あり（器ー 1• 3~5)、示唆的である。須恵器・

坪（器ー 2) は口径 12.0cm、高さ 4.4cmの有蓋

坪の身の部分である。立ち上がりはやや内斜気味で

あり、端部は丸く収める。身の部分はやや深めであ

る。この須恵器坪身は墳丘表土より出土の資料であ

るが、その形態的特徴から、この古墳の時期と大き

く離れるものではないといえる。

土師器・坪（器ー 9)には内面にベンガラの付着

痕跡がある。須恵器・坪蓋（器一 lo)は時期が異な

るものと考える。

須恵器・大甕 (E- 11~31)は破片数は少な

いもの、技法的特徴の差異から 3個体（或いはそれ

以上）の存在が推定される。 1個体目は、波状文と

沈線とを施し、円形浮文を付加させた文様をもつ口

縁（器一 11)に、平行叩きとカキ目を外面に施す

体部（器一 15• 16 • 21 • 22 • 25 • 27)を有する

ものである。2個体目は、浅い沈線のみの文様をも

つ口縁（器ー 12• 14) と、平行叩きを外面、同心

円状叩きを内面に施す体部（器ー 17• 18 • 23)を

有するものである。なお、この 2個体目は胎土が極

めて緻密で、セピア色をしている。3個体目は、平

行叩きを外面、同心円状叩きを内面に施す体部（器

- 13 • 28 • 29 • 31)を有するものである。胎土

が極めて粉っぽいのが特徴であり、他の須恵器片と

の識別は一目瞭然の一群である。

己 三
器一 l 器ー 2

＼ 1 ＼直 二＼ 
器ー3 器ー 4

こ ＼
 

コ辺’
器ー 5 器ー 6

□ :  器ー7 器ー 8

← --9／ こ三歪ー～
器ー 9 器ー 10

器ー 11

1蓼l

’̀I 

器― 12

、/
‘

器ー 13

’̀ ̀  器ー 14 器一 15

゜
1:4 15cm 

図85 土器 (1)
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器ー 29

図86 土器 (2)
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表12 土器観察表（1)

法量(cm) 出土エリア
番号 器種 形態及び成整形の特徴 色調 焼成 備考

ロ／底／高 I II 皿 IV

形態．口縁は僅かに内湾気味に立ち上がる。中位に横ナデによる、浅

I 土師器 II 9/X い段差をもち、端部は僅かに外反し、丸く収める。口緑と体部の境に
やや 4号墳の埴輪胎土

/4 8 
稜を持つ。体部はやや深い。丸底。 成整形’口緑は横ナデ。稜線は、 橙色

密 ゜によく似ている。坪 上位は強い横ナデ、下位はヘラケズリによってケズリ出されている。
体部は斜横位のヘラケズリ 。体部内面は斜横位のナデ。

2 須恵器 11 9/-/ 形態’たちあがりはやや高く、内斜し端部に至る。端部は丸い。受け
やや 全体に黒く煤け

部は短く、ほぼ水平にのびる。底部は浅く、やや扁平。 外面1/2を回 灰白色
密

墳丘表土
ている。完形坪身 44 転ヘラケズリ調整。

形態．口緑は内湾気味に直立する。端部は丸く収めるが、内面に内斜

3 土師器 12 0/X する面を持つ。口縁と体部の境に明瞭な稜を持つ。体部は深めと推定C 4号墳の埴輪胎土

/3 5~ 
丸底と推定。 成整形 口緑はヨコナデ。稜線は、上位の強い横ナデ 橙色 密

゜
によく似ている。

坪 によって形作られている。体部は外面H不定なで（残存部のみ）、内 6と同一？
面は斜横位のナデ。

形態’口縁は外斜する。端部は面取りされ、浅い沈線がめぐる。口縁

土師器 ]3.0/X と口縁と体部の境に明瞭な稜を持つ。体部はやや深めと推定。丸底と
やや 4号填の埴輪胎土4 

坪 /3 5~ 
推定。 成整形’口縁はヨコナデ。稜線は、上位は強い横ナデ、下 橙色

密 ゜
によく似ている。

位はヘラケズリによってケズリ出されている。体部は斜横位のヘラケ
ズリ 。体部内面は斜横位のナデ。

形態 口縁は僅かに内湾気味に外斜する。端部は面取りされ、沈線が

5 土師器 ]3 0/X めぐる。口縁と体部の境に明瞭な稜を持つ。体部はやや深めと推定。 にぶい
丸底と推定。 成整形 口縁はヨコナデ。稜線は、上位は強い横ナデ、 密

゜
内外面に赤彩か？？

坪 /3 5~ 下位はヘラケズリによってケズリ出されている。体部は斜横位のヘラ 黄橙色

ケズリ 。体部内面は斜横位のナデ。

形態：口緑は内湾気味に直立する。端部は丸く収めるが、内面に内斜

土師器 12 0/X する面を持つ。口緑と体部の境に明瞭な稜を持つ。体部は深めと推定 4号墳の埴輪胎土
6 丸底と推定。 成整形 口緑はヨコナデ。稜線は、上位の強い横ナデ 橙色 密

゜
によく似ている。

好 /3.5~ によって形作られている。体部は外面H不定なで（残存部のみ）、内 5と同一？
面は斜横位のナデ。

7 土師器 12 0~| 形態 口緑欠損。口縁と体部の境に明瞭な稜をもつ。体部は深い。丸
橙色 密

゜
内外面に赤彩か？？

坪 x/3 8~ 底。 成整形．体部は内外面とも丁寧なナデを施す。

土師器 12 0~| 形態．口緑欠損。口緑と体部の境に明瞭な稜をもつ。体部は深い。丸
やや

8 底。 成整形 体部は外面はナデ後底部のみケズリ 。内面は丁寧な 橙色

゜
内外面に赤彩か？？

坪 x/3 9~ ヘラナデを施す。 密

形態．口緑は短く、内湾気味に立ち上がる。端部は丸く収めるが、内， 土師器 13 0/X 面が僅かに突出する。口緑と体部の境には浅い沈線が 1条めぐる。体
橙色

やや

゜坪 /2 5~ 部は浅い。丸底と推定。 成整形．口緑はヨコナデ体部は外面はケ 密
ズリ後、ナデ。内面はナデ。

形態天井に環状摘を貼付。天井からやや内湾気味に下り、端部近く
内面に焼き重ね

須恵器 14.0/-/ やや の痕跡あり 。外面IO 
坪蓋 29 

でやや外反する。端部は下方に折れ、丸く仕上げる。 成整形。天井 灰白色
密 ゜

には自然釉が部
部は回転ナデ、上位1/3は回転へうクズリを施す。内面もナデ。摘み貼付。

分的に掛かる

口緑部のみ 外湾気味に短く、開く 。外面の中位に 3条の沈線をめ

II 
須恵器 22 0/- ぐらした後、その上下に波状文を施す。さらに、その後沈線上に円形

灰色 密

゜大甕 /6.5~ 粘土を貼付する。口緑端部は外面にI3cmの面を持ち、 2条の沈線がめ
ぐる。 成整形はヨコナデ。

12 
須恵器 22 0/- 口縁部のみ 外湾気味に短く、開く 。口縁端部は外面にlOcmの面

灰色 極密

゜
断面にセピア色

大甕 /5.0~ を持ち、 1条の沈線がめぐる。 成整形はヨコナデ。 あり 。

13 
須恵器

-/-/- 口緑部のみ 外湾気味に短く、開く 。口緑端部は欠損。 成整形は
灰白色

やや

゜
胎土が粉つぼい

大甕 ョコナデ。外面にはその後、浅いタテハケを部分的に施す。 密

14 
須恵器 22 0/- 口縁部のみ 外湾気味に短く｀開く 。口緑端部は外面にIDemの面

灰色 極密

゜
断面にセピア色

大甕 /5 3~ を持ち、 1条の沈線がめぐる。 成整形はヨコナデ。 あり 。12と同一

15 
須恵器

-|-|- 頸部のみ 体部外面には平行叩きを施し、体頸部付近にはヨコナデを
灰色

゜大甕 施す。

須恵器 頸部のみ 口緑は直線的に立ち上がる。体部は球胴を呈する。体部外
16 

大甕
-|-|- 面には平行叩きを施した後、体部にはラフなピッチでカキ目調整を施 灰色 密

゜
l]と同一？

し、頸部付近にはヨコナデを施す。

17 
須恵器

-/-/- 体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には同
灰色 極密

゜
断面にセピア色

大甕 心円文のついた当て具の痕跡あり あり 。23と同一？

18 
須恵器

-/-/- 体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には同
灰色 極密 第1主体部覆土

断面にセピア色

大甕 心円文のついた当て具の痕跡あり あり 。23と同一？
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3 多田山 3号墳

表13 土器観察表 (2)

法値(cm) 出土エリア
番号 器種 形態及び成整形の特徴 色調 焼成 備考

日／底／裔 I II m N 

19 
須恵器

-|-|-
体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には

灰色 密

゜大甕 当て具の痕跡あり

20 
須恵器

-/-/-
体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には

灰色 密

゜大甕 同心円文のついた当て具の痕跡あり

2 l 
須恵器 -/-/- 体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施した後、体部

灰色 密

゜
16と同一

大甕 にはラフなピッチでカキ目調整を施す。内面には当て具の痕跡あり

22 
須恵器 -/-!- 体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施した後、体部

灰色 密

゜
16と同一

大甕 にはラフなピッチでカキ目調整を施す。内面には当て具の痕跡あり

23 
須恵器

-I-|-
体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には

灰色 極密

゜
断面にセピア色

大甕 同心円文のついた当て具の痕跡あり あり 。l2と同一

24 
須恵器 -/-/- 体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には

灰色 密

゜大甕 当て具の痕跡あり

25 
須恵器

-I-|-
体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施した後、体部

灰色 密

゜
16と同一

大甕 にはラフなピッチでカキ目調整を施す。内面には当て具の痕跡あり

26 
須恵器

-/-/-
体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には

灰色 密

゜大甕 当て具の痕跡あり

27 
須恵器

-I-|-
体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施した後、体部

灰色 密

゜
16と同一

大甕 にはラフなピッチでカキ目調整を施す。内面には当て具の痕跡あり

28 
須恵器

-/-/-
体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には

灰色
やや

゜
胎土が粉つぼい

大甕 同心円文のついた当て具の痕跡あり 密

29 
須恵器 -/-/- 体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には

灰色
やや

゜
胎土が粉つぼい

大甕 同心円文のついた当て具の痕跡あり 密

30 
須恵器 -/-/-

体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には
灰色 密

゜大甕 当て具の痕跡あり

31 
須恵器 -/-/- 体部のみ 球胴を呈する。体部外面には平行叩きを施す。内面には

灰色
やや

〇胎土が粉つぼい
大甕 同心円文のついた当て具の痕跡あり 密

(4)石製品（図 87)

紡錘車（石一 l)は、

墳丘表土より出土した。

石材は滑石である。色

調は青灰色を呈する。形

状は断面台形を呈し、斜

辺に直線的である。大き

さは、短辺 2.0cm、長

辺4.0cm、高さ 1.6cm

を計る。成形は各面と

も丁寧な磨きを施してい

る。線刻は見られない。

口 ＿

二

口
こ］口

石ー 1

図87 石製品 cs= 1:2) 
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(5)鉄製品（図 88・表 14)

大刀（鉄ー 9)は切先を一部欠損するがほぼ完存

品である。推定全長 68.0cmを計る。両関で、茎胴

部は中細、茎尻は栗尻を呈する。目釘孔は茎尻近く

に、 2孔が開けられている。

素環頭大刀頭（鉄ー 10)は完存品である。環長

径5.2cm、環短径3.7cmを計る。目釘孔は 1孔あく。

茎には木質が残存している。なお、これに伴って、

素環頭大刀の柄部の握りの部分の破片がある。黒漆

と思われる面が外面に付着していると思われる。刀

子2点（鉄一 1• 11)はともにほぼ完存している。

鉄一 lは全長 17.6cm、刀長 12.4cmの大型刀子で

ある。両関で、茎には糸巻きの上に鹿角を被せてい

る。刃部の一部に木質があり、鞘の可能性がある。

鉄一 11は全長 13.6cm、刀長 9.3cmの小型刀子で

ある。刃がやや反っており、先細りである。両関で、

茎には木質が一部残存している。

ミニチュア刀子2点（鉄ー 2• 3)はともに欠損

品である。鉄ー 2は、茎部が欠損している。残存長

3 多田山 3号墳

5.1cm、刃長 4.1cmを計る。両関で、残存する茎

部には木質は認められない。鉄ー 3は、刃部のみの

遺存である。残存長は 4.2cmを計る。切先がやや

尖り気味である。

無茎長三角形鏃3点（鉄ー 4~6)のうち、完存

する鉄ー 4は刃長 3.4cmを計る、無茎有腸挟長三

角形鏃である。小型で薄手の造りの鏃であり、根ば

さみの木質が両面に付着している。鉄ー 5は残存長

1.7cmを計る。小型薄手の鏃である。鉄ー 6は残

存長 2.0cmを計る、無茎有腸挟長三角形鏃である。

小型薄手の鏃であり、根ばさみの木質が両面に付着

している。

長頚片逆刺長三角形鏃（鉄ー 12) は、残存長

11.3cmを計る。ほかにも鏃茎（鉄ー 14)があり、

これには茎部に木質が残存し、その上に繊維が巻か

れている。

また、鉄ー 13はエ具とおもわれる製品である。

薄手扁平な造りのものであり、ノミ状工具の可能性

がある。

表14 鉄製品計測値一覧

迫物 全長 刃長 刃幅 刃厚 頚長 頚幅 頚厚 茎長 茎幅 茎厚

番号
種類 木質 出土位置 備考

(cm) 

I 刀子 17.6 12 3 2.4 0.25 5.3 I 4 0 45 

゜
第2主体部 中茎に鹿角

2 ミニチュア刀子 5.1+ 4.1 l 2 0 20 l O+ 08 0 20 X 第2主体部

3 ミニチュア刀子 4.2+ 4.2+ I 0 0 15 X 第2主体部

4 無茎有腸袂長三角形鏃 34 34 I 4 0 10 

゜
第2主体部

5 無茎長三角形鏃 17+ 1 7+ I 5+ 0 10 X 第2主体部

6 無茎有腸扶長三角形鐵 20+ 20+ I 4 0 10 

゜
第2主体部

7 鎌 53 53 2 0 0 15 

゜
第2主体部

8 ミニチュア鎌 44+ 44+ I 3 0.10 X 第2主体部

， 大刀 68.0 60.0 2.4 0.40 80 I 3 0 30 X 第4主体部 中茎に目釘孔2

10 素環頭大刀頭 8,7 環長径5.2 環短頚3.7 環厚0.7 環巾I0 52 I 9 0 70 

゜
第4主体部

II 刀子 13.6 9 3 I 5 0 30 42 I 0 0 30 

゜
第4主体部

12 長頚片逆剌長三角形鏃 II 3+ 2 7+ 08 0 20 7 1 05 0 25 I 5+ 03 0 30 

゜
第4主体部 刃部計測値は長刃部

13 工具？ 3 7+ 2 7+ 

゜
第4主体部

14 鏃茎 47+ 4 7+ 

゜
第4主体部
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第3章 古墳の調査報告

9 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 全長 25.0mの造りだし付き円墳である。

遺構② 盛土は FA層直上から行われている。

遺構③ 周堀内には FAの堆積がない。

遺構④ 竪穴式石榔（室） ・小石榔が 4基ある。

遺構⑤ 第 1主体部は盛土開始以前、第 2 • 3主

体部は盛土開始以後にそれぞれ構築されてる。

遺構⑥ 第3主体部覆土には埴輪片が含まれていた。

遺構⑦ 後世の削平で造出し部の大半は喪失。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器坪 ・須恵器甕 ・埴輪が周堀から、

紡錘車、須恵器坪身が墳丘から出土した。

遺物② 形象埴輪は人物・家が存在する。

遺物③ 円筒埴輪は全て 2条3段構成である。

遺物④ 円筒埴輪は半円透孔と円形透孔が共存

し、器面赤彩も多く存在する。底部調整はない。

遺物⑤ 未盗掘の第 2主体部からは、刀子 ・無茎

鏃 ・曲刃鎌 ・ミニチュア鎌が出土した。

遺物⑥ 未盗掘の第3主体部からは成年の全身骨

格と幼児骨が発見された頃56章l参照）。

遺物⑦ 第3主体部の成年人骨は、白骨化後骨の

一部が人為的に動かされていた。

遺物⑧ 第4主体部からは素環頭 ・刀・刀子 ・長頚

鏃が出土した。

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

土師器 ・坪（器一 1• 3~8)は口縁が直立気味

に立ち上がる須恵器坪蓋模倣坪であり、「多田山 I

~II期」と考えられる。須恵器 ・坪身（器ー 2)は

その特徴から「多田山 II期」と考える。

無茎有腸袂長三角形鏃（鉄ー 4~6)はその初現

が「多田山 I期」まで遡りうるものであり、長頚片

小爪片逆剌長三角形鏃（鉄ー 12)は 「多田山 I期」

以前に盛行する（杉山 1993)。曲刃鎌は「多田山0期」

104 

以前に盛行するものである（杉山 2000)。素環頭（鉄

-10)も、その盛行は「多田山 0期」以前である（加

部 1993)。

円筒埴輪は、全て 2条3段構成であり、 「基部の

伸長化」は認められない。透孔形状は半円志向的円

形と円形が共存する。赤色顔料の塗彩も多く存在す

る。底部調整はない。近年の研究（島田 2001)に

基づき、その時期を「多田山0~1期」と考える。

遺構の時間的位置づけ

墳丘盛土は FA層直上から行われていたことが判

明したため（第 5章 l参照）、盛土構築が FA降下

直後であると考えられる。FAの降下時期について

は「多田山0期末～ 1期初」と考える（編集者）の

で、盛士構築時期もそれに近い時期と考える。

4 つの竪穴式石榔（室） •石椰の築造の先後関係は、

「第 1主体部→第 2 • 3主体部」という順序を考え

ている。その根拠は、第 1主体部は盛土以前、第2.

3主体部は盛土後の構築だからである。

※ 

以上のことから、本墳は次のように理解できる。

本墳は、遺構 ・遺物の特徴（遺構①④・遺物③④）

から、「初期群集墳」（右島 1993)の中核墳と考え

られる。一方、本墳の築造時期に最も近似する情報

はFAとの関係と、円筒埴輪の情報である。前者か

らは「多田山 0期末～ 1期初」、後者からは「多田

山0~1期」という時期が導かれる。よって、本墳

の築造時期は「多田山0期末～ 1期」と考える。こ

のことは周堀出土土器や副葬品の時期とも矛盾する

ことがない。なお、第 2~4主体部に構築について

は、第 2主体部については無茎有腸袂長三角形鏃の

副葬から「多田山1期後半～11期」、また第4主体部

については長頚片小爪片逆刺長三角形鏃の副葬から、

「多田山 1期」と考える。さらに、「素環頭の副葬」

を考慮すると「第 1主体部→第 4主体部→第 2主体

部 ・（第3主体部？）」という構築順が想定される。

そして、本墳における埋葬行為は「多田山0期末

から 1期まで」と考えられる。（なお、摩耗した曲刃

鎌の評価が曖昧なままなので一部再検討を要する。）
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第 3章 古墳の調査報告

1 調査前

多田山 4号墳が存在する地点は標高 145m付近、

多田山丘陵頂部（標高 159m)南東部の馬の背状

にのびる平坦地形面である。その平坦面上に本墳は

ある。

調査前の状況としては、事前の試掘によって周堀

の一部が確認されたことから、直径 20m前後の円

墳の存在が想定された。しかし、現地表面において

は墳丘状の商まりは全く認識できず、墳丘盛土は残

存していないものとの想定もされた。なお、本古墳

は上毛古墳総攪記載淵れの古墳である。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 90)

墳丘直径 15.5m、二段築成の円墳である。二段

築成とはいっても、 一段目は墳丘裾部の地山部分を

0.7~l.Omの幅をで全周削り出すものである。

盛土はわずかに認められ、検出時の層厚で 5~8

cmほどであった。その直上には As-Bを含む黒色

土が覆っていることから、構築時にはこれ以上の厚

さの盛土が存在していたと推定される。盛士はロー

ムブロックと黒色土との混土であり、周堀掘削土を

利用したと想定される。また、盛土直下の旧地表に
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図90 墳丘及び周堀平面図

106 



4 多田山4号墳

はFAの一次堆積層の存在がわずかに認められたこ

とから、本墳の盛土行為が FA降下後、あまり時間

差なく行われたと推測される。

埋葬施設との新1日関係については、主体部の埋土

が盛土を断ち切るように存在することから、第一に

「墳丘の盛土行為」を行い、その後埋葬施設を構築

したと考えられる。なお、墳丘部に埴輪の碁部が原

位置のまま、残存する資料は皆無であった。

(2)周堀（図 90• 91) 

調査確認面においては、墳丘の周りを全周する。

調査時での規模は、上幅1.5~3.0m、下幅 0.8~

1.0 m、深さ1.0~1.2mであり、断面形状が逆台

形または箱形を呈する。周堀の底面は比較的平坦化

していたが、その底面には張り床状の埋め戻しをし

た痕跡は認められなかった。周堀内に埋葬施設は存

呈 ． ．立

L~l 45.60 
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＿
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〇 撹乱土

I As-B混じり黒色土

2 As-B層

3 黒色土 As-C • FAを含む ハニワを多呈に含む

4 黒褐色土 しまりあり As -C • FAを含むハニワを含む

5 暗褐色土 As-C ・FAをわずかに含む

6 暗褐色士 ロームを含む As-C • FAを含む

7 黄褐色土 ロームが主体 フカフカしている

8 褐色土 ロームを含む As-C ・FAをわずかに含む

9 黄色土 ロームプロックを多く含む（ロームは二次堆積）

在せず、 土橋状に周堀の一部を掘り残した痕跡も認

められなかった。覆土は、 As-CやFAを含む黒・

暗褐色土が主体であり、上層に As-Bの一次堆積

層が存在する。

(3)墳丘内における遺物出土状況（図 92)

墳丘盛土直下の旧地表面上から土師器・柑（器一

1)が正置状態で出土した（図 92B)。この用は

わずかに残存する盛土によって覆われていた状況か

ら、本墳の盛土行為前に据え置かれた土器と考える。

据え置きの箇所は深さ 5cmほどの凹地となってい

た。この凹地の底面からは FAは確認できず、両側

の旧地表面からは FAが確認できることから、本土

器の据置の際には旧地表面を掘り下げてから据え置

いたと推測できる。

(4)周堀内における遺物出土状況（図 92• 93) 

周堀内からは埴輪片のみがが出土した。出土埴輪

の種類には、円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪（人・

馬）がある。

本墳の埴輪出土状況における特徴は、円筒埴輪の

出土数量の少なさと形象埴輪片の残存状況の良さと

の2つである。

円筒埴輪の埴輪片は平面分布的には、エリア I~

Vll1の全てから出土しており、層位分布的にも As-

B層下の黒色土層（断面C・Dにおける第 3層）に

．互 まとまっている。いずれの円筒埴輪片も、地山削り

出しのテラス上で出土している状況から、この出土

位置より高レベルの位置から転落したものと考えら

れる。そして、円筒埴輪の基部が原位置で確認され

てはいないが、本来は二段目（墳丘盛士上）に埴輪

は樹立していたものと推測できる。

そのような出土状況を呈する、円筒埴輪片である

図91 周堀断面図

が、その総量は少なく 、他の古墳周堀内では円簡埴

輪片が多量に分布しているのに対し、本墳の周堀内

では円筒埴輪は点々と分布するのみなのである（図

92 A)。比較の 1つとして、同時期・同規模の多田

山2号墳の埴輪の内容と比べてみると、平面・層位

分布的には同様な状況を呈しながら、接合復元され

た円筒埴輪の個体数には相違があり、多田山 2号墳
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第 3章 古墳の調査報告

が 60本以上であるのに対し、本墳は 10本程度な

のである。この少なさの原因は、本来的な樹立数の

少なさを示しているものといえる。なぜなら、周堀

覆土のうちその上層には As-Bが残存しており、

かつ他の古墳において埴輪が集中分布する黒色土層

は本墳においても認められるからである。つまり、

周堀の残存状況は他の古墳のそれとなんら変わるこ

とがなく、 よって、埴輪個体数の少なさは周堀の残

存状況の悪さに起因するものではないといえる。

一方、形象埴輪は、平面分布的には、周堀の南西部、

エリアVII• Vlilのみ、 しかも直径3m程の範囲内にの

み、集中して出土するするという特徴をもつ。また、

層位分布的には As-C •FA を多く含む黒色土層（断

面C・Dの第 3層）に集中する。

ここに存在する形象埴輪片からは、その後の接合

関係把握により、人物3体と馬 1体の存在が確認で

きた。そしてその接合関係を破片時の出土位置と照

合してみると、個体別に平面分布の範囲に差異が認

められる。

人一l（女：巫女）はエリアVIIIからの出土であり、

形象埴輪破片群の中では最も北側に破片が集中して

出土している。破片群はまとまりを持っており、分

散していない。人ー 2（男：馬曳き）はエリア VII

から集中して出土している。破片は人ー 1との混在

はなく、人ー 3と馬ー 1との混在が若干見られる。

人ー3（女：振り子持ち）は、エリアVlIとvmにまた

がっての出土であるが、破片群は人ー 1• 2、馬一

1の破片群に混在しており、分散気味の出土である。

馬ー 1は形象埴輪破片群の中では最も南側に破片

が集中している。破片群は集中出土していないもの

の他の形象埴輪片との混在は人ー 2 • 3と僅かにあ

るのみであり出土状況としては独立した 1つのまと
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まりをもっている。

なお、これらの資料には、それぞれに対応する基

部が存在せず、そのため本来的な樹立位置や方向は

不明である。よって、正確な形象埴輪の樹立位置

関係は確定できないが、埴輪片の分布状況から考え

ると形象埴輪列は周堀から墳丘内部に向かった方向

4 多田山 4号墳

で、左から人一 l（巫女）・人ー3 （呪具持ち）・人

-2 （馬曳き）・馬ー 1という配列が推定される。

特に人ー2と人ー3の関係については出土状況から

考えると不明瞭な部分もあるが、馬― lとの関係性

を重視すると人ー 2がその所作から考えて馬ー 1

の横に位置すると考えた。
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図93 形象埴輪出土状況詳細図
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第3章古墳の調査報告

3 埋葬主体部

(1)調査報告に先立って

本墳の埋葬主体部は、「木棺」である。

この主体部は、解体調査を行うことによって、棺

と粘土床の構造に希有な特徴が見いだすことができ

た。その構造については、データの記述を中心とし

た既成の事実報告形式では説明しきれないのため、

調査の段階ごとの記述を行い、各段階によって判明

した事実と所見を報告することとする。

(2)存在の確認

検出確認面は、墳丘盛土下の地山面である。その

確認面において、墳丘ほぼ中央に、長軸 3.50mX  

短軸 1.60mの長方形の平面プランを確認し、ここ

に墓坑の存在を認識した。確認面段階において、長

方形プラン内は、 FA粒やローム粒を含む、しまり

の強い黒褐色土でほぼ単一的に覆われており、盗掘

痕も確認されなかった。よって、こうした状況から、

本埋葬施設は、未盗堀状態であることを想定した。

(3)調査着手時の方針（図 94)

調査着手時においては、「本埋葬主体部は石榔で

ある」と想定した。そのため、閉塞状況や天井石の

状況を把握し、未盗掘であることを確認するため、

墓坑の短軸方向に一本のサブトレンチを設定し、掘

削した。すると、深さ 0,6~0.8mの箇所で、石材

ではなく炭化材が検出された。この時点で、埋葬施

設が石榔ではないことが判明し、さらには断面土層

F
-

（断面 F-F')の観察から、「木棺」の可能性を考

えるに至った。但し、先に検出された炭化材が何な

のかが不明のままであったために、調査の次なる段

階としては、閉塞覆土を全て除去し、炭化材の面を

検出することを行った。

(4) 炭化材の検出（図 95)

閉塞土を除去していくと、深さ 0.6~0.8mの範

囲で炭化材が検出された。検出状況の所見は次の 5

点にまとめられる。

①炭化材の平面分布は、長軸 2.5m、短軸 0.6mの

短冊形の範囲で存在すること。

②分布範囲の内側、長軸 2.0m、短軸 0.5mの範囲

では陥没した状態で存在していること。

③残存状態が断片的な部分もあるが、全ての炭化材

片が木目方向が同一であること。

④炭化材は、残存状況からみると、厚さ 0.3~

0.5cmの柾目材であること。

⑤炭化材は、副葬品である鉄鏃の上に存在すること。

さらに、後の分析結果ではこの炭化材の樹種はヒ

ノキであることが判明した。

このような所見と分析結果から、この炭化材は次

のようなものであったことが推測できる。

A.この炭化材は長さ 2.5m、幅 0.6m、厚さ

0.5mm（以上）のヒノキの柾目板材であること。（所

見①③④十分析結果）

B. この炭化材は、棺の上を覆っていたこと（所

見②⑤）

F' 

゜
1 : 30 

L~145 .40 
lm 

〇 撹乱土

1 黒褐色土 かたい As-C・FAを多く含む ローム微量含む

2 黒褐色土やわらかい As-C・FAを多く 含む ローム微量含む

3 黒褐色土やわらかい As-C・FAを含む

4 黒褐色土 かたい As-C・FAをわずかに含む

5 暗褐色土 やわらかい As-C・FAをわずかに含む

6 灰褐色土やわらかい As-C・FAを多く含む ロームを

7 褐色土 やわらかい As-C・FA・ロームをわずかに含む

8 褐色土 やわらかい As-C・FAをわずかに含む

9 褐色土 かたい As-C・FAを含む ロームをわずかに含む

10 暗褐色土 やわらかい As-C・FA・ロームをわずかに含む

11 暗黄褐色土かたい As-C・FAなし ロームを含む

12 黒色土 かたい As-C・FAをわずかに含む

※ 22~35層は、後の調査段階のデータを後付けした

図94 埋葬施設確認のための断面図 (F-F') 

110 



4 多田山 4号墳
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13 灰褐色土 やわらかい As-C・FAプロックを含む

14 黒色土 やわらかい As-C・FAなし ロームをわずかに含む

きめ細かい粒子、砂粒が混ざる

15 褐色土 やわらかい ロームを含む きめ細かい粒子、砂粒が混ざる

16 暗褐色土 かたい As-C・FA含む

17 黒色士かたい As-C・FAなし ロームなし

18 黒褐色土やわらかい きめ細かい砂粒混ざる

19 黒褐色土やわらかい ロームを含む きめ細かい砂粒混ざる

20黒褐色土 きめ細かい砂粒混ざる 白色粘土粒をわずかに含む

カーボン粒を多く含む

21 褐色土かたい 白色粘士を多く含む カーボン粒を含む

22灰褐色土 ロームブロック含む 鉄錆を下端に含む カーボン含む

23 黄褐色土 かたい ローム含む

24 黒色土 かたい ロームを含む

25 黒色土粘質やわらかい

26 白色粘土

26' 白色粘土を多く含む黒色土

27 褐色土かたい ローム含む

28 黄褐色土 やわらかい ロームを多く含む

29 暗褐色土粘質植物ペースト含む

30 黒色土やわらかい カーボン粒を多く含む

31 黄褐色土 やわらかい ロームが主体で黒色ブロックをわずかに含む

32 黒褐色土 しまり弱い 白色粘士をプロック状に含む

33 暗褐色土やわらかい ローム含む カーボン含む

34 暗褐色土 かたい ローム多く含む

35 褐色土 やわらかい ローム主体

図95 炭化材平・断面図
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第 3章古墳の調査報告

なお、なぜ炭化しているかについては、材のしま

りをよくするため、或いは、現地で火をかけたか、

いずれかであろうが、前者と考えたい。

(5)棺の構造（図 96)

炭化材除去後に、検出された痕跡から、この主体

部が木棺であることを確信した。

推定される棺は半載状の割竹形木棺であり、両端

の小口部には押えの板を別途設置する構造をもつ。

また棺の規模は、長軸 2.00m、短軸 0.50~0.60m、

深さ 0.25~0.30mを計る。

実際には棺材は未検出であるため、棺の樹種は不

明である。しかし、棺の上面を被覆していた材がヒ

ノキであることも考えると、棺自体の樹種もヒノキ

の可能性は高いといえる。

(6)棺内の遺物出土状況（図 96)

棺内からは人骨・歯の出土は皆無であった。副葬

品としては棺内北東部（遺体の頭部～肩部右脇と推

定）から鉄鏃が 19本出土した。 1本を除きほぼま

とまって存在したが、鉄鏃群をおさめる収納具の痕

跡は残っていなかった。さらに、棺内南西部（遺体

の脚部と推定）から、長軸 0.20m短軸 0.18m、厚

さ0.04mの輝石安山岩の板石が出士した。この石

材は、上層を炭化材に覆われていることからも、本

来的に棺内にあったものと考えられる。さらに、そ

の出土位置が遺体の脚部付近と推定されることを考

え合わせると、この石材は遺体の再生を封印するた

＼ 

鉄一 l~ 18 

0 1:5 10cm 
1 , 1 

鉄ー 19

[ ____ _ 

J
'
{
ヤ9

9

,

’

゜
I: 30 Im 0 1:5 10cm 

l i I 

図96 木棺痕跡平面図及び副葬品出土状況図
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めに置かれたものと考えられる。

(7)粘土床の構造（図 97)

棺外に存在する炭化材を除去すると、若干の黒色

土を挟んで、粘土床が検出された。

粘土床は墓坑の張り床をおおよその形状に掘削

し、その箇所に白色粘土を用いて、構築されていた。

検出された粘土床は、「舟形粘土床」を名付けた

ものであり、その構造は次のである。

全長 3.10m、最大幅 0.66mを計る。墓坑の長

軸と方向を一にしている。全体の形状は舟形を呈す

る。この粘土床は、木棺を設置するための部分と、

舟を表現するための部分に分解することができる。

前者は木棺の規模に合わせて白色粘土を床面に敷

＼ 

J.... 

1... 

いたものであり、木棺と直接接点もつ。ゆえに、棺

材が消滅したのちも、その痕跡が粘土に残存してい

る。後者は棺の設置とは直接接点はなく、前者の粘

土床の付加的存在である。棺の小口部に接する粘土

部分から、東側には 「鑢（とも）」を表現するべく

白色粘土を方形に形作り、西側には「紬先（へさき）」

を表現するべく、墓坑の張り床をその形状に掘り込

み、白色粘土をその底面に貼り付けることで形作ら

れていた。この 2つの箇所には、遺物や有機物がが

据えられた痕跡は認められなかった。なお、粘土床

に使用された粘土内からも遺物の出土はなかった。

ー一 l' 

l' 

J' 

L=l45.40 

J
l
 

.L 

L=145.40 

1

2

3

4

5

6

 

白色粘土

白色粘土を多く含む黒色土

褐色土かたい ローム含む

褐色土 やわらかい ローム主体

暗褐色土かたい ローム多く含む

黒褐色土 しまり弱い 白色粘土をプロック状に含む

゜
1 : 30 Im 

゜
I : 30 lm 

図97 舟形粘土床 平・断面図
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(8)解体調査データから復元する構築工程（図 98• 99) 

第 1段階墓坑の掘削

墳丘のほぼ中央部に、長軸 2.60

m、短軸1.15m、深さ 0.90m ( 

確認時）の隅丸方形の墓坑を掘削

する。なお、墓坑の掘削行為と墳

丘の盛土行為の新旧関係は不明で

ある。

第2段階 張リ床と粘土床設置坑の掘削

墓坑には、張り床としてローム

混じりの粘質土を張る。その厚さ

は、 10~15cm程度である。そ

の後、粘土床を張るために、張り

床面を、長さ2.30m、幅 0.55m、

最深 6cmの規模で、舟形に掘削す

る。

第3段階粘土床の設置

粘土床設置坑に粘土を張る。こ

の際、舟形を形作る。

三— ゜
1: 40 lm 

図98 主体部 構築工程推定図 (1)

114 



4 多田山 4号墳

第 4段階棺の設置

粘土床の中央に、木棺を設置す

る。その際、墓坑壁面と木棺の間

の空間は徐々に埋め土していく 。

したがって、この段階で、舟形粘

土床は埋められてしまう。

棺を設置後、遺体を納め、副葬

品を納めたものと推定される。

第5段階棺の閉塞

棺の閉塞は 2.00m x 0.60 m、

厚さ 0.04m、またはそれ以上の

ヒノキの板材をのせる。

その後は黒色土で墓坑を埋め

る。

三一~~~~

ー

゜
1: 40 lm 

板材閉塞の推定復元案

図99 主体部構築工程推定図 (2)

115 



第 3章古墳の調査報告

4 出土遺物

(1) 円筒埴輪•朝顔形埴輪 （図 100 • 101・表15)

円筒埴輪 ・朝顔形埴輪は調査時における出土破片

数が、他の古墳に比して極端に少なかった。

接合により、円筒埴輪が約 l0本、朝顔形埴輪が 1

2本存在することが確認された。各属性は次の通り

である。

A. 円筒埴輪

規格 全て 2条3段構成である。

法 量器高 は 33.5~35.7cmの範囲にあるり

が、 34cm前後のものが多い。

口径は 21.5~24.5cmの範囲にあるが、 22.0cm

前後のものが多い。

底径は 11.5~14.0cmの範囲内にあるが 12.0cm

前後のものが多い。

技法の特徴 外面調整については、全て 「全面を

タテハケ後、口縁部のみにヨコナデを施すもの」で

ある。

内面調整については、全て「全面にタテナデを施

した後、上半のみにハケを施し、最後に口縁をヨコ

ナデするもの」である。

突帯 断面形には「台形」、「三角形」の2種類

がある。主体的な存在は 「台形」であるが、両者が

混在することもある。また、突帯の器面へのナデつ

けは、全て「仕上げナデ（突帯と器面の境目が見え

なくなるような丁寧なナデつけのこと）を上端 ・下

端とも施し」ている。

透孔 全て「円形」である。

線刻 全て、内面上位に 「X」がある。

底部調整 内面を削るものが主体的に存在する。

色調・焼成 色調は「赤褐色系」である。焼成は

「やや硬質な焼き上がり」である。

混入鉱物・粒子 チャート ・石英 ・輝石 ・角閃石

が含まれているほか、長柱状黒色結晶（長石？）の

混入が認められる。中でも、石英の混入具合が高い

ことは注目される。

赤彩 認められない。

116 

B.朝顔形埴輪

規格・法量 僅かな資料からは全体規格を知るこ

とができず、不明である。

技法の特徴 外面には 「全面をタテハケ後、口縁

部にヨコナデを施」し、内面は円筒部は「全面にタ

テナデを施」し、朝顔部は「ナデ後、ハケを施」し

ている。

突 帯 断面・台形で、上下に仕上げナデを施す。

透孔 円形である。

線刻・底部調整 不明である。

色調・焼成 色調は赤褐色と橙色であり、やや硬

い焼成である。

混入鉱物・粒子 円筒埴輪とほぼ同じであるが、

石英の混入具合は、円筒埴輪ほど多くない。
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，
 

8
 

II 

゜図 100 円筒埴輪 (1)
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4 多田山 4号墳

多田山4号墳普通円筒・朝顔形埴輪観察表凡例

番号…図番号

種類・ 9• 円筒⇔普通円筒 朝顔⇒朝顔形埴輪

器高…口縁部から体部までの高さ（口縁の高さが一定していない場合はいちばん低い位置を計測）※斜体数字は復元高

口径…口縁部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

底径…底部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

調整（外面）•••A ⇒ 「タテハケ後、口縁ヨコナデ」 a⇒「タテハケ」 b⇔「タテナデ」（aは、部分復元資料や破片資料のため全体が不明なも

のに記載）

調整（内面）・..A⇒「タテナデ→上半のみナナメハケ→口縁ヨコナデ」 a⇒「ナデ→タテナナメハケ」 b⇒「タテナデ」 （aは、部分復元資

料や破片資料のため全体が不明なものに記載）

ハケメ…幅 10mmあたりのハケメの本数

突帯…A⇔断面が台形＋丁寧な仕上げナデを上・下端とも施す B⇒断面三角形＋丁寧な仕上げナデを上・下端とも施す

透孔•.. A⇒正円形

線刻 •••O⇔あり ？⇒線刻が施されそうな部分が欠落しているため、不明 (0の場合はその内容を備考欄に記載）

線刻の詳細既述⇒「位置／形」で既述。「位置」は、外 l⇔外面碁部外2⇒外面2段目 外3⇒外面3段目 内l⇒甚部附近の内面

内2⇔2段目附近の内面 内3⇒3段目附近の内面 「形」は、描かれた形を掲載。（例：外面3段目に横線2本の線刻→「外3/=」)

赤彩… X¢ なし

底部調整 •••O⇔あり X⇒なし 一⇔底部がないため不明 (0の場合はその内容を備考欄に記載）

色調…A⇔明赤褐色 B⇔にぶい赤褐色 c⇔橙色

出土位置•出士したエリア（図 92) に0を記載。※ 1 個体が複数破片の接合のために、出士エリアが複数にまたがる場合が多い。

備考 ・ 9• その他、特記事項を記載。

表15 円筒埴輪•朝顔形埴輪 観察表

No 器種
器高 口径 底径 調整 刷毛

ワ大西市 透孔
線刻 底部調整

色調
出土位四

備考
(cm) (cm) (cm) 外面内面 （本） 内容 内容 l ll ill NVVIVIIVIII 

］ 円筒 33 8 220 12.0 A A 5~6 A A 

゜
内3/X

゜
内／ケズリ A 

゜゚
箆描の痕跡あり

2 円筒 34 3 24 0 14 0 A A 5~6 A A 

゜
内3/X

゜
内／ケズリ A 

゜ ゜
口緑内面面取り丁寧

3 円筒 35 4 21.5 1 3, O A A 4~5 AB A 

゜
内3/X

゜
内／ケズリ A 

゜4 円筒 33 5 22 8 12 5 A A 5~6 AB A 

゜
内3/X X A 

゜゚゚ ゜5 円筒 34 5 22 I 12 0 A A 4~5 B A 

゜
内3/X

゜
内／ケズリ A 

゜゚6 円筒 35 7 24 5 II 5 A A 4~5 A A 

゜
内3/X

゜
内／ケズリ A 

゜゚ ゜7 円筒 24.5 00 A A 4~5 A A 

゜
内3/X ？ A 

゜゚゜
~1条欠損

8朝顔 A A 4~5 A A 

゜
内3/X ？ C 

゜゚
朝顔の一部のみ残存

9 円筒 22.0 a a 4~5 

゜
内3/X ？ A 

゜10 朝顔 b b 4~5 A ？ ？ B 

゜゜11 円筒 12 3 A A 4~5 ？ 

゜
内／ケズリ A 

゜
底部のみ

12 円筒 a a 5~6 AB ？ ？ A 

゜゜
2段目破片

13円筒 a a 4~5 A A ？ ？ A 

゜14 円筒 a a 4~5 A A ？ ？ A 

゜15 円筒 a a 4~5 A A ？ ？ A 

゜゜16 円筒 a a 4~5 A ？ ？ A 

゜17朝顔 a a 4~5 A A ？ ？ A 

゜18 朝顔 a a 4~5 A ？ ？ A 

゜19 朝顔 a a 4~5 A ？ ？ A 

゜20 円筒 a a 4~5 ？ 

゜
内／ケズリ A 

゜
一段目
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(2)形象埴輪

A
 

人物埴輪

人ー 1 （図 102• 103) 

杯をささげる女性

器高 推定で 57.0cm。但し、残存部は半身部の

みであり、残存高は 39.0cmである。復元に当たっ

ては世良田諏訪下3号墳の人物埴輪の高さを参考と

した。なお、碁部の直径 10.0cmについては、裾部

内面で観察できた基部の剥離痕跡が根拠となる。

形態の特徴 全体的に小作りの人物埴輪である。

顔も縦長が約 10.0cm（半身部全体の 1/4) と、小

顔である。髪形は平面・バチ形の島田儲であり、結

び緒や線刻による頭髪の表現、粘土塊による額部か

らの櫛刺しの表現がなされている。目は小さく表現

されている。眉は粘土帯をわずかに隆起させ、表現

している。鼻は下半が欠損しているものの、残存部

から推測すれば、鼻筋の通ったスリムなかたちであ

る。口は横長水平に表現されている。顎はシャープ

に表現されている。耳は粘土紐で環状に表現され、

それと同じ形状で直下に耳環を表現している。後頭

部から首筋にかけては線刻により頭髪の表現をして

いる。なお、顔面への赤彩は眉から目尻を通って頬、

さらには首筋に至るまで施されている。首には長さ

約 1.Ocmの垂飾が 10個以上ついた首飾りがつく 。

肩幅は広く、胸板も厚い。肩から脇にかけては幅

1.2cmの欅が掛けられており、 この欅は背部で「X

字形」になる。右腕は肩部付近のみしか残存してい

ないものの、腰部に右手指先の表現が認められるこ

とから、腰に当てていたと考えられる。左腕は前面

に差し出し、杯を捧げる表現がなされている。体部

には乳房の表現がなされているが、他にはなにもな

い。腰部はくびれ、幅 2.5cmの帯が巡る。この帯

は前面では帯端が垂下した表現がなされている。こ

の帯は両側面部分が全く残存していないため、腰に
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なにかぶら下げていたか、否かは判断できない。裾

部は大きく外に開くが、装飾品などの貼り付けは認

められない。

技法の特徴

に作り、結合させる技法を用いている。頭部は幅0.8

~1.0cmの粘土紐を積み上げることにより卵形の

頭部を形作っている。輪積み後は、外面はナデとハ

ケで丁寧に整形されているが、内面はわずかなナデ

のみである。頭頂部には直径約 0.4cmの孔がある。

島田盤は、

頭部 ・体部・腕部・ 碁部をそれぞれ

この孔を塞ぐように上から貼り付けられ

ている。顔面は卵形の頭部に粘土塊を貼り付け、丁

寧に撫で付けることによって、違和感のないフェイ

スラインを作り出している。目・ロ・耳は外面から

の穿孔によってつくられている。体部は、幅1.0~

1.3cmの粘土紐を積み上げることによりつくられて

いる。輪積み後、外面はナデとハケで丁寧に整形さ

れているが、内面はナデで整形されるのみで輪積み

の痕跡は残存している。腕部は二の腕付近について

は輪積みによってつくられているが、そこから先は

粘土紐をつかって形作っている。

なお、頭部と体部は別づくりである。頭部は顎

部分から上に向かって、輪積みされ、頭頂部を直径

1.5cmほどの粘土塊で閉塞する。そして、頸部内面

で、粘土帯の未接着の部分が確認できることから、

胸部と頭部の接合が頸部で接合されたことが確認で

きる。

器面全体について、外面は丁寧なナデ及びハケ整

形を施して輪積み痕を消しているが、内面はナデ調

整のみのため、輪積み痕が残存している箇所が多い。

但し、裾部の内面にはハケ整形が認められる。

色調・焼成・胎土 色調は赤褐色。焼成はやや硬

質。胎土中には石英・赤褐色粒子・輝石が確認でき

るが、特に輝石の混入具合が目立つ。
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第 3章

人ー 2

古墳の調査報告

（図 104• 105) 

菅笠をかぷる男子

器高 推定で 58.0cm。但し、残存部は半身部の

みであり、残存高は約 38.0cmである。復元に当たっ

ては世良田諏訪下3号墳の人物埴輪の高さを参考と

した。なお、 基部の直径 9.0cmについては、裾部

内面で観察できた基部の剥離痕跡が根拠となる。

形態の特徴 全体的に小作りの人物埴輪である。

頭頂部には剥落痕があり、別作りの菅笠が取りつく

ものと考えられる。髪は下端部が「逆さ T字形」を

呈する、下げ美豆良が表現されている。なお、下端

部は肩部に接することなく、宙に浮いたままである。

さらに、左右の美豆良の外面には、径 0.1~0.15cm

の孔が斜め上に向いた状態で開けられている。

顔の表現は明確であり、 目は切り抜きによって横

長の表現がされている他、瞼の表現まで粘土帯の隆

起によって表現されている。眉も粘土帯をわずかに

隆起させ、表現している。鼻は眉間からまっすぐ鼻

筋が通っており、スリムなかたちである。欠損のた

め、 鼻孔の表現の有無は不明である。口は横長水平

に表現されている。顎はやや丸味をも った輪郭であ

るが、シャープに表現されている。耳の表現はない。

首には垂飾がついた首飾りがつく 。胸板は厚い。

右腕は大半が欠損しているが、腰部右脇に右手指先

の表現が存在することから、腰に当てていたと考え

られる。左腕も大半が欠損しているが、左肩部と脇

の下の形状から、斜め上に腕を挙げている表現が想

定される。なお、左掌は開いている。胸部から胴部

にかけては何かを装着した痕跡は認められない。腰

部はくびれており、そこには巾 3.0cmの帯の表現

がなされ、正面には結んだ帯端の表現がある。左腰

部には鞘に入った刀の表現がある。鞘には刺突によ
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多田山 4号墳

る縫い編みの表現もなされている。また、腰の背面

には剥落痕が存在するが、おそらく鎌の表現がなさ

れていたと考えられる。裾部は僅かに外に開く 。

技法の特徴 頭部・体部・腕部・碁部をそれぞれに

作り、結合させる技法を用いている。頭部は幅1.0

~1.5cmの粘土紐を積み上げることにより卵形の

頭部を形作っている。輪積みは、

けて積み上げられて、

口から頭頂部に向

1番上の部分にはボタン状の

粘土塊を詰め込んでいる。輪積み後、外面はナデと

ハケで丁寧に整形されているが、内面はわずかなナ

デのみである。顔面は卵形の頭部に粘土塊を貼り付

け、丁寧に撫で付けることによって、シャープなフェ

イスラインを作り出している。 目•口は外面からの

穿孔によってつくられている。美豆良は頭部側面に

ナデつけている。体部は、幅1.0~1.5cmの粘土

紐を積み上げることによりつくられている。輪積み

後は、外面はナデとハケで丁寧に整形され、内面肩

部付近にのみ、ハケが施され、それ以外はナデで整

形されるのみである。腕部は残存しないため不明だ

が、肩部の内面が中空でナデ付けの痕跡がないこと

から、中空の可能性もある。裾部も輪積みによって

つくられていると思われる。

なお、頭部と体部は、首よりやや上（顎の先端く

らいの位置）で連結されている。そのことは、頸部

内面の観察において、粘土帯の未接着部分が存在す

ることによって確認できる。

内外面ともナデ調整が施されており、外面につい

ては縦方向のハケを顔面以外の全面に施している。

赤彩は確認できない。

色調・焼成・胎土 色調は赤褐色。焼成はやや硬

質。胎土中には石英・赤褐色粒子・輝石が確認でき

るが、特に輝石の混入具合が目立つ。

戸ミ
-----------

た'] `0、'ヽ＼

',‘ ‘-』,‘,‘

:-------------------------—`~` -̀--r-------------------「―‘‘
: '  
, } { ; 

:‘,  
： ！ 
f'-ここニ―ごニ―一ニ―-―ー一ニ――ニ―一ーふ

＇ 下,_ご-ーニニ:二------二------—-----------3

i ! 

i l 
! i 
: i 
:---- - - - - - - - - - - - - - - - - -』

ロ
ロ／／汎"[□,'9

9
9
,
'
9
:
'
:
'
]
' 9
:
9
'
]

臼’
□員，
9

，
9
9
9
,
'i

一
、r
、

、‘
ヽ

ヽ
（

｀

、‘

`
‘
‘
‘

、‘

‘̀

‘

‘̀

‘ヽ

‘̀‘、‘‘、‘、

、‘

、

‘

、

‘、

'、

‘、

‘、

、

`

,

`

‘
 

、

‘

‘

、

9

、

〇

>
、¥‘、

‘

＂りハりり＂／り汀汀

9

9ヽ
9
9
9
9
9
9
,

、,
‘
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ
9
9
9
9
9
9
9
,

9
9
9
9
9
9
t
 

＇ヽ”"'’'‘,'-

ヽ

,

'

‘

‘
 

＇

、9

,

`

 
、,

図 105 人物埴輪 (4) 人ー2 (2) 

゜
1:5 15cm 

123 



第 3章 古墳の調査報告

人ー 3 （図 106• 107) 

右手に呪具をもつ女子

器高 推定で 57.0cm。但し、残存部は半身部の

みであり、残存高は 35.5cmである。復元に当たっ

ては世良田諏訪下3号墳の人物埴輪の高さを参考と

した。なお、星部の直径 10.0cmについては、本資

料には手がかりはなく、人一 1• 2を参考とした。

形態の特徴 小作りな人物埴輪であるが体部と頭

部のバランスが、人ー 1• 2に比べて良くない。

髪形は平面・バチ形の島田儲が想定される。結び

緒や線刻による頭髪の表現、粘土塊による額部から

の櫛剌しの表現がなされている。目は小さく、眉は

粘土帯をわずかに隆起させ、表現している。鼻は鼻

筋の通ったスリムなかたちだが、鼻孔の表現はない。

口は横長水平に表現されている。顎は欠損している。

耳は粘土紐で環状に表現され、その内部から下げ紐

状の耳飾りを取り付けている。首には長さ1.0cm

以上の垂飾が 4個（またはそれ以上）ついた首飾り

がつく 。肩から脇にかけては幅 2.0cmの欅が掛け

られており、この欅は背部で「変形x字形」になる。

右腕は前に付き出し、手には棒状の道具（呪具）を

握っている。なお、呪具の下端部は欠損しており、

全長は不明である。左腕は肩部付近のみしか残存し

ていないものの、その湾曲具合から、腰に当ててい

たと考えられる。肩幅は狭く、上半身の作りは貧弱

である。乳房の表現もない。腰部はくびれておらず

寸胴である。腰には、幅 3.5cmの帯が表現されて

いる。この腰帯以下は欠損しているため、腰になに

かぶら下げていたか、否かは判断できない。裾部の

形態も不明である。

技法の特徴 頭部・体部・腕部・基部をそれぞれ

に作り、結合させる技法を用いている。頭部は幅 0.8
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多田山 4号墳

~1.0cmの粘土紐を積み上げることにより丸茄子

形の頭部を形作っている。なお、輪積みは耳付近の

高さの上下で向きが少し変わっており、下部ではほ

ぼ水平の、上部ではら旋状の輪積みラインが認めら

れる。輪積み後は、外面はナデとハケで丁寧に整形

されているが、内面はナデもほとんど施していない。

頭頂部には直径約 0.6cmの孔があり、島田儲がこ

の孔を塞ぐように上から貼り付けられている。顔面

は頭部に楕円形の粘土板を貼り付け、ナデ付けるこ

とで、 フェイスラインを作り出している。だが、 こ

の造作はバランスが悪く、頭部と顔面部の境目が段

を為し、写実的でない。目・ロ・耳は外面からの穿

孔によってつくられている。体部は、幅1.0~1.3cm

の粘土紐を積み上げることによりつくられている。

なお、脇の下付近の上下で輪積みの向きが少し変

わっており、下部ではら旋状に、上部ではほぼ水平

に輪積みがなされている。輪積み後は、外面はナデ

とハケで丁寧に整形され、内面はナデで整形される

のみで、輪積みの痕跡は残存したままである。肩部

は細かい粘土塊を首から腕方向に 4~5個ほどつぎ

足すことによって曲線を作り出している。腕部は二

の腕付近は輪積みによってつくられているが、その

より先端部は粘土帯を継ぎ足して、丁寧なナデを施

すことにより、スムーズな曲がりを作り出している。

なお、頭部と体部は別づくりである。頸部内面で、

粘土帯の未接着の部分が確認できることから、胸部

と頭部の接合が頸部で行われたことが確認できる。

外面は顔面部を除き、全面にハケ整形を施している。

赤彩は確認できない。

色調・焼成・胎土 色調は赤褐色。焼成はやや硬

質。胎土中には石英・赤褐色粒子 ・輝石が確認でき

るが、特に輝石の混入具合が目立つ。
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第3章 古墳の調査報告

B.馬形埴輪

馬ー 1 （図 108~110)

残存状況 頭部から脚の付け根までは 9割程度の

残存であるが、脚部はほとんど失われている。復元

全長は 66.0cm、推定復元高は 59.0cmである。

形態・表現の特徴 各部位の表現は写実的である。

頭部は縦詰まりの筒形で、口元の方向にやや垂れ下

がっている。巾1.0cmほどの筆の擦痕らしきもの

が目の間から鼻先にかけて十文字に確認できるが、

これは赤彩の痕跡かもしれない。顎部も頭部の一連

の曲面で表現されている。骸は板状を呈し、先端部

は頭頂部ですぼまり、背部は鞍の前輪に取りつくよ

うに表現されている。小さな円盤をのせた角状蹴は

板状骸とは遊離し、独立して表現されている。ハケ

による骸側面の髪表現は丁寧に施されている。耳は

頭部剖り貫き後、粘土板で表現されている。目は剖

り貫きにより、やや垂れ目に表現されている。鼻は

口の上の部分に楕円形の穿孔によって鼻孔が表現さ

れている。口は切り抜きによって表現されている。

顎部・頸部は細く長く、 40゚ 程度前斜しその先端

に頭部が取りつく 。胸部は張り出しが認められず、

胴部は高さよりも厚みの方があり、やや扁平気味で

ある。胴側部は丸みを持っている。腹部はほぼ寸胴

であり、鞍装着部分での括れはほとんど認められな

い。尻部は単純な丸形であり、尾は粘土塊のはめ込

みによって表現されている。腹部は扁平である。脚

部は左右後脚が僅かに残存するが、その状況からは、

筒形の脚である以外は判らない。スカシ孔は尻部の

尾の下位置に 1孔と胸部下に 2孔が存在する。

馬具の表現 表現された馬具は、全て扁平な粘土

紐（又は粘土板）の貼り付けにより表現されている。

鏡板は直径 4.0cm程の楕円（不整方形？）のも

三
喜
｀

：し9
9
9
9
9
9
9

9ヽ
9
9
9

9

9

9

9

9ヽ
9
9
,
'

ヽ

‘,'‘,' 

,' 

ヽ
9
9
9
9
,

し――----------------9、
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のであり、中心に 1つ、縁辺に 9つ（乃至 10つ）

の鋲が表現されている。面繋は巾1.6~2.0cmの

粘土紐で表現され、多数の鋲の貼付によって、辻金

具の表現を作りだしている。手綱は巾1.0~1.2cm

の粘土紐で表現され、端部は左右鏡板に繋がる。胸

繋は、巾1.0~1.3cmの粘土紐で表現され、端部は

鞍の前輪に連結する。また、胸繋には鈴が3個つく 。

鞍は前輪・後輪とも厚さ1.2cm程度の弧状の粘土

板を取り付けることで表現しているが、居木の隆起

の表現や、障泥や鞍での裁縫の表現もなされている。

輪鐙は巾 0.8cmの粘土紐で表現されている。障泥

は厚さ 0.6cm未満の粘土板を貼り付けて表現され

ている。尻繋は巾1.5~1.8cmの粘土紐で表現され、

雲珠の表現も認められる。

技法の特徴

この雲珠からは鋲留めの

円形杏葉が三方に取りつく 。

頭部は輪積みで成形され、内面には

粗いナデが残存する。頸部も胴部も輪積の積み上げ

でつくられているが、それぞれの方向が異なる。何

れも内面にはナデを施す。脚部と腹部との接合部分

には扁平で分厚い粘土板を 2重に用いている。脚部

は大半が欠損しており、技法の詳細は不明である。

なお、器面外面は全体的にハケ整形を施している。

赤彩は鞍の縁部で僅かに認められる。

各部位の技法の特徴からは(1)脚部の製作→(2)

扁平な粘土板による脚部と腹部との連結→ （3)輪

積みによる胴部の製作→ （4)輪積みによる胸部・

頸部の製作→ （5)輪積みによる頭部の製作＋頭

部と頸部の連結→ （6)外面の整形及び装飾＋ （赤

彩？）、 という工程が推測される。

色調・焼成・胎土 色調は赤褐色。焼成はやや硬

質。胎土中には石英・赤褐色粒子・輝石が確認でき

るが、特に輝石の混入具合が目立つ。
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図 109 馬形埴輪 (2) 馬ー 1 (2) 
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4 多田山 4号墳

C.不明の形象埴輪片（図 111)

不明ー1・不明ー 2

扁平な破片。人物のどこかについていたものが剥

落した資料と推定。外面はハケを施す。内面は剥離

痕跡を残すが、貼り付け元のハケメが圧痕としての

こっている。色調はにぶい橙色、焼成はやや硬質。

周堀エリアVI1から出土。

不明ー3

突起状の埴輪片。人物のどこかについていたもの

が剥落した資料と推定。全体をナデ調整。色調はに

ぶい橙色、焼成はやや硬質。周堀エリアVlIIから出土。

(3)土器（図 111)

土師器 ・用（器一l)。墳丘下の地山面に正位置

で出土した。

口縁は直立し、体部は中位に最大径をもつ。平底。

口縁外面には縦斜位のミガキを、体部外面には横方

向のケズリを丁寧に施す。

胎土には石英が多く含まれている点が特徴的であ

り、同墳の形象埴輪の胎土とも類似する。全体的に

丁なつくりである。

(4)鉄製品（図 112・表 16)

長頚片小爪片逆刺長三角形鏃（鉄ー 1・3・ 6~9. 

11 • 15~17)は頚部長が 6.1~7.0cm、刃部長

は逆刺部を含めると 2.6~4.2cmを測る。逆刺は

浅く、何れも台形関である。
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図111 不明形象埴輪片及び土器

長頚腸挟長三角形鏃（鉄ー 2• 4 • 5 • 10 • 12~ 

14 • 18)は頚部長が 5.1~8.6cm、刃部長は1.2

~3.3cmを測る。逆刺は浅いのものが多いが、や

や深めのものも伴う。台形関である。

表16 鉄製品計測値一覧

番号 種類 全長
刃 小爪 頚 関 茎

備考
長 幅 厚 長 幅 限 長 幅 厚 幅 長 厚

I 長頸片小爪逆刺長二角形鏃 12 2+ 2 60 0 80 0 20 I 00 0 90 0 15 6 40 0 60 0 25 0 80 0 30 3 30 
2 長頸有腸袂長二角形鏃 13 3+ 29+ 110 0.15 8.40 0.60 0.30 0.70 0.40 2.40 
3 長頸片小爪逆刺長＝角形鏃 13 3+ 36+ 0 80 0 20 13+ 08+ 0 15+ 6 80 0 55 0 30 060 0 35 29+ 
4 長頸有腸扶長二角形鏃 13.0+ 3.30 I 15 0 20 8 60 0 70 0 25 0 90 0 30 2.3+ 深い逆刺

5 長頸有腸袂長三角形鏃 IO 7+ 2 20 I 00 0 20 7 40 0 55 0.30 0 80 0 30 I 2+ 

6 長頸片小爪逆刺長二角形鏃 13 I+ 4 20 0 80 0 20 IO+ I IO 0 20 7 00 0 60 0 25 0 80 0 30 2 3+ 
7 長頸片小爪逆刺長＝角形鏃 10.3+ 3.10 0 80 0.20 1.0+ I 00 0 20 6 15 0 60 0.25 0.80 0.35 14+ 
8 長頸片小爪逆刺長二角形鏃 II 8+ 3 00 0 70 0 20 I 30 0 90 0 15 6 40 0 50 0 30 0 70 0 35 22+ ， 長頸片小爪逆刺長三角形鏃 II 6+ 34+ 0 80 0 20 I 90 I 10 0 15 6 60 0 60 0 25 0 80 0 30 1.8+ 
10 長頸有腸扶長二角形鏃 10 3 32+ 1.15 0.15 5.10 0 50 0 20 0.70 0.30 2.4+ 

11 長頸片小爪逆刺長二角形鏃 13 0 3 20 0 70 0 20 I 40 0 85 0 IO 6 IO 0 55 0 25 0 60 0 30 4 20 
12 長頸有腸扶長＝角形鏃 13、7 1.20 0 90 0 20 7 50 0 50 0 25 0 80 0 30 4.70 
13 長頸有腸袂長＝角形鏃 12 8+ I 6+ I 10 0 15 7.60 0.55 0 25 0 70 0 30 3 7+ 
14 長頸有腸扶長三角形鏃 12 7+ 2 20 0 75 0 15 770 0 50 0 25 0 60 0 30 32+ 
15 長頸片小爪逆剌長二角形鏃 12.0 3.10 0 70 O l 5 1 45 1 00 0 15 6 70 0 55 0 20 0 70 0 30 2 50 
16 長頸片小爪逆刺長二角形鏃 12 7 3 25 0 70 0 15 I 70 0 95 0 10 6 20 0 50 0 20 0 70 0 40 3 50 
17 長頸片小爪逆剌長＝角形鏃 14 5 3 40 0 80 0 20 1 70 I 10 0 10 6 10 0 60 0 25 0 80 0 35 3 50 
18 長頸有腸袂長二角形鏃 15.2+ 3 IO 0, 95 0.10 6.80 0.50 0.30 0.70 0.40 5 00 

単位： cm
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5 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 墳丘径が 15.5mの円墳である。

遺構② 盛土直下には FA層が存在していた。

遺構③ 周堀内には FAの堆積がない。

遺構④ 埋葬施設はその痕跡から木棺といえる。

遺構⑤ 埋葬施設内から検出された炭化材の状況

から、埋葬時には木棺上に板材が被されていた

と考えられる。

遺構⑥ 棺床は白色粘土で舟形を形作っている。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器用が正置状態で盛土下から出土し

ている。

遺物② 形象埴輪は馬 1体・人3体が存在する。

遺物③ 円筒埴輪は全て 2条3段構成であり、 「基

部の伸長化」は認められない。

遺物④ 円筒埴輪は全て円形透孔であり、器面の

赤彩はない。しかし、底部調整は内面ケズリが

確実に行われている。

遺物⑤ 主体部の副葬品は鉄鏃が 18点である。

※ 

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

士師器・用（器一 l)は口縁が直立し、外面にタ

テミガキを施すものである。この形式の土師器は位

置づけが難しいが、その盛行は 「多田山 1期」とみ

ることが妥当である。

長頚片小爪逆剌長三角形鏃（鉄一 1• 3 • 6~9. 

11 • 15~17)は「多田山 0～多田山 I期」に存

在し、群馬県地域では特に「多田山 1期」相当時期

に盛行する形式の鏃である。長頚有腸挟長三角形鏃

（鉄ー 2• 4 • 5 • 10 • 12 • 13 • 14 • 18 • 19)は、

腸挟は深いもの（鉄ー 4)が含まれていないことや、

全てが台関であり、棘関が含まれていないことを踏

まえると、 「多田山 1期」のものと考えることが適

4 多田山 4号墳

切である。

円筒埴輪は、 2条3段構成のものばかりであり、

所謂 「基部の伸長化」は認められない。透孔の形状

は円形である。赤色顔料の塗彩は認められない。底

部調整は極めて明瞭に、ケズリが施されている。底

部調整の盛行は「多田山II期」と考えられるが、そ

の出現は 「多田山 I期」後半期に相当する時期に初

現が認められる。よって、これらの属性を踏まえ、

近年の研究（島田2001)も考え合わせ、これらの

円筒埴輪の時期を「多田山 I期（後半）」と考える。

遺構の時間的位置づけ

僅かに残存する盛土直下から FA層が確認された

ことから、本盛土がFA降下以降であることが判る。

FAの降下時期については 「多田山 0期の最終末」

あるいは 「多田山 I期の初め」と考えられる（編集

者の考え）ので、盛土構築（＝古墳築造）の時期は

「多田山 I期」以降と考える。

※ 

以上のことから、本墳は次のように理解できる。

本墳は、遺構・遺物の特徴（遺構①・遺物③④）から、

「初期群集墳」を構成する 1古墳の可能性が考えら

れる。既研究（右島 1993)によれば、この種の古

墳の造営時期は、 「多田山 0~I期」相当の時期と

考えられている。但し、埋葬施設が 「竪穴式小石榔」

でなく、木棺であるという点が気にかかるところで

ある。

ところで、本墳の場合、築造時期に近似する情報

は4つある。まず一つ目は、墳丘築成時期と FAと

の先後関係に関する情報であり、導き出された盛土

行為開始時期は 「多田山 I期」である。次に、盛土

直下出土の土師器・用の情報であるが、この士器の

盛行時期は 「多田山 I期」と考えることができる。

三つ目は副葬品としての鉄鏃の情報であるが、長頚

片小爪逆刺長三角形鏃と長頚有腸扶長三角形鏃の各

属性や組み合わせ関係から「多田山 I期」と考える

ことが適切である。最後に、円筒埴輪の情報である

が、これに関して導き出された時期は「多田山 I期」

である。したがって、本墳の築造時期は 「多田山 I
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期」と考えることがもっとも妥当である。

なお、円筒埴輪に見られる、新出の属性（底部

内面ケズリ調整）を考慮すると、 「多田山 1期」で

も後半期とするほうがより妥当なのかもしれない。

但し、形象埴輪に関しては、先代からの伝統的な作

風を色濃く残しているため、その点からのアプロー

チによる本墳の再解釈の必要性も感じている。

※ 

本墳の埋葬施設は「舟形粘土床」を敷設し、棺構

造は割竹状の半載木棺であり、炭化板材で棺を被覆

するという特異な構造を呈するものである。これは、

所謂「木炭榔」や「舟形木棺」とは異なるもので

あると考えるが、同様の事例を他に見いだすことが

できず、比較検討が加えられない状況にある。し

132 

かし、その棺を押さえる粘土床が舟形を呈してい

たということは、近年、見直しが図られている「舟

葬」との関連において注目されるものであり（岡

本 2000・辰巳 2001)、岡本・辰巳氏が論じるよ

うな他界観が反映されたものと考えられる。ちな

みに、後藤守ー氏がが舟葬論を展開する基礎資料と

なった赤堀茶臼山古墳（後藤 1931)は本墳の北東

約500mの地点に位置する。

なお、こうした舟葬的な埋葬施設は、本古墳群内

において、本墳が唯一の存在であることから、こう

した舟葬が集団の全体的表象として採用されたと

いうわけではない。どのような背景のもとに本墳の

みで構築されたかについては、他の属性も加味した

上で再検討の必要がある。
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1 調査前

多田山5号墳は、標高 144m付近にある。その

位置は、多田山丘陵の頂部（標高 159m)南東部

に馬の背状にのびる平坦地形面の一部が東方向へ僅

かに舌状突出する、その縁部である。

調査前の状況では墳丘状の高まりも存在せず、古

墳の存在を想定できる状況ではなかった。しかし、

試掘において周堀の一部が確認され、墳丘径 10m 

前後の円墳の存在が想定された。なお、本墳は上毛

古墳総攪記載淵れの古墳である。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 114)

墳丘直径が 9.8mの円墳である。残存状況がよく

なく、墳裾部における地山削り出しのテラス面の存

在は確認できなかった。

墳丘盛土は全く残存していなかった。遺構確認

面が浅間C軽石や FAを含む地山層であることから

も、盛土の存在は期待できなかった。

(2)周堀（図 114• 115) 

周堀は、墳丘同様、平面プランはほぼ円形を呈し

1
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叶
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Fl-176 X=42,506 Y=-55,840 

図114 墳丘及び周堀 平・断面図
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多田山 5号墳

ている。底部は平坦な箇所と凸凹した箇所の両方が

存在したが、周堀内埋葬は確認できなかった。周堀

の規模は上幅 2.3~3.0m、下幅1.0~1.5m、深

さ0.4~08mであり、周堀の規模を含めると古墳

規模は直径約 16.0mになる。さらに周堀断面は椀

状、覆土には FAや浅間C軽石が含まれいることが

確認された。

(3)周堀内における遺物出土状況（図 116)

周堀内より出土した遺物は、円筒埴輪 • 朝顔形埴

輪、形象埴輪、土師器である。

円筒埴輪 • 朝顔形埴輪については、平面分布的に

は散在しており、特定のエリアに集中する状況は認

められない。また、層位分布的には、全埴輪片が周

堀覆土上層の黒褐色土層（周堀断面C・Dでの第 1

層）からの出土が、圧倒的に多い。

形象埴輪については種類としては人物の破片と家

の破片が、僅かに出土するのみであったが、平面分

布的には散在していた。人物については出土資料は

l点のため、傾向を知るに至ら

c
-

c' 

L=!45.60 

D
-

図 115

D' 

L=l45.20 

0 I : 50 lm 
1,  1 

0

1

2

3

4

 

摂乱土

黒褐色土 FA・As-Cを含む （埴輪多い）

褐色土 ローム・ FA・As-Cを含む しまりあり

灰褐色土 FAをブロックで含む しまりあり

黄褐色土 ロームが主体 FA・As-Cを僅かに含む

周堀覆土断面図

ない。しかし、家形埴輪の破片

については、複数の破片が周堀

のいたるところから出土してお

り、特定のエリアに集中する状

況は認められない。また、層位

分布的には、全埴輪片が周堀覆

土上層の黒褐色土層（周堀断面

C・Dでの第 1層）からの出土

に限定される。

土師器については、甕 ・用 ・

坪が出土した。それぞれは平面

分布的には分散しているが、個

体単位においてはほぼまとまっ

ており、接合率も高い。層位分

布的には、全土師器が周堀覆土

下層の黄褐色土層（周堀断面C• 

Dでの第4層）からの出土であ

る。
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※追物は S= 1 : 10 

図 116 周堀内遺物出土状況図
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3
 

埋葬施設（図 117• 118) 

埋葬施設は、 「木棺」である。

本主体部は、調査着手時は竪穴式石榔の存在を想

定し、多田山 4号墳同様、墓坑の調査を実施した。

(1)確認状況

盛土はすべて失われており、地山確認面を精査し

たところに、長軸 3.20mX短軸1.80mのいびつ

な隅丸長方形の平面プランを確認し、

体と想定して調査を実施した。

(2)残存状況

暗灰黄色土が埋め士として確認されたが、縦横の

ベル トを残して掘り下げてみると、

これを埋葬主

この土は盗掘時

の撹乱士であることが判明した。平面プラン確認時

のプランの歪みもこれに影響されていたと考えられ

る。盗掘は深さ 0.6~0.9mにおよんでいたが、

床面の粘土床は全壊を免れていた。そして、 この撹

乱土を除去することにより、本主体部に状況を確認

するにいたった。

(3)墓坑埋土

墓坑下部で、わずかに残存していた。それにはロー

ム土と灰白色粘土が用いられていた。

(4)埋葬主体

粘土床の形状から、割竹形木棺と考えた。木棺の

規模は、長さ1.9m、径 0.4mを想定できる。棺は

床のみならず、側面 ・上面とも粘土で被覆されてい

たようである。それを示す状況としては粘土が側面

のほぼ全体に木棺の輪郭を残すような状態で検出さ

れたことや、埋土断面下層において、棺上面に相当

する位置に粘土が存在することがあげられる。また

同じく、粘土の残存状況から木棺の短側壁には厚さ

3.0cm以下の厚みをもった板材が、小口部を抑えて

いたと考えられる。なお、半載状の木棺の形状は想

定できるものの、その上半部については同じく半載

状の木棺が存在するのか、あるいは多田山 4号墳の

ように板で閉塞する構造なのかは不明である。

E_ 
．旦

L=145.50 

F
-

F' 1

2

 

盗掘後の埋め土

ローム・ FA・As-Cを含む しまっ

3

4

5

6

7

 

8

9

 

暗灰黄色土

明黄褐色土

ている

明黄褐色土 ローム主体かたくしまっている

明黄褐色土 ロームブロック

にぶい黄橙色士 ローム主体 白色粘土を少量含む

黒褐色土 FA・As-Cを含む やわらかい

暗灰黄色土黒褐色土と白色粘土の混土層 ロームを

わずかに含む

灰白色粘土 （木棺おさえの粘土）

にぶい橙色土 ハードロームと白色粘土の混士層

゜
1 : 30 lm 

図 117

L=l45.50 

埋葬施設確認のための断面図 (E-E'・F-F') 
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(5)遺物の出土状況

遺物は鉄製刀子（鉄一 l)と緑色凝灰岩製管玉（玉

-1~25)が粘土床の内部、棺の北半部の粘土床

5 多田山 5号墳

からの出土である。特に管玉は、破砕された状態で

出土している。構築時における埋納遺物と考えられ

る。

':r:| 云1

一

G
-

:r:| 

G-

o
vg
t
I
"
1
 

エI

G' 

1 灰白色粘土 （木棺おさえの粘士）

2 暗灰黄色土 黒褐色土と白色粘土の混土層

3 にぶい黄橙色士 ローム主体 白色粘土を少量含む

4 明黄褐色土ロームブロック

゜
1: 30 lm 

図118 埋葬施設平・断面図 および遺物出土状況図
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第 3章古墳の調査報告

(6) 解体調査データから復元する構築工程（図 119)

第1段階墓坑の掘削

墳丘のほぼ中央に、長軸 3.20m、

短軸1.80m、1.10m （確認時）の

隅丸長方形の墓坑を掘削する。なお、

調査所見からは墓坑の掘削段階が、

盛土前か、盛土後か、は不明であった。 ― 

第2段階 墓坑底面への粘土の敷設と

棺床部分の掘り方の掘削

墓坑底面のほぼ全域にに厚さ 5~

10cmの粘土を敷く。さらに、その後、

木棺を設置する箇所に、長軸 2.10m、

短軸 0.50m、深さ 0.05mの掘り方を

掘削する。

第3段階 粘土床の設置 （＋木棺の設

置・墓坑の閉塞）

木棺を設置する箇所に粘土床を設置

する。さらに、小口部分は多くの白色

粘土で充填し、押えとする。なお、こ

の段階で、粘土床内に刀子 ・玉類を埋

納したと考えられる。

この後、木棺を設置し、さらには墓

坑を閉塞したと推定する。

゜
I: 80 2m 

゜
1: 40 Im 

図119 埋葬施設 構築工程図
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4 出土遺物

(1) 円筒埴輪•朝顔形埴輪（図 120~123 ・表 1 7)

円筒埴輪は接合により 10本以上、朝顔形埴輪は

1本が確認された。各属性については次の通りであ

る。

A. 円筒埴輪

規格 全体規格が判明しているものは少ない

が、破片資料の様相から考えて、 2条3段構成が主

体的に存在すると考える。

法量器高が判明している資料は 1本だけだ

が、それは 37.0cmを測る。

口径が復元値も含めて判明しているものは 3本の

みである。それらは、 26.5cm~28.0cmを測る。

底径は 13.2~16.0cmの範囲内にあるが、 14.5

~15.0cmのものが多い。

技法の特徴 外面調整については、全てが「全面

をタテハケ後、口縁部のみにヨコナデを施すもの」

である。

内面調整については、「全面をタテナデし、最後

に口縁をヨコナデする」という工程は共通する基本

工程である。だが、中間工程において差違が認めら

れ、「全面にタテナデを施した後、上半のみにハケ

を施し、最後に口縁をヨコナデするもの」と「全面

にタテナデを施した後、口縁付近にヨコハケを施し、

最後に口縁をヨコナデするもの」との 2種類に分け

られる。うち、「全面にタテナデを施した後、上半

のみにハケを施し、最後に口縁をヨコナデするもの」

が主体的に存在する。

突 帯 断 面 形 には 「台形」のみ 1種類がある。

また、突帯の、器面へのナデつけには「仕上げナデ（突

帯と器面の境目が見えなくなるような丁寧なナデつ

けのこと）を「上端・下端とも施すもの」、 「上端の

みに施すもの」の 2種類がある。主体的な存在は「上

端のみに施すもの」である。

透孔確認したものは全て「円形」である。

線刻内面上位に「 ＼」を施すものは 1本

5 多田山5号墳

確認されている。

底部調整 確実なものは 1点も確認できない。

色調・焼成色調は 「橙色系」のみである。やや

硬い焼成である。

混入鉱物・粒子 チャート・石英・輝石が含まれ

ている。

赤彩 l点も確認できない。

B.朝顔形埴輪

規格 全体規格が判るものがなく、不明である。

法量全器高や口縁径については規格が判るも

のがなく、不明である。

底径は 16.0cmのものが 1本確認されている。

技法の特徴 外面は「全面をタテハケ後、口縁部

にヨコナデを施」し、内面は、円筒部については「全

面にタテナデを施」し、朝顔部については 「ナデ後

ハケを施し、最後に口縁にヨコナデを施」している。

突 帯 断面・台形で、上下に仕上げナデを施す。

透孔円形である。

線刻・底部調整 不明である。

色調・焼成 色調は橙色であり、やや硬い焼成で

ある。

混入鉱物・粒子 チャート・石英・輝石が含まれ

ている。

赤彩確認できない。
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図 121 円筒埴輪 底部 および破片（ 1)
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5 多田山 5号墳
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多田山 5号墳普通円筒•朝顔形埴輪観察表凡例

番号…図番号 種類…円筒⇒普通円筒朝顔⇔朝顔形埴輪 器高…口縁部から体部までの高さ

口径..口縁部の直径（口緑の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

底径…底部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

調整（外面） ••• A ⇒ 「タテハケ後、口縁ヨコナデ」 a⇔ 「タテハケ」（aは、部分復元資料や破片資料のため全体が不明なものに記載）

調整（内面）．．．A⇔「タテナデ→口縁附近ヨコハケ→口縁附近ヨコナデ」 B ⇒「タテナデ→上半ナナメハケ→口縁付近ヨコナデ」 a⇒「タ

テナデ」 b⇒「タテナデ→粗いタテハケ」 C⇒「タテナデ→上半ナナメハケ」 (a~Cは、部分復元・破片資料のため全体が不明なものに記載）

ハケメ…幅 10mmあたりのハケメの本数

突帯•••A ⇒断面が台形＋丁寧な仕上げナデを上 ・ 下端とも施す B⇒断面台形＋丁寧な仕上げナデを上端のみ施す。下端は簡略的仕上げナデ。

透孔•••A ⇒正円形

線刻•••O⇒あり X⇔なし ？⇔線刻が施されそうな部分が欠落しているため、不明 (0の場合はその内容を備考欄に記載）

線刻の詳細既述⇒「位置／形」で既述。（例：内面3段目に斜線 1本の線刻→「内3/¥」)

赤彩•本墳にはなしのため、不記載 底部調整•••△⇒可能性あり X⇒なし 一⇒底部がないため不明（△の場合はその内容を備考欄に記載）

色調…A⇒にぶい橙色 Be>橙色 出土位置・・・ 「周堀」に記載を一括 備考…その他、特記事項を記載。

表17 円筒埴輪•朝顔形埴輪観察表

No 器種
器高 口径 底径 調整 刷毛

突帯 透孔
線刻 底部

色調
出土

備考
(cm) (cm) (cm) 外面 内面 （本） 調整 位置

I 円筒 37 0 26.5 14 0 A A 5 ~6 A A △ X A 周堀

2 円筒 27 4 A B 5 ~6 A A? 

゜
内3/¥ A 周堀

3 朝顔 A B 4~ 5 A A? △ A 周堀

4 円筒 28.0 A B 5~6 A A △ A 周堀

5 円筒 13 5 a a 4~ 5 ？ ？ X A 周堀

6 円筒 /6.0 a b 4~ 5 A ？ X A 周堀

7 円筒 14 5 a a 4 ~ 5 ？ ？ △ A 周堀 底部内面．横ハケ？ （ナデ前）

8 円筒 JJ.2 a a 5 ~6 ？ ？ X B 周堀， 円筒 13 5 a a 4~ 5 ？ ？ X A 周堀

IO 円筒 14.5 a a 4 ~ 5 ？ ？ △ B 周堀 底部内面横ハケ？ （ナデ前）

II 円筒 13 5 a a 4 ~ 5 ？ ？ X A 周堀

12 円筒 a a 7~8 ？ A? ？ X A 周堀

13 円筒 A B 4 ~ 5 ？ ？ X A 周堀

14 円筒 a b 5 ~6 A A ？ X A 周堀

15 円筒 a C 7~8 A A? ？ X A 周堀

16 円筒 a a 6~7 A ？ X A 周堀

17 円筒 a b 7~8 A A ？ X A 周堀

18 円筒 a C 7~8 A A? ？ X A 周堀

19 円筒 a a 5 ~6 A A? ？ X A 周堀

20 円筒 a a 6~7 A A? ？ X A 周堀

21 朝顔 a a 4 ~ 5 A ？ X A 周堀

22 円筒 a b 5 ~6 A A? ？ X A 周堀

23 円筒 a a 5 ~ 6 A ？ X A 周堀

24 円筒 /5.0 a a 5 ~ 6 B? A? ？ X A 周堀

25 円筒 /5.0 a a 5 ~6 ？ ？ X A 周堀

26 円筒 16.0 a a 7 ~8 ？ ？ X A 周堀

27 円筒 /50 a a 5 ~6 A ？ X A 周堀

28 円筒 14.O a a 5 ~ 6 ？ ？ X A 周堀

29 円筒 15,O a a 5 ~ 6 ？ ？ X A 周堀

30 円筒 150 a a 5 ~ 6 ？ ？ X A 周堀

31 円筒 16.0 a a 5 ~6 ？ ？ X A 周堀

32 円筒 /5.O a a 6 ~ 7 ？ ？ X A 周堀

33 円筒 150 a a 5 ~6 ？ ？ X A 周堀

34 円筒 /50 a a 5 ~6 ？ ？ X A 周堀
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(2)形象埴輪（図 124)

A.人物埴輪

人ー 1

部位：太刀。細長い円筒状の形状を呈す。内面には

剥離痕跡がある。外面 2カ所には、帯状の粘土で帯

執りの紐の表現を示す。赤彩なし。全面ナデ調整。

色調は橙色。焼成はやや硬質。赤褐色粒子・黒色粒

子（輝石 or角閃石）・軽石が目立つ。

B.家形埴輪

家ー 1

部位：棟の破片。鰹木の剥離痕跡がある。外面はハ

ケ調整。棟部には鰹木貼り付けのために粘土を貼り

付ける。内面は粘土塊を幾重にも貼り付け、補強し

ている。貼り付け後、ナデ調整。色調は橙色。焼成

はやや硬質。石英・チャート・赤褐色粒子・黒色粒

子（輝石 or角閃石）が目立つ。

家ー 2

部位：軒先の破片。外面はハケ調整後、軒先部には

ナデ調整を施す。内面はハケ調整。輪積み痕跡が残

る。色調は橙色。焼成はやや硬質。石英・チャート・

赤褐色粒子 ・黒色粒子（輝石 or角閃石）が目立つ。

5 多田山 5号墳

家一 3

部位：鰹木の破片。下部には剥離痕跡あり。ナデ調

整。色調は橙色。焼成はやや硬質。石英・チャート・

赤褐色粒子 ・黒色粒子（輝石 or角閃石） ・軽石が目

立つ。

家一 4

部位：家の一部か？平面は帯状、断面は蒲鉾状を呈

する。両端は欠損。外面はヨコナデ調整。内面は、

ハケ調整。また内面は、剥離痕跡あり。色調は橙色。

焼成はやや硬質。石英・チャート・赤褐色粒子・黒

色粒子（輝石 or角閃石）・軽石が目立つ。

家一 5

部位：軒先の破片。外面はハケ調整後、軒先部には

ナデ調整を施す。内面はハケ調整及びナデ調整。輪

積み痕跡が残る。色調は橙色。焼成はやや硬質。石英・

チャート・赤褐色粒子・黒色粒子（輝石 or角閃石）

が目立つ。

家一 6

部位：壁体の破片。外面はハケ調整。内面はナデ調整。

色調は橙色。焼成はやや硬質。石英・チャート・赤

褐色粒子・黒色粒子（輝石 or角閃石）・軽石が目立つ。

I 

ー□竺□ー。

| 

□ 
人一 l

三二／
ご□三 家ー 1

ロ0
家一 3

□〇□
家ー2

□〉]
家一 6

口
家一 5

I 

二□(J
家一 4

図 124 人物埴輪・家形埴輪

，口、9

゜
1: 4 10cm 
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第 3章古墳の調査報告

(3)土器（図 125・表 18)

掲載した土器は全て土師器であり、器種は甕と坪

である。なお、出土土器の細片まで観察したが、土

師器の他器種や須恵器片の出土は一片も確認できな

かった。

甕（器一 l) は器高 23.8cm、口縁径 15.5cm、

底径 7.0cmを計る、単口縁の甕である。体部外面

にはヘラケズリを多用し、その後、上半部にナデを

施している。胎土には砂礫を多く含んでいるものの、

口縁端部の処理など、細部の作り上げは丁寧である。

魏（器ー 2)は器高 9.7cm、口縁径 7.9cmを計る。

器面の仕上げは、ヨコミガキによって極めて丁寧に

行われている。口縁中位には、そのミガキによって

段を作り出している。体部中位の穿孔は焼成前のも

のである。胎土は比較的緻密である。

坪（器ー 3・4)は口径 12.0cm程の、所謂「模倣坪」

である。ともに端部の処理などはややシャープさに

かけるが、器ー 3では内面全体に丁寧なミガキを

かけており、仕上げの丁寧ざが見受けられる。

っ、
ミ ミ；Jミ

器一 l

器ー 3

こ
コ
／
＇

器ー 2 器ー 4

゜
1 : 4 15cm 

図 125 土器

表18 土器観察表

番号 器種
法量(cm)

形態及び成整形の特徴 色調 焼成
出土

備考
口／底／高 位置

土師器 15 5/7 0/ 
形態’やや外反気味に広がる単口緑 ・やや縦つまりの球胴・やや丸みをもっ

やや
外面に黒斑対に

1 た平底成整形 口緑横ナデ・頸部横ナデ・体部は外面はヘラケズリ後上半部 橙色 周堀 2つあり底器は
甕 23 8 

のみナデ、内面はヘラナデ・底部はヘラケズリ後ナデ調整にてつくりだし
粗

焼成後穿孔

形態’口縁は外反気味に立ち上がる。中位に不明瞭な段を持つ。体部は中位やや上に
同墳の形象埴

土師器 7 9/X 最大径を持つ球胴底部はやや平底気味の丸底成整形’口縁はナデ後斜横位ミガキを密 にぶい やや2 
謎 /9.7 に施す。体部は上半はケズリ後ナデ、その後に斜横位のミガキを密に施す。下半はケ 橙色 密

周堀 輪に胎土が類

ズリ後、僅かなミガキを施す。内面はナデ。焼成前穿孔
似

形態口緑は僅かに内湾気味に立ち上がる。端部は丸く収める。口縁と体部の境に稜

3 
土師器 12 0/X を持つ。体部はやや深い。丸底。成整形 口縁は横ナデ。内面については、その後、 にぶい やや

周堀
体部外面に黒

坪 /4 5 横位の密なヘラミガキ。稜線は、上位は強い横ナデ、下位はヘラケズリによってケズ 橙色 密 斑 lつあり
リ出されている。体部は斜横位のヘラケズリ 。体部内面は斜横位の密なヘラミガキ。

形態 口縁は内湾気味に直立する。端部は丸く収めるが、内面に内斜する面
4号墳の埴輪

4 
土師器 /30/X を持つ。口緑と体部の境に明瞭な稜を持つ。体部は深めと推定。丸底と推定。成

橙色 密 周堀 胎土によく似
坪 /3 5~ 整形口緑はヨコナデ。稜線は、上位の強い横ナデによって形作られている。体

部は外面は体部下半はヘラケズリ、上半は不定ナデ。内面は斜横位のナデ。
ている。

(4)鉄製品（図 126)

刀子（鉄一1)は切先が一部欠損している。残存

長は 10.2cmであるが、推定全長は 11.0cm前後で

あり、小型の刀子と考えられる。残存刃長は 6.1cm、

刃巾は 1.4cm、刃厚は 0.3cm、茎長は 4.0cm、茎

巾は1.1cm、茎厚は 0.3cmを、それぞれ計る。茎

部には木質が一部遺存している。

‘‘ 

＠
 

m
 

鉄ー1

゜
I: 2 5cm 

図 126 鉄製品
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(5)玉製品（図 127・表 19)

玉製品には、丸玉と管玉がある。

丸玉（玉一 1• 2)は2点が出土した。材質は葉蝋

石である。いずれも完形品である。玉ー 1は直径

0.9cm、厚さ 0.6cmを計り、玉ー 2は直径1.0cm、

厚さ 0.8cmを計る。中心部の穿孔はともに 0.2cm

であり、片側穿孔である。

管玉（玉ー 3~25)は23点出土した。材質は全

て緑色凝灰岩である。完形品と思われるものは 1点

—•)- —•-

昌口 —~-四 GD □) ： 

① 0 
2 3 4 5 

畠 ーロ―
丘2)_ □ 薗
全‘̀‘‘ 

:y; ``ー‘ 心‘̀-9） ‘ 全̀-9’ ‘ヽ̀ -9‘ 

10 II 12 13 14 

5 多田山 5号墳

（玉ー 3)のみである。この資料は直径 1.0cm、長

さ2.8cmを計る。中心部の穿孔は 0.2cmであり、

両側穿孔と思われる。その他の資料（玉ー 4~25)

は全て破損品である。但し、これらの資料はいずれ

も推定復元できる直径が完形資料のそれに近く、元

来は玉ー 3とほぼ同一規格品であったことが推測

できる。なお、資料の中には 2孔の穿孔があるも

の（玉一 10• 15)や未完通の孔があるもの（玉ー

14・ 16)など未成品と思われるものも含まれている。

日 ミ _~- □ 
后‘ヽ＿_>、、

〇） ① ‘ヽ̀―z〉‘ 

6 7 8 ， 

曇 閂 翡 —(-
全：

歪‘‘-9‘ ： ~‘｀ーヽ’: 
：令： `̀・ -1 ‘ 

‘`ー一‘’

15 16 17 18 

骨 —(- —(- 一虚― 一笥— 愈— 一忍一
后〉‘, 后：

心‘ー一‘： 
心‘:

心‘̀-9‘ ） 
心‘̀_、： ,q ‘--9’ 

、、
‘̀--‘ ‘ ＇ ‘ー一‘ ‘、̀―、’ 

19 20 21 22 23 24 
25 ゜

1: 1 3cm 

図127 玉製品

表19 玉製品観察表

番号 種類 材質 直径 孔径 厚み 色調 番号 種類 材質 直径 孔径 厚み 色調

1 丸玉 葉ろう石 0 90 0 20 0 60 EM 片面穿孔 14 管玉 緑色凝灰岩 I 00 0 20 1.50 MG 不朋未完通の孔l

2 丸玉 葉ろう石 I 02 0 20 0 78 EM 片面穿孔 15 管玉 緑色凝灰岩 I 00 0 20 1 40 MG 2孔あり

3 管玉 緑色凝灰岩 l、05 0.21 2.80 MG 両面穿孔？ 16 管玉 緑色凝灰岩 1.00 0.20 I 35 MG 不朋・未完通の孔l

4 管玉 緑色凝灰岩 l 05 0 20 I 80 MG 両面穿孔？ 17 管玉 緑色凝灰岩 I 00 0 20 1、30 MG 不明

5 管玉 緑色凝灰岩 I 05 0 20 1.90 MG 不明 18 管玉 緑色凝灰岩 I 00 0 20 0 80 MG 不明

6 管玉 緑色凝灰岩 1.05 0 20 1.80 MG 不明 19 管玉 緑色凝灰岩 l.00 0 20 I 20 MG 不明

7 管玉 緑色凝灰岩 1 00 0 20 0 90 MG 不明 20 管玉 緑色凝灰岩 I 00 0 20 0.80 MG 不明

8 管玉 緑色凝灰岩 0 95 0 22 l 60 MG 両面穿孔？ 21 管玉 緑色凝灰岩 1 00 0 20 I 10 MG 不明

， 管玉 緑色凝灰岩 1.00 0.20 l 20 MG 不明 22 管玉 緑色凝灰岩 1.10 0 20 0 70 MG 不明

IO 管玉 緑色凝灰岩 0 95 0 20 1 55 MG 2孔あり 23 管玉 緑色凝灰岩 1 00 0 20 0.80 MG 不明

11 管玉 緑色凝灰岩 1 00 0 20 0.75 MG 不明 24 管玉 緑色凝灰岩 1 00 0 20 0 90 MG 不明

12 管玉 緑色凝灰岩 1.10 0 20 1 30 MG 不明 25 管玉 緑色凝灰岩 1.00 0.20 0.90 MG 不明

13 管玉 緑色凝灰岩 l 00 0 20 1 20 MG 不明 ※「色調」 ••EM→EMERALDGREEN MG→ MOSSGREEN 
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第 3章 古墳の調査報告

5 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 墳丘径が 9.8mの円墳である。

遺構② 墳丘盛土は全く残存していなかったが、

遺構確認面の地山には FAやAs-Cが多く含

まれていた。

遺構③ 周堀内には FAの堆積がない。

遺構④ 埋葬施設は木棺である。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器坪・甕・速などや、埴輪が周

堀内から出土している。

遺物② 形象埴輪は人と家の存在が確認できる。

遺物③ 円筒埴輪は全て 2条3段構成であり、碁

部の伸長化は認められない。

遺物④ 円筒埴輪は円形透孔が主体で、器面赤彩

はなく、底部調整も確かなものは存在しない。

遺物⑤ 主体部は、盗掘を一部に受けていたが、

副葬品としては刀子 ・管玉が存在した。

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

土師器 ・坪（器ー 3 • 4)は口縁が直立気味の須

恵器坪蓋模倣坪である。口縁端部は丸く仕上げられ

ている。この形態や造作からは、 「多田山 1期」に

帰属時期をおくことが適当である。土師器・醜（器

-2)や甕（器一 l)は形態的にやや古相を呈して

いるようにもみえる。

円筒埴輪は、全体復元されたものが少ないため、

あまり積極的には論じられない。だが、数少ない復

元資料や、破片資料から窺える情報からは、 2条3

段構成のものばかりであり、所謂 「基部の伸長化」

は認められない。透孔の形状は円形である。赤色顔

料の塗彩は認められず、底部調整も、僅かにそれら

しき資料を含むものも大多数には存在しない。よっ

て、近年の研究（島田 2001)に墓づき、その時期

を「多田山 1期」と考える。
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管玉（玉ー 3~25)は緑色凝灰岩製である。近

年の動向（深澤 2003)から考えると、こうした性

質の玉類の生産は「多田山 I期」以降に展開するも

のと考えられる。

遺構の時間的位置づけ

墳丘盛土は全く残存していなかったが、遺構確認

面の地山には FAやAs-Cが多く含まれていると

いうことは、 FA降下以降と考えられる。FAの降下

時期については「多田山0期最終末～多田山 I期の

初め」と考えられる（編集者の考え）ので、盛土構

築（＝古墳築造）の時期は 「多田山 I期」以降と考

える。

※ 

以上のことから、本墳は次のように理解できる。

本墳は、遺構・遺物の特徴（遺構①③・遺物③④）

から、 「初期群集墳」を構成する 1古墳と考えられ

る。既研究（右島 1993)によれば、この種の古墳

の造営時期は、 「多田山 0~I期」相当の時期と考

えられている。但し、埋葬施設が竪穴式小石榔でな

く、木棺である点がやや気掛かりである。

一方、本墳の築造時期と最も近似する情報は FA

との先後関係と、副葬品としての玉製品の情報、円

筒埴輪の情報である。 FAとの先後関係を通して導

き出された墳丘構築時期は 「多田山 I期（以降）」

である。また、玉製品については、その生産時期か

ら考えて「多田山 I期」以降であると考えられる。

さらに、円筒埴輪に関して導き出された時期は 「多

田山 l期」である。

したがって、本墳の築造時期は「多田山 I期」と

考えられる。
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第3章 古墳の調査報告

1 調査前

多田山 6号墳は、標高 142m付近にある。その

位置は、多田山丘陵の頂部（標高 159m)南東部

に馬の背状にのびる平坦地形面の一部が東方向へ僅

かに舌状突出する、その縁部である。

調査前の状況では墳丘状の高まりは確認できず、

古墳の存在を想定できる状況ではなかった。また、

試掘においてもその存在が確認されていなかった。

ところが、表土掘削段階で、周堀の輪郭が確認され、

墳丘径 20m前後の円墳の存在が想定された。

なお、本墳は上毛古墳総攪記載漏れの古墳である。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 129)

墳丘直径 16.0mの円墳である。墳裾部の大半は

崩れがひどく、多田山 2号墳で見られるような、地

山けずり出しの二段築成構造は明確には認められな

かった。

盛土の存在は墳丘中央付近の一部（おおよそ直径

6.0mの範囲）のみで、厚さ 2~8cmほどが確認

された。その直上には As-Bを含む黒色土が覆っ

ていることから、削平を受けたものと思われる。盛

土はロームブロックと黒色土との混土であり、周堀

掘削土を利用したと想定される。また、盛土直下の

にはFAの一次堆積層の存在が認められたことから、

本墳の盛土行為が FA降下直後に行われたと推測さ

れる。

(2)周堀（図 129)

調査確認面においては、南側の土橋部分を除き、

墳丘の周りを全周する。

規模は、上幅 3.2~4.0m、下幅 0.9~1.3m、

深さ 0.9~1.2mであり、断面形状が逆台形を呈す

る。周堀底面は平坦化していたが、最下層の覆土の

状況から、張り床状の埋め戻しをした痕跡は認めら

れなかった。

周溝内埋葬についても存在は確認できなかった。

土橋は、周堀の南側においてその存在が明瞭に確
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認できた。それは、幅1.5m、長さ（＝周堀の上幅

存在） 2.4mの規模を持つものであり、両端の周堀

底部との高低差は 0.6~0.8mである。

覆土は、 As-C • FAを含む黒・暗褐色土、ロー

ムを含む黄褐色土が主体であり、上層に As-Bの

一次堆積層が存在する。

(3) 周堀内における遺物出土状況（図 130• 131) 

周堀内からは多量の埴輪片と少量の土器片・石製

品が出土している。

埴輪の出土状況 出土した埴輪には、円筒埴輪、

朝顔形埴輪、形象埴輪がある。

円筒埴輪は全て 2条 3段のものであり、 50本以

上の個体が破片となって出土した。朝顔形埴輪は確

実にそれと判断できるものは、 1個体分の破片資料

しかない。

形象埴輪は、人物と馬、家の破片が出土した。全

て l体づつの個体識別ができる。

これら各種埴輪の出土状況には共通点と相違点が

ある。まず、共通点は層位分布に認められる。全埴

輪片が As-B層下の黒色土・黒褐色土層（断面C.

Dでの第 3• 4層）に出土が集中している、という

点である。この層は周堀底面から 0.5~1.lmの高

さに認められる層である。ちなみに、周堀底面から

の埴輪片の出土は皆無であった。

また、相違点は平面分布に認められる。円筒埴輪・

朝顔形埴輪は、平面分布的にはエリア I~VllIの全て

から出士しているのに対し、形象埴輪の内、人物は

エリアVllI、馬はエリアVil• VllIからのの出土に限定さ

れるのである。なお、形象埴輪の内、家はエリアill・

N • Vil • VllIから出土している。

さらに、これらの接合関係に関しては、円筒埴輪

の場合、一個体の接合は同一・隣接エリアの資料に

限らず、複数の遠隔エリアの資料についても認めら

れた（なお、形象埴輪の場合は、出土エリアが限定

されるため、自ずと接合も同一 ・隣接エリアに限定

された）。

こうした出土状況と接合関係を考え合わせると、

以下のことが推定される。
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第3章 古墳の調査報告

円筒埴輪については、出土分布の状況から本来

の樹立位置を復元することは難しい。なぜなら、ど

れか lつの個体資料をとってみても、その接合資料

の分布範囲が複数のエリアにわたっているからであ

る。

形象埴輪については、層位・出土位置・接合関

係がいずれもまとまりを持つこと（図 131)から、

おおよその位置を推定することは可能である。おそ

らく 「人ー 1と馬ー 1」の位置的関係性が認めら

れる。また、家の破片が四方に分散して出土してい

る状況からは、家が人物や馬と並立していたと考え

るのではなく、墳頂部に置かれていたものが破片と

なって周堀の内の四方に転落したと考える方が妥当

である。

土器の出土状況

が出土した。

土器は須恵器 ・大甕（器一 1)

この土器の破片は、そのほとんどが

As -B層下の黒色土層（断面 C・Dでの第 3層）

に集中しており、平面分布においてもエリアVlilに限

定される。破片総数に対して接合率は約 70％であ

り、約 30％の破片が未接合であった。しかし、 こ

れらの未接合の資料においても、技法や焼成具合な

どから、器ー1と同一資料と考えられた。

出土状況から、

こうした

この須恵器・大甕は、周堀のエリア

Vlil付近の墳裾に置かれていた可能性が考えられる。

なお、形象埴輪（人物・馬）と須恵器・甕が出土

したエリアVlilは、周堀内に存在する土橋と隣接する

場所にある。
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第 3章 古墳の調査報告

3 埋葬施設と旧地表（図 132• 133) 

(1)埋葬施設の調査

本調査によって埋葬施設は検出されなかった。

本墳の場合、周堀内からの出土する埴輪 ・須恵器

から導き出される年代観と、それに基づく多田山古

墳群内の同時期古墳の埋葬施設の様相を考え合わせ

ると、想定される埋葬施設は、地表面を深く掘り込

む掘り方をもつ、竪穴系埋葬施設であった。

平面精査により、わずかに残存する盛土上からそ

の平面プランを確認しようとしたができなかった。

さらには盛土をスライス除去しながらそのプランの

検出に全力を尽くしたが、盛土を完全除去したにも

かかわらず、想定していた種類の埋葬施設は検出さ

れなかった。

(2) 旧地表面の状況

本墳の場合、盛土の存在は墳丘中央付近の一部（お

およそ直径 6.0mの範囲）のみであったため、その

範囲内のみから、旧地表面が検出された。旧地表面

には FAが露出していた（図 132のトーン部）が、

そのFA面は周辺地形と同一の傾斜面を呈していた。

また、 FAが残存するこの範囲はほぼ墳丘の中央

に位置しており、本来ならば埋葬施設が存在してい

る場所である。しかし、旧地表を検出した限りにお

いては、 FA面に層の乱れや窪みが存在する状況は

全く見いだせなかった。
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第 3章 古墳の調査報告

4 出土遺物

(1 ) 円筒埴輪•朝顔形埴輪（図 134~142 ・表 20 • 21) 

円筒埴輪は接合により 60本以上、朝顔形埴輪は

1本の存在が確認された。各属性は次の通りである。

A. 円筒埴輪

規格 全て 2条 3段構成である。

法 量器高は 28.1~40.0cmの範囲にあるが、

32~34cm前後のものが多い。

口径は 18.0~24.5cmの範囲にあるが、 21.5cm

前後のものが多い。

底径は 11.0~16.5cmの範囲内にあるが 12.0cm

のものが多い。

技法の特徴 外面調整については 「全面をタテハ

ケ後、口縁部のみにヨコナデを施すもの」と、 「全

面を板ナデ後、口縁部のみにヨコナデするもの」の

2種類が認められる。全体の 9割 5分以上は前者で

あり、後者は極めて客体的に存在する。

内面調整については、 「全面をタテナデし、最後

に口縁をヨコナデする」という工程は全資料に共通

する基本工程である。だが、中間工程において差違

が認められ、「全面にタテナデを施した後、同じく

ほぼ全面にハケを施し、最後にヨコナデするもの」、

「全面にタテナデを施した後、上半のみにハケを施

し、最後に口縁をヨコナデするもの」、「全面にタテ

ナデを施した後、雑なハケを施し、最後に口縁をヨ

コナデするもの」、「全面にタテナデを施した後、ハ

ケを施し、再度上半のみハケを施し、最後に口縁を

ョコナデするもの」、「全面にタテナデを施した後、

再度上半のみにナデを施し、最後に口縁をヨコナデ

するもの」の 5種類に大別できる。うち、「全面に

タテナデを施した後、上半のみにハケを施し、最後

に口縁をヨコナデするもの」が主体的に存在する。

なお、これらは、ハケやナデの方向や工具の差違に

よってさらに細分も可能である。

突帯 断面形には「台形」、 「三角形」、 「扁平な

台形」の 3種類がある。どれも同じ程度採用されて

いる点が特徴である。なお、これらは混在すること
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が多々認められる。また、突帯の器面へのナデつけ

には 「仕上げナデ（突帯と器面の境目が見えなくな

るような丁寧なナデつけのこと）を「上端 ・下端と

も施すもの」、「上端のみに施すもの」の 2種類があ

る。ともに同じ程度採用されている点が特徴である。

透孔 全て 「円形」を採用している。

線刻 多種の線刻が認められる。外面 3段には

「|」「||」「|| |」「¥」「¥¥」「U」「X」「一」、外

面 1段には 「X」「+」「¥」 がある。また、内面上

位には「＼」「＝」「X」「キ」がある。

底部調整 内面を削るものが稀に認められる。

色調・焼成 色調には 「黄橙色系」「橙色系」「黄

褐色系」「灰白色系」「赤褐色系」「褐色系」がある。

焼成には「硬質な焼き上がり」と 「軟質な焼き上が

り」とあるが、後者の方が多い。

混入鉱物・粒子 チャート ・石英 ・輝石 ・角閃石

が含まれているほか、白色粒子（軽石？） • 長柱状

黒色結晶（長石？）の混入が目立つ。

B.朝顔形埴輪

規格 全体規格が判るものがなく、不明である。

法 量全器高や底径については、不明である。

口径は推定 33.0cmのものが 1本確認されている。

技法の特徴 外面は 「全面をタテハケ後、口縁部

にヨコナデを施」し、内面は、朝顔部については「ナ

デ後ハケを施し、最後に口縁にヨコナデを施」して

いる。

突 帯 断面・台形で、上下に仕上げナデを施す。

透孔 不明である。

線刻・底部調整 不明である。

色調・焼成 色調は橙色であり、やや硬い焼成で

ある。

混入鉱物・粒子 チャート・石英・輝石が含まれ

ているほか、白色粒子（軽石？）•長柱状黒色結晶（長

石？）の混入が目立つ。
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第3章 古墳の調査報告

多田山6号墳普通円筒・朝顔形埴輪観察表凡例

番号…図番号

種類..普通⇒普通円筒 朝顔⇔朝顔形埴輪

器高…口縁部から体部までの高さ（口縁の高さが一定していない場合はいちばん低い位置を計測）※斜体数字は復元高

口径…口縁部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

底径•••底部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

調整（外面） •••A ⇒ 「タテハケ後、口縁ヨコナデ」 B⇒「板ナデ→口縁ヨコナデ」 a¢ 「タテハケ」b⇒「器面剥離のため不明」(aとbは、

破片資料のため全体が不明なものに記載）

調整（内面） •••A ¢ 「タテナデ→タテハケ→口縁ヨコナデ」 B ⇒ 「タテナデ→タテハケ→上半のみナナメハケ→口縁ヨコナデ」 C⇔「タテナ

デ→タテハケ→上半のみナナメナデ→口縁ヨコナデ」 D⇒「タテナデ→上半のみタテナナメハケ→口縁ヨコナデ」 E⇒「タテナデ→上半の

みナナメナデ→口縁ヨコナデ」 F⇔「タテナデ→上半のみタテハケ→口緑ヨコナデ」 G⇒「タテナデ→散漫なタテハケ→口縁ヨコハケ→

口縁ヨコナデ」 H⇒「タテナデ→雑なナナメハケ→口縁ヨコナデ」 1⇔「タテナデ→雑なナナメハケ→口縁ヨコナデ→口唇ヨコナデ」 J⇒ 
「タテナデ→タテハケ→口縁ヨコヨコハケ→口縁ヨコナデJ K¢ 「タテナデ→上半のみタテハケ→上半のみヨコハケ」 a⇔「タテナデ→タテ

ナナメハケ」 b¢ 「タテナデ」 c¢ 「タテナデ→タテナナメナデ→口縁ヨコナデ」 d⇔「タテナデ→タテナナメナデ」＿e⇒「タテナデ→

ナナメハケ→ヨコハケ」(a~eは、破片資料のため全体が不明なものに記載）

ハケメ…幅 10mmあたりのハケメの本数

突帯…A⇔断面が台形＋仕上げナデを上・下端とも施す B⇒断面台形＋仕上げナデを上端のみ施す C⇒断面三角形＋仕上げナデを上 ・下

端とも施す D⇒断面三角形＋仕上げナデを上端のみ施す E¢断面における高まり がほとんど認められない形＋ナデを上 ・下端とも施す

透孔•••A ¢正円形 B⇒不整円形

線刻•••O⇒あり X⇔なし ？⇔線刻が施されそうな部分が欠落しているため、不明

(0の場合はその内容を記載）線刻の詳細既述⇒「位置／形」で既述。「位置」は、外 1¢外面基部 外2⇒外面 2段目 外3⇒外面 3段目

内 1⇔基部附近の内面 内2¢ 2段目附近の内面 内3⇔3段目附近の内面 「形」 は、描かれた形を掲載。（例：外面 3段目に横線 2本の

線刻→「外3/=」)

底部調整…△⇔確定はできないが可能性あり X¢なし （△の場合はその内容を備考欄に記載）

色調・・・ A¢装橙色 B⇒浅黄橙色 C⇒にぶい黄橙色 D⇔橙色 E⇒明黄褐色 F⇔明赤褐色 G¢にぶい褐色

出土位置•出土したエリア（図 1 30) に0を記載。 ※ 1 個体が複数破片の接合のために、出土エリアが複数にまたがる場合が多い。

備考•••底部調整の詳細を記載。 その他、特記事項を記載。

表20 円筒埴輪•朝顔形埴輪観察表（1)

No 器種
器高 口径 底径 調整 刷毛

突帯 透孔
線刻 底部

色調
出土位四

備考
(cm) (cm) (cm) 外面内面 （本） 内容 調整 Ill ill!V VVIVIIVIII 

I 円筒 28 I /8.0 12 0 A D 6~ 7 AC  A ？ X D 

゜2 円筒 31 2 20.0 12 5 A 8 5 ~6 C A ？ X A 

゜3 円筒 35 8 22.0 II 5 A B 4~ 5 A A ？ X C 

゜ ゜
焼き硬い

4 円筒 32 0 210 12 5 A A 5~6 BD A 

゜
外3/I X C 

゜゚5 円筒 32 5 20 5 12 0 A B 5~6 BD A 

゜
外3/II X D 

゜゚6 円筒 33 0 23 0 00 A C 7~8 C A X X D 

゜゚7 円筒 30 0 21 5 11 8 A B 7~8 C A 

゜
内3/¥? X D 

゜゚8 円筒 33.4 23.0 12 0 A C 7 ~8 C A 

゜
内3/¥ X D 

゜゚， 円筒 40 0 24 5 12 0 A D 4~ 5 A A 

゜
内3/= X C 

゜゚゚゜JO 円筒 34 7 21 5 12 5 A E 4~  5 ACE A 

゜
内3/X X D 

゜゚゚゜II 円筒 30 5 20 0 JI 0 A G 7~8 AC  A X X D 

゜12 円筒 31 7 20 5 12 3 A B 5 ~ 6 BD A 

゜
外］ ／＼ X D 

゜゚13 円筒 29 9 20.0 12.5 A D 5~6 AC  A 

゜
外3/Ill X E 

゜゚14 円筒 33 0 22 5 12 0 A B 6~ 7 C A 

゜
外!/+ X D 

゜゚゚ ゜15 円筒 318 22.5 12 0 A G 6~ 7 AC  A ？ X E 

゜゚16 円筒 35 8 19 5 13 0 A D 4 ~ 5 A A 

゜
外3/^ △ D 0 

゜
底部内面にケズリあり？

17 円筒 33 0 23.0 12.5 A A 4 ~ 5 8D  A ？ X C 

゜
外面に黒斑粒子あり

18 円筒 31 0 24 0 13 0 A B 6~ 7 A~D A X X A 

゜19 円筒 34 9 210 12 5 A H 5 ~6 C A X X D 

゜20 円筒 34.2 21 5 125 A A 4 ~ 5 C B 

゜
外3/I X E 

゜゚21 円筒 32 5 21 5 12 5 A 8 4~ 5 C A 

゜
外3/II X C 

゜゚゜
底の歪みあり

22 円筒 32 4 21 0 12 2 A A 4~ 5 B D A 

゜
外3/¥¥ X E 

23 円筒 31 7 19 5 11 2 A B 6 ~ 7 C A X X D 

゜24 円筒 34 4 21 0 12 4 A B 5~6 AC  A 

゜
外3/II

゜
D 

゜
底部内面にケズ リ

25 円筒 31 2 21 0 12 0 A F 5~6 B D A 

゜
外3/11 X A 

゜
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6 多田山6号墳

表21 円筒埴輪•朝顔形埴輪観察表 (2)

器高 口径 底径 調整 刷毛 線刻 底部 出土位置
No 器種

(cm) (cm) (cm) （本）
ク大t：市田 透孔

調整
色調 備考

外面内面 内容 I II ill N V VI VII Vlll 

26 円筒 32 7 210 12 2 A F 3 ~ 4 B D A ？ X D 

゜
器形の歪みが激しい

27 円筒 13 5 a a 7~8 AC A ？ △ D 

゜
底部外面に調整あり？

28 円筒 21 0 A B 4 ~ 5 AB A 

゜
外3/II ？ C 

゜29 円筒 20 0 A A 4 ~ 5 B D A ？ ？ C 

゜30 円筒 21 0 A I 5~6 D A ？ ？ D 

゜31 円筒 24 5 A J 5~6 A A 

゜
外3/U ？ D 

゜゚32 円筒 22.O A D 4 ~ 5 BD A ？ ？ D 

゜33 円筒 23.0 A D 3 ~ 4 A A ？ ？ B 

゜34 円筒 21 0 A B 7 ~ 8 E A ？ ？ D 

゜゚35 円筒 220 A K 4 ~ 5 C A ？ ？ D 

゜36 円筒 22 0 B E 板ナデ C A ？ ？ D 

゜゚
特異な突帯

37 円筒 210 A B 4 ~ 5 E A ？ ？ D 

゜゜38 円筒 215 A D 4 ~ 5 B A 

゜
外3/II ？ C 

゜ ゜39 円筒 20 5 A D 3 ~4 E A 

゜
外3/II ？ D 

゜40 円筒 A a 5 ~ 6 E A ？ ？ C 

゜
口唇部著しい外湾

41 円筒 120 a b 4~ 5 D A 

゜
内3／キ ？ E 0 

゜42 円筒 11 0 A b 4 ~ 5 D A ？ ？ D 

゜43 円筒 14 0 A a 6 ~ 7 B D A ？ X D 

゜44 円筒 13.0 a b 5 ~6 B A ？ X D 

゜゚ ゜45 円筒 12 5 a a 4 ~ 5 B D A ？ X D 

゜46 円筒 12 5 a a 7 ~ 8 E A? ？ X D 

゜゚47 円筒 14 0 a b 7 ~ 8 E A? 

゜
外1/X X D 

゜48 朝顔 33.0 A e 5 ~ 6 A ？ ？ ？ D 0 

゜
朝顔部のこく 一部残存

49 円筒 11 4 a a 6~ 7 E ？ 

゜
外l/X X E 

゜50 円筒？ a e 4 ~ 5 ？ ？ ？ ？ F 

゜51 円筒 22.2 A a 5 ~6 A A ？ ？ D 

゜52 円筒 23.5 A a 6~ 7 E A? ？ ？ D 

゜53 円筒 22.6 A a 3 ~4 A A? ？ ？ E 

゜54 円筒 }} 2 a b 5 ~6 A ？ ？ X F 0 

゜55 円筒 113 a a 5 ~ 6 E ？ ？ X D 

゜56 円筒 12.8 a b 5 ~6 BD ？ ？ X D 

゜57 円筒 13,O a b 3 ~ 4 ？ ？ ？ X E 

゜58 円筒 12.0 a b 3 ~ 4 ？ ？ ？ X F 

゜59 円筒 12.8 a a 5 ~ 6 ？ ？ ？ X D 

゜゜60 円筒 16.5 a a 5 ~ 6 ？ ？ ？ X D 

61 円筒 II 0 a b 5 ~ 6 ？ ？ ？ X C 

゜゚62 円筒 JI 0 a b 5 ~ 6 ？ ？ ？ X D 

゜゚63 円筒 /2.8 a b 5 ~ 6 AC A? ？ X D 

゜゚64 円筒 22.0 A C 4 ~ 5 BD A ？ ？ C 0 

゜65 円筒 a a 5 ~6 E A? ？ ？ D 

゜66 円筒 a a 5 ~6 A A? ？ ？ D 

゜67 円筒 a a 4 ~ 5 A ？ 

゜
外3/¥ X D 

゜68 円筒 b b 6 ~ 7 E ？ ？ X D 

゜
特異な突帯

69 円筒 b d 6 ~ 7 D ？ ？ X D 

゜70 円筒 a b 2 ~ 3 ？ ？ ？ X D 

゜゚
異質な胎土

71 円筒 a a 2 ~ 3 ？ ？ ？ X G 

゜゚
異質な胎土

72 円筒 12.0 a b 5 ~6 ？ ？ ？ X C 

゜73 円筒 JI 5 a a 5 ~6 ？ ？ ？ X B 

゜
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第 3章 古墳の調査報告

(2)形象埴輪

A.人物埴輪

は欠損しているが、残存部からの推測により、 しつ

人ー 1 （図 144• 145) 

左腕を差し上げる男子

器高 75.0cm 

形態の特徴 大振りで、顔も大きい男子埴輪であ

る。髪形は振り分け髪であり、線刻による頭髪の表

現が丁寧に施されている。垂髪も2.5~3.0cmの

幅で丁寧に表現されている。美豆良は胸付近まで長

く表現されている。目は大きな滴形で、やや寄り目

である。眉は粘土帯を隆起させ、表現している。鼻

かりとした大きな鼻がつくものと思われる。口は横

長であるが、両端がわずかに下がっている。顎はエ

ラが張り、シャープに表現されている。耳の表現は

認められない。顔面への赤彩もない。肩は広く、胸

板も厚い。腕は太く、指先の表現まで丁寧である。

右腕は腰部に向かっており、その手は腰に当てるよ

うな仕草に表現されている。左腕は、斜め前方に差

し出されており、その手は、手のひらを外側に向け、

何かを握る所作をしている。体部には衣服等の表現

がない。腰部は弱くくびれており、全周を幅 2.3cm

□□

,
 

If 

'←一
、---,---
V、,
ー`ー、

，i : ¥ :i : 
:‘、、‘、』'
，、～ご:9’

／ ロ

------------------------------」

←—-:呵ここここーご

｝ ＼ 
: : 
［ ： 

三i i 
: : 
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！ ！ : : 

¥ i 
‘、------------------------------'

0 1 : 5 15cm 

図 143 人物埴輪（ 1) 人ー 1 (1) 
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6
 

多田山 6号墳

の帯、さらに前面には帯端が垂下した表現がなされ

ている。この帯の背面には鎌が下げられている。

基部には 2つの円形透孔が開く。突帯は一条巡る。

技法の特徴 星本的には、全てが輪積みによって

成形し、その後内外面ともナデによって整形してい

る。外面のナデは顔面や腕、指先などについては丁

寧に施している。その単位は不明であるが、肩から

下の体部や裾部、さらには埜部に至るまで、板ナデ

を施している。内面のナデは体部については長いス

トロークの指ナデを、輪積み痕が消えるくらい丁寧

に施しているが、頭部内面については、製作者の指

が入らないこともあって、指頭痕に近い程の指ナデ

を施すのみである。垂髪 ・美豆良 ・振り分け髪・鎌．

帯などは別途用意した粘土帯を丁寧なナデによって

貼り付けている。また、頭頂部ではボタン状粘土塊

を用いて最後の輪積みを塞いでいる。腕の接合は中

実の接合である。半身部と詰部との接合は、碁部の

上に半身部を乗せ、裾部を貼り付けて接合部分を塞

いでいると思われる。赤彩は施されていない。

色調・焼成・胎土 色調は赤褐色。焼成はやや硬

質。胎土中にはチャート・赤褐色粒子 ・輝石 ・黒灰

色粒子（凝灰岩？）が確認できる。
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図 144 人物埴輪 (2) 人ー 1(2) 
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第 3章 古墳の調査報告

人ー2 （図 145)

部位：下げ美豆良の一

部。断面円形。断面中心

には径 3mmの空洞があ

り、製作時の軸棒の存在

9
9

ハ
ロ
〖
＇

，ロ恥冒ー，
0

が示唆できる。上端は扁 図145 人物埴輪（3) 人ー2

平になり、剥離痕が認められる。全体にナデ調整。色

調は橙色。焼成はやや硬質。周堀エリアVIIIから出土。

B 馬形埴輪（図 146• 147) 

馬形埴輪は出土量が少なく、有効な接合関係を見

いだすことはできなかった。但し、いずれも破片に

も、石英 ・チャー ト・赤褐色粒子 ・黒色粒子（輝石

or角閃石）・軽石が同様に含まれ、色調 ・焼成具合

も類似することから、同一個体を考えられる。

馬ー 1

部位：顔の一部。鼻から口にかけての部分。面繋

は幅 2.0cmの粘土紐で表現されている。さらに面

繋には、部分的に赤彩が残存しており、本来は面繋

全体に施されていたものと考えられる。また、鏡板

の表現は残存していなかったが、剥離痕の状況から

考えて、円形鏡板を表現した粘土板が貼付されてい

たと思われる。口の表現は幅 0.2cm程の沈線で表

現されているのみである。鼻孔の表現は直径1.0cm

程度の未貫通の孔で表現されている。

成形は、幅 2.0cm程度の粘土紐を輪積みし、ロ

先部分には楕円形の粘土板を貼り付け、閉塞してい

る。内外面とも、ナデ調整で整形されており、粘土

紐の貼り付けもナデによる。色調は橙色。焼成はや

や硬質。出土位置は周堀エリアVIIIであり、人一 lと

隣接している。

馬ー 2

部位 ：馬鈴。孔はシャープに切りとられ、全体的に

丁寧なつくりである。背面全体は剥離痕。ナデ調整

で成整形されており、体部への貼り付けもナデによ

る。色調は橙色。焼成はやや硬賀。周堀エリアVIIIか

ら出土。

馬ー 3

部位：馬鈴。孔はシャープに切りとられ、全体的に

丁寧なつくりである。背面全体は剥離痕。ナデ調整

で成整形されており、体部への貼り付けもナデによ

る。色調は橙色。焼成はやや硬質。周堀エリアVIIIか

ら出土。

馬—4

部位：面繋の左頬：辻金具の破片。繋は粘土帯の貼

り付けによって表現されており、赤彩が施されてい

る。辻金具の鋲の表現はない。破片上端に耳の孔一

部が残存する。外面は丁寧なナデ調整、内面もユビ

ナデ調整。色調は明黄褐色。周堀エリアVIIIから出土。

0ロ
馬ー 2

〇い
馬ー 3 馬ー 4

□
[
 

ー
ロ
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1 : 5 15cm 
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図146 馬形埴輪（ 1)
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馬ー 5

部位：角状駆。頂部は平坦。駆部は筒状の呈するが、

頂部付近で逆ハの字状に広がる。中実。 側面はハケ

調整。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。周堀エリ

アVIIIから出土。

馬ー 6

部位：尻尾の付け根の破片。尻尾は中実。尻繋は粘

土帯の貼り付け。尻尾の上位には赤彩が施されてい

る。外面は全体的に丁寧なナデ調整。内面もナデ調

整。色調は橙色。焼成はやや硬質。周堀エリアVIIIか

ら出土。

馬ー 7

部位：鈴。下の孔の表現なし。形状は突起物状。外

面はナデ成形。背面は剥離痕。色調は明戟褐色。焼

成はやや砂っぽい。墳丘表土からの出土。

馬ー8

部位：鈴。下の孔の表現なし。形状は突起物状。外

面はナデ成形。背面は剥離痕。色調は明黄褐色。焼

成はやや砂っぽい。周堀エリアVIIIから出土。

馬ー 9

部位：右前足付け根の破片。外面はハケ調整。完成

時に死角となる、付け根の部分はナデ調整。内面は

ハケ及びナデ調整。色調は明黄褐色。焼成はやや砂

っぽい。周堀エリアVIIIから出土。

馬ー 10

◎曰 コ0
馬ー 7 馬ー 8

／二：
馬ー9

6 多田山 6号墳

部位：障泥板の破片。外面は丁寧なナデ調整。内面

は剥離の痕跡。色調はにぶい橙色。焼成はやや砂っ

ぽい。周堀エリアVlIIから出土。

馬ー 11

部位：雲珠の一部。巾1.5cm程度の粘土帯をなで

つけて、雲珠を表現している。なでつけはやや砂っ

ぽい。内面はナデ調整。色調は橙色。焼成はやや砂

っぽい。周堀エリアVlIIから出土。

馬ー 12

部位：繋の破片。三繋のうち、どこかは不明瞭。面

繋の可能性大。色調は橙色。焼成はやや硬質。周堀

エリアVlIIから出土。

馬ー 13

部位：繋の破片。三繋のうち、どこかは不明瞭。面

繋の可能性大。色調は橙色。焼成はやや硬質。周堀

エリアVlI1から出土。

馬一 14

部位：輪鐙の破片。表裏面とも丁寧なナデにより、

平坦面をつくっている。色調は橙色。焼成はやや砂

っぽい。周堀エリアVlIIから出土。

馬一 15

部位：鏡板の一部？巾 8mmの平たい粘土帯の上に、

径 1cmの平たい粘土板を貼付する。裏面は剥落痕

となっている。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。

周堀エリアVlIIから出土。

口〗＿冒
--c ＿⇒ 

馬一 10 ――＿ーご三＿＿＿` 馬一11

こり
馬ー］2

| 

＇’-こミ°|、

| 

乙゚ ｀ こ：0

馬ー14 馬ー 15
馬ー］3 

0 l: 4 10cm 

図 147 馬形埴輪 (2)
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第 3章 古墳の調査報告

C 家形埴輪（図 148)

家形埴輪も出土量が少なく、有効な接合関係を見

いだすことはできなかった。但し、いずれも破片に

も、石英・チャート・赤褐色粒子・黒色粒子（輝石

or角閃石）・軽石が目立つ特徴をもち、色調・焼成

具合も類似することから、同一個体を考えられる。

家一 1

部位：屋根の軒先部の破片。外面左側がやや内側

に湾曲し、寄せ棟屋根のコーナ一部に接続する寄せ

棟屋根の隣接資料と推測できる。外面は、屋根部を

ハケ調整を斜格子状に施す、なお軒先はナデ調整を

施す。内面は、ハケ調整と間で調整。色調は橙色。

焼成はやや硬質。周堀エリアIIIからの出土。

家ー 2

部位：壁体の柱の破片？壁体の梁桁の破片？屋

根の棟押さえ部材の破片？やや内湾気味の壁体 (or

屋根）に巾1.3cmの突帯が巡る。突帯はしっかり

した断面四角形。突帯の一端は収束している。外面

ロ
家一 l

ニ`ロ

は突帯の左右で調整が異なる。右ではハケ調整が施

され、左面にはハケが施されていない。内面はハケ

調整後、ユビナデをラフに施す。色調は橙色。焼成

はやや硬質。周堀エリアIVからの出土。

家ー 3

部位：壁体。外面はハケ調整。内面はナデ調整。

色調は橙色。焼成はやや硬質。周堀エリアVIIからの

出土。

家ー 4

部位：屋根の軒先の破片。剥離著しい。外面には

ハケ調整の痕跡あり。内面は不明。色調は橙色。焼

成はやや硬質。周堀エリアIVからの出土。

家一 5

部位：鰹木？ 断面半円形、蒲鉾形の破片。下面

は剥離した痕跡を認められる。破片右側面には斜位

のハケ調整がなされる。左側面にはこのハケメ調整

が認められないが、表面下部には存在するものと推

測する。色調は橙色。周堀エリアVlIIからの出土。

、：／ニ

バ
汀
｀
f
‘

|

:

|

 

家ー 2

ロロ
,'こ

家ー 3 家ー 4 家一 5

0 I : 4 10cm 

図148 家形埴輪
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多田山 6号墳

D
 

不明形象埴輪片（図 149)

形象埴輪の一部あると思われるが、種類が特定で

きない資料である。

不明ー 1

何かの隙間を充填した粘土塊。豆状突起が 1つ以上

貼付されている。外面にはハケ調整が部分的に施さ

れる。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は墳

丘表土である。

不明ー2

茄子状の破片。断面は不整円形。 一方に扁平な剥離

痕跡がある。外面は雑なナデ調整。色調は橙色。焼

成はやや砂っぽい。出土は周堀エリアVIIIである。

(3)土器（図 150・表 22)

須恵器 ・大甕（器ー 1)が

1個体のみ出土した。

この大甕は体部は球形を呈

し、その上位に最大径をもつ。

底部は残存していないが、お

そらく丸底であろう。残存は

全体の1/4程度であり、残存

高は 46.0cm、体部の最大径

攣 口

不明一 l

図 149

2
 

明不

偽
□
ハ

O

I

応
隣
》
I

゜
I: 4 10cm 

不明形象 破片

‘、 - - :、

は推定で 42.0cmである。ロ
縁部には沈線を施し、その間

に波状文を充填している。胴

部は、外面には平行叩き、内

面には同心円叩きを施してい

る。胎土には砂礫を多く含む。

色調は灰色。焼成は良好。出

土は周堀エリアVlIIであり、そ

の中でもほぼ一ヶ所に集中し

て出土している。

-------
------'-------

器一 l

゜
1:5 15cm 

図 150 土器

表22 土器観察表

番号 器種

須恵器
大甕

形態及び成整形の特徴 色調 焼成
出土位
置

備考

形態：口縁は直立気味に開く 。体部は上位に最大径をもつ球胴形。底部は丸底。 周堀内

成整形：口緑は横ナデ。外面には、 2条の沈線を施し、その上下に波状文を施す゜灰色やや密エリア 1全体の 1/4
なお、口縁上部は欠損しているが、この施文はこの欠損部にも存在すると考え 程度の残存
られる。頸部は横ナデ。 胴部は、外面が平行叩き、内面が同心円叩き 。 VIII 
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第 3章 古墳の調査報告

5 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 墳丘径が 16.0mの円墳である。

遺構② 墳丘盛土直下には FA層が存在する。

遺構③ 周堀内には FAの堆積がない。

遺構④ 周堀の南部には巾 1.5mの土橋が存在す

ることが確認された。

遺構⑤ 埋葬施設は未確認である。

遺物に関する主な情報

遺物① 須恵器・大甕が周堀内から出土している。

遺物② 形象埴輪は馬 l体 ・人 l体 ・家 1棟が存

在する。但し、未接合資料の存在から何れも個

体数が増える可能性もある。

遺物③ 円筒埴輪は全て 2条3段構成であり、甚

部の伸長化は認められない。

遺物④ 円筒埴輪は円形透孔が主体で、器面赤彩

はなく、底部調整も確かなものは 1点も存在し

ない。

遺物⑤ 円筒埴輪の総数（60本以上）に対して、

朝顔形埴輪の数 (1本分）が極端に少ない。

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

円筒埴輪は、 2条 3段構成のものばかりであり、

所謂 「碁部の伸長化」は認められない。透孔の形状

は全て円形である。赤色顔料の塗彩は認められず、

底部調整も、僅かにそれらしき資料を含むものも

大多数には存在しない。よって、近年の研究（島田

2001)に晶づき、その時期を「多田山 I期」と考

える。

遺構の時間的位置づけ

僅かに残存する盛土直下から FA層が確認された

ことから、本盛土がFA降下以降であることが判る。

FAの降下時期については 「多田山 0期の最終末～

I期の初め」と考えられる（編集者の考え）ので、

盛土構築（＝古墳築造）の時期は「多田山 I期」以

174 

降と考える。

※ 

以上のことから、本墳は次のように理解できる。

本墳は、遺構・遺物の特徴（遺構①・遺物③④）から、

「初期群集墳」を構成する 1古墳の可能性が考えら

れる。既研究（右島 1993)によれば、この種の古

墳の造営時期は、 「多田山0~I期」相当の時期と

考えられている。

ところで、本墳の築造時期と最も近似する情報は

FAとの先後関係と、円筒埴輪の情報である。前者

にから導き出された盛土構築時期は「多田山 I期（以

降）」であり、後者の円筒埴輪に関 して導き出され

た時期は 「多田山 I期」である。

したがって、本墳の築造時期は 「多田山I期」と

考える。

※ 

本墳からは埋葬施設が検出されていない。当該地

域の埋葬施設は旧地表を深く掘り下げて埋葬施設を

造ることが多いため、本墳のように墳丘盛土の大半

を喪失した検出状況でも、埋葬施設が検出されるこ

とが多い。したがって、埋葬施設については、 ①全

く異なる埋葬施設を考えるか、あるいは②埋葬施設

の存在を否定するのかどちらかである。埴輪が周堀

内に転落しているということからは、当時における

墳丘部への埴輪樹立が想定でき、 ①の可能性が考え

られる。ところが、当該地域の埋葬施設は、 7世紀

に至るまで、碁本的には、地山を掘り下げた埋葬施

設が主流のため、 ②ということも考慮しなければな

らない。今後、類例を含まえての検討を要する課題

である。なお、この点に関して留意すべき点には、

周堀内に完全掘り残しの土橋が存在すること、墳丘

中央部には FA層が撹乱を受けずに残存していたこ

となどが挙げられる。
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第 3章古墳の調査報告

1 調査前

多田山 7号墳は、標高 117m付近にある。その

位置は、多田山丘陵西端の裾端部、頂部（標高 159

m)から連なる急傾斜の斜面が裾端部に至り、緩傾

斜に変換する、その地点である。

調査前の状況では墳丘状の高まりは確認できず、

古墳の存在を想定できる状況ではなかった。また、

試掘においてもその存在が確認されていなかった。

ところが、表土掘削の段階で、周堀の輪郭が確認

され、墳丘径 20m前後の円墳の存在が想定された。

なお、本墳は上毛古墳総攪記載漏れの古墳である。

2 墳丘と周堀（図 152)

(1)墳丘

直径 14~16mの円墳と推定する。周堀のみの

調査のため、明確な墳丘は検出されなかったが、周

堀内側の立ち上がりを墳丘ラインと推定し、推定規

模を導き出した。墳形については、調査範囲内の形

状から、円墳と推定した。

(2)周堀

調査確認面においては、墳丘の周りを全周する。

現状での上幅 2.5~3.0m、下幅1.2~1.8m、深

さ0.5~0.7m、断面形状が逆台形を呈する。底面

は比較的平坦化している。周堀内埋葬の痕跡は認め

られなかった。土橋は検出されなかった。覆土は、

黒 ・褐色粘質土が主体であり、細砂礫を含む層もあ

る。降下テフラの堆積層は認められなかった。

(3)周堀内における遺物出土状況

周堀内より出土した遺物は、円筒埴輪が 1点のみ

である。墳丘想定部の南側の周堀内から出土した。

平面分布的には、周堀の内側立ち上がり付近にまと

まっていた。恐らく墳丘内の埴輪が転落して、周堀

内で残存したと考えられる。また、層位的には、周

堀覆土上層の細砂礫を含む黒褐色土層（断面Aでの

第 1層）である。

ところで、この占墳の場合、埴輪の出土が 1本の

みであるが、それは樹立本数を示すものではない。
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他の埴輪を有する古墳の状況を考えると、本来は多

数の埴輪が樹立していたもののと推定する。という

のも、同一群内の他の古墳はいずれも、周堀覆土の

上層（周堀低面から 0.5~1.2mの高さ）に出土が

限定する傾向にある。しかし、本墳の場合、周堀が

深さ約 0.5~0.7mしかないため、本来ならば存在

していた埴輪片の包含層がすでに削平されていると

考える。

3 埋葬施設

埋葬施設は検出されなかった。但し、表土掘削時

に、輝石安山岩の割石を雑多に詰め込んだ土坑が

2箇所、断面にかかった。掘削当初は主体部を削っ

てしまったものかと不安を抱き、断面の状況を確認

したが、 ①石材のあり方が石榔の積み方の状況を示

していないこと、 ②掘り込み面が As-B混入土よ

り上層の面であること、の 2つの点から、主体部自

体は削っていないことを確信した。さらに、その詰

め込まれた石材の多くが板状石材であることから、

「本来は石榔が存在したが、後世に破壊され、石材

のみが再度、土坑内に廃棄された」ということを推

定した。

4 出土遺物（図 152)

(1)円筒埴輪

器面の摩滅がひどい、円筒埴輪を 1本出土した。

規格 2条 3段構成である。口径は 21.0cm、底

径は 11.8cm、器高は 32.4cmである。

透孔 円形スカシがつく 。

突帯 断面が緩い台形を呈する。

成整形 外面は板ナデ後、口縁のみヨコナデを施

す。内面は、タテナデ後、上半のみタテハケを施し、

さらに口縁のみヨコナデを施す。

赤彩・底部調整・箆描 確認できない。

胎土 混入物の多い、粗い胎土である。混入物に

は、石英・輝石 or角閃石・チャー ト・ 白色、赤褐色、

黒色粒子 ・軽石 ・片岩を含む。骨子は含まない。

焼成・色調 焼成は甘い。色調は浅黄褐色を呈す。
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第3章古墳の調査報告

5 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 墳丘径が 14~16mの円墳である。

遺構② 周堀内には FAの堆積がない。

遺構③ 埋蔵施設は未検出だが、散在する輝石安

山岩の割石のあり方を検討した結果、この石材

が本墳に関連する可能性があり、そのことから

考えて、「竪穴式小石櫛」が本墳の埋葬施設と

して有力であること。

遺物に関する主な情報

遺物① 1点のみ出土した円筒埴輪は 2条3段構

成であり、基部の伸長化は認められない。

遺物② 円筒埴輪は円形透孔で、器面赤彩はなく、

底部調整も確認できない。

これらのことから次の位置づけができる。

5 まとめ（多田山8号墳）

184頁からのつづき

榔」が 1拮存在する。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器坪が周堀内から出土している。

遺物② 埴輪は出土していない。

遺物③ 埋葬主体部から出土した人骨は、成年後

半～熟年（性別不明）である。（第 6章 l参照）

遺物④ 第1主体部の副葬品は刀子 l・鏃5である。

※ 

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

士師器・坪（器一 l)は内斜口縁坪である。口縁

端部の処理も丁寧である。これらの時期は「多田山

I期または、それ以前」と考える。

長頚有腸挟片刃鏃（鉄ー 2~6)は、逆刺が浅く、

台関であり「多田山 0~I期」に盛行する形式であ

178 

遺物の時間的位置づけ

円筒埴輪は、 2条3段構成であり、 「碁部の伸長化」

は認められない。透孔は円形である。赤色顔料の塗

彩や底部調整は認められない。よって、この特徴の

円筒埴輪が盛行時期である 「多田山 I期」を本資料

の時期と考えたい。

遺構の時間的位置づけ

周堀覆土に FA層がないことから、 FA降下以降

の築造とし、「多田山 I期」以降と考える。

※ 

本墳は、FA降下以降の築造の可能性が高く、かつ、

出土した円筒埴輪の特徴は「多田山 I期」に盛行す

るものである。よって、少ない根拠ながら、本墳の

築造時期を 「多田山 I期」と考えたい。

なお、本墳は、丘稜頂部の、他の初期群集墳から

大きく離れている。よって、本墳は丘稜頂部の多田

山 1~9号とは異なる古墳群に属してしていた可能

性もある。

る（杉山 1993)。

遺構の時間的位置づけ

周堀覆土に FA層がないことから、 FA降下以降

の築造とし、「多田山 I期」以降と考える。

※ 

以上のことから、本墳は次のように理解できる。

本墳は、遺構・遺物の特徴（遺構①④）から、「初

期群集墳」を構成する 1古墳と考えられる。既研究

（右島 1993) によれば、この種の古墳の造営時期

は、「多田山 0~1期」相当の時期と考えられてい

る。ところで、本墳の築造時期と最も近似する情報

はFAとの関係と、副葬品としての鉄鏃の情報であ

る。前者に関して導き出された時期は「多田山 I期

（以降）」である。また、後者に関して導き出された

時期は 「多田山 0~1期」である。

したがって、本墳の築造時期は 「多田山 I期」と

考える。このことは周堀出土土器の時期とも矛盾す

ることがない。
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第3章古墳の調査報告

1 調査前

多田山8号墳は、標高 144m付近にある。その

位置は、多田山丘陵の頂部（標高 159m)南東部

に馬の背状にのびる平坦地形面の一部が東方向へ僅

かに舌状突出する、その縁部である。

調査前の状況では墳丘状の高まりも存在せず、古

墳の存在を想定できる状況ではなかった。しかし、

表土掘削時に周堀の一部と埋葬施設の石材が確認さ

れ、墳丘径 10m前後の円墳の存在が想定された。

なお、本墳は上毛古墳総攪記載漏れの古墳である。

2 墳丘と周堀（図 154)

(1)墳丘

墳丘径 8.0mの円墳である。墳丘盛土の存在は確

認できなかった。本来は存在した盛土が、後世の削

平により、喪失してしまったと考えることが妥当で

あろう。

(2)周堀

墳丘同様、平面プランはほぼ円形を呈する。周堀

外縁部での直径 11.0mである。周堀は辛うじて平

面プランを確認することができるものの、削平度合

いはひどい。特に墳丘の西側の周溝については、そ

の深さが 10cm未満の箇所もある。こうした条件

のもと、最も残存具合がよい墳丘東側の周堀で、そ

の規模を計ると、上幅は最大 2.10m、下幅は約 1.0

m、深さは最深で 0.65mを計る。周堀の断面形は

椀または皿形を呈し、覆土には FAやAs-Cが含

まれていた。周溝内埋葬は存在しない。

(3)周堀内における遺物出土状況

周堀内より出土した遺物は、土師器・坪（器一 1)

が 1点のみである。墳丘の南東側の周堀内から出土

した。層位的には、周堀覆土の褐色土層 （断面Cで

の第 2層）である。

なお、埴輪の出土が皆無である。
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l 黒褐色土 As-C ・FAを多く含む

2 褐色士 ロームブロックを多く含む

3 黄褐色土 ロームブロックが主体

0 1: 50 Im 
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0 1 : 150 3m 
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FB-176 X=42,520 Y=-55,876 

図154 墳丘および周堀 平・断面図
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3 埋葬施設

(1)概要（図 155• 156) 

埋葬施設は、所謂「竪穴式小石榔」である。

検出確認面 墳丘下の地山面であり、その面にお

いて、長軸 3.0mX短軸1.65mの長方形の平面プ

ランが確認された。さらに、その内側には板状の石

材が露出しており、周囲の白色粘土の存在も合わせ

ると、この石材が天井石であることも確信した。但

し、天井石と考えた石材は乱れており、 一部に盗掘

坑らしき穴も存在している状況から、すでに盗掘を

受けていると考えられた。

規模 石榔の長軸は S- 54 ° - Eである。石榔

の内法は、長軸1.70m、短軸 0.25~0.46m、高

さ0.28~0.35mである。短軸長は南東側のほう

が広く (0.46m）、北西側のほうが短い (0.25m)。

石材 全て輝石安山岩の割石を用いている。

積み方 積み方は短側壁と長側壁では異なって

8 多田山 8号墳

いる。まず、短側壁は、南東・北西の両壁とも板状

石材の最も広い面を立てるようにして設置している

（積み方C）。一方、長側壁は北東 ・南西壁ともに、

南東短側壁にもっとも近い一石は長側壁面長の1/2

~1/3にも及ぶほどの大きさの石材を置き（積み

方D)、その他の部分には小振りの板石を平積み（積

み方 B) している。天井石は乱れており、原位置

を保持していないが、残存状況からみて、 20.5~

120.5kgの石材を 5石乃至 6石を使用していたよう

である。

裏込は、輝石安山岩の小振りの割石と白色粘土を

ふんだんに使い、養生している。

赤彩 石榔内面への赤彩は確認されなかった。

構築方法 掘り方を掘削し、その中に石を組み、

土石混合の裏込めを施すという、当該地域での一般

的な「竪穴系埋葬施設」のエ法を採用している。な

お、盛土が残存していないため、盛土と埋葬施設と

の構築の前後関係は把握できなかった。

＼
 

口 口
0 I : 30 50cm 
l,  1 一L=144.50

図 155 主体部展開図
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第3章古墳の調査報告
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図 156 主体部平・断面図

(2)石椰内における遺物出土状況（図 157) いずれも割れた状態で出土しており、散乱気味での

人歯 石榔内の南東側から人歯が 7点出土した。 出土のため、埋納時の刃部の方向などの詳細な情報

榔内は撹乱を受けているが、人歯に関しては、ま を得ることができなかった。

とまった状態で出土し、なおかつその出土位置が榔

の東寄りであることから、この位置を被葬者の頭部

の位置と考える。その他の人骨は出土しなかった。

副葬品 被葬者の頭位脇から刀子（鉄一 1)が 1

点、腰部付近からは鉄鏃（鉄ー 2~6)が5点、出

土した。 鉄ー 2 鉄ー3 鉄ー6 鉄ー 5 鉄ー 4 鉄ー 1

0 I : 30 50cm 
l,  1 

人歯出土範囲

.:‘、̀
..' 

ヽ

`、`’’,‘ヽ ' 9 - 4 ̀ ‘、

ク／ ‘` -~-----_-’:,9、/ ‘、,}

へ ／／へ

゜
1: 15 50cm 

図157 石椰内遺物出土状況図

182 



8 多田山 8号墳

(3)解体調査データから復元する構築工程（図 158)

第 1段階墓坑の掘削

墳丘の中央位置に、長軸 3.00m、短軸

1.65 m、深さ 0.50m （確認時）の隅丸長方

形の墓坑を掘削する。

なお、墓坑の掘削と墳丘盛土の新1B関係に

ついては不明である。

第2段階 床石および側壁の設置

長辺1.70m、短辺 0.50mの長方形プラ

ンを形作るように側壁の根石を設置する。側

壁は長側壁→短側壁の順で設置する。長側壁

は南東短側壁に接する 1石づつには厚みのあ

る石を用いて積み方Dし、それ以外は板石を

積み方Bする。また短側壁は板石を積み方C

する。その後、床には板石を敷設する。なお、

割石を用いた根固めのための裏込も行う。

第3段階 床面への小礫の敷設

小振りの板石を床面に敷き詰める。この後、

遺体と副葬品を納めたと考えられる。

玉~

第4段階 天井石の高架と閉塞

天井石を高架させ、その後、小礫と白色粘

土で閉塞を行う。

疋

＼
 

゜
1: 80 2m 

゜
1: 40 lm 

図 158 主体部 構築工程推定図

183 



第 3章 古墳の調査報告

4
 

出土遺物

(1)土器（図 159)

土師器坪 l点（器一 1)がある。口径 13.7cm、
器ー1

1:4 10cm 

高さ 5.3cmを測る、内斜口縁坪である。

口縁は短く外斜し、端部を僅かにつまみ上げる。

体部はやや深く、球形。丸底。口縁はヨコナデ、体

部外面は斜横位ヘラケズリ後、上半のみナデ調整。

内面はナデ調整後、斜位ヘラミガキ。色調は橙色。

焼成は良好。周堀南東部からの出土。

(2)鉄製品（図 159・表 23)

刀子（鉄一 1)は全長 17.1cmの完存品である。

刃長は 11.5cm、刃巾1.7cm、刃厚 0.3cm、茎長

5.6cm、茎巾1.3cm、茎厚 0.3を測る。刃部の欠

損が顕著である。中茎には木質が残存する。

長頚有腸袂片刃鏃（鉄ー 2~6)はいずれも一部

が欠損しているが、刃長が 3.0cm前後、頚長が 6.6

~8.0cmほどの鏃である。刃部は片丸造であり、

逆剌は浅く、 台形関を有するという共通の特徴を

もっている。中茎に木質が残存する鏃（鉄ー 2• 3 • 

5)もある。

5
 

まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構①

遺構②

遺構③

遺構④

墳丘径が 8.0mの円墳である。

墳丘盛土は全て喪失している。

周堀内には FAの堆積がない。

輝石安山岩の割石を用いた 「竪穴式小石

※まとめの続きは 178頁にあり。
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図 159 土器・鉄製品

表23 鉄製品計測値一覧

迫物番号 種類
全長 刃長刃幅刃厚頚長 頚幅 頚厚茎長茎幅 茎厚

木質 出土位置 備考
(cm) 

I 刀子 17.1 11 5 1, 7 0 30 5 6 I 3 0 30 

゜
石榔内 中茎に木質あり

2 長頚有腸袂片刃鏃 12 6+ 2 l+ 08+ 02+ 74 06 0 25 3.0 

゜
石榔内 刃部は片丸

3 長頚有腸挟片刃鏃 15.0+ 34 0.7 0.25 66 08 0 30 54+ 

゜
石榔内 刃部は片丸

4 長頚有腸扶片刃鏃 116+ 29+ 0 7 0 20 7.0 0.7 0 25 1.8+ X 石榔内 刃部は片丸

5 長頚有腸袂片刃鏃 IO 4 33 08 0 20 6 7 07 0 30 07+ 

゜
石榔内 刃部は片丸

6 長頚有腸挟片刃鏃 13.4+ 2.2+ 0.7 0 20 80 06 0 30 29+ X 石構内 刃部は片丸
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第3章 古墳の調査報告

1 調査前

多田山 9号墳は、標高 145m付近、多田山丘陵

の頂部（標高 159m)南東部に馬の背状にのびる

平坦地形面にある。

調査前は、ほぼ平坦化しており、墳丘状の高まり

も存在せず、その存在を想定できる状況ではなかっ

た。だが、事前の試掘において周堀の一部が確認さ

れ、墳丘直径 15m程度の円墳の存在が想定された。

なお、本墳は上毛古墳総覧記載漏れの古墳である。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 161)

本墳は、墳丘直径 11.8m、二段築成の円墳である。

この二段築成は、一段目については墳丘裾部の地

山面を幅1.0~1.3mのテラス状に削り出したもの

であり、多田山 2号墳などの造作と同種のものであ

る。この地山削りだしのテラス面は、その存在の確

認において覆土との識別が難しく、検出調査も難航

した。が、いくつもの断面観察から土質の違い（硬

い地山と軟らかい覆土の違いなど）を見極めて、検

出に至った。なお、このテラス面上には転落した円

筒埴輪も存在していた。

盛土の存在は一部で確認され、盛土直下の地山に

は土層断面観察により FAの一次堆積層の存在が認

められた。盛土と FAの堆積層の間には、層厚 2~

5cmのFA混じりの黒色土が存在していることか

ら、盛土行為自体は FA降下後、ある程度の時間差

をおいて開始されたんものと考えられる。盛土には

ロームブロックと黒色土との混土が認められること

から、周堀掘削土を盛土に利用したと想定される。

さらに、埋葬主体部の埋土はこの墳丘盛土を断ち

切って存在する状況が確認されたことから、古墳築

造に際しては、まず第一に墳丘の盛土行為を実施し

たことが推測できる。

なお、墳丘部に埴輪の碁部が原位置のまま、残存

する資料は皆無であった。
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(2)周堀（図 161)

調査確認面においては、墳丘の周りを全周する。

現状での上幅 2.0~3.0rn、下幅 0.9~1.3rn、深

さ0.8~1.2rn、断面形状が逆台形を呈する。周堀

の底面は多少の凹凸はあるものの、全体としては平

坦である。なお、この平坦面は、地山を削りだして

つくりだされている。一部に士坑状の盛り込みが確

認できたものの、それらが周堀内埋葬の痕跡である

とは判断しかねた。土橋の存在は認められなかっ

た。覆土は、黒・暗褐色粘質土が主体であり、上層

にAs-Bの一次堆積層が存在する。

(3)周堀内における遺物出土状況（図 162• 163) 

周堀内からは多鼠の埴輪片と少量の土器が出土し

ている。

埴輪の出土状況 出土埴輪には、円筒埴輪、朝顔

形埴輪、形象埴輪（人・馬・家）があるが、これら

各種埴輪の出土状況には次の共通点が認められる。

それは、埴輪の層位的分布状況である。全埴輪片

がAs-B層下の黒色粘質土層（断面C・Dでの第

3 • 4層）からの出土に限定されるのである。この

層は周堀底面から 0.5~1.3rnの高さに存在する層

であり、地山削りだしのテラス面を覆う覆土層でも

ある。ちなみに、周堀底面からの埴輪片の出土は皆

無であった。

一方、各種埴輪の出土状況における相違点として

は次のものが挙げられる。

それは、埴輪の平面的分布状況である。全埴輪の

うち、円筒埴輪の分布は、エリア I~VIIIで確認され

ているが、密度が濃いのはエリアN~VIIIであり、逆

に密度が薄いのはエリア IIである。また、朝顔形埴

輪の分布は、やはりエリア I~VIIIの全てで確認され

ている。しかし、密度が圧倒的に濃いのがエリアW

~VIIIであるのに対し、逆に密度が極めて薄いのはエ

リア IIである。エリア IIでは破片がわずかに出土す

るのみであった。

一方、形象埴輪の分布はその種類によって異なっ

ていた。まず、人・馬についてはエリア IIを主とし、

一部がエリアIIIにも存在するといった、極めて限定
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図 161 墳丘および周堀 平・断面図
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告報査調の墳古
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多田山 9号墳

された出土状況を示していた。また、家については、

エリア II~N・VI~VIIIにそれぞれ小片が散在する出

土状況を示していた。

ところで、 この出土エリアを踏まえた上、各埴輪

片の接合関係を調査すると、次のことが考えられる。

円筒埴輪の場合、各個体においては、同一または

隣接エリアにおいて接合関係が認められるというこ

とである。また、朝顔形埴輪についても 1個体の除

いては、円筒埴輪と同じく、同一または隣接エリア

において接合関係が認められる。形象埴輪について

は、人・馬についてはエリア II.皿のみからしか出

土しないため、当然その箇所においてしか、接合関

係は認められないが、家については同一・隣接エリ

アのみでなく、遠隔エリアの資料も含めて同一個体

の資料と認めることができた。

こうした接合関係を加味して、出土状況のあり方

を考えると、それぞれの埴輪について次のことが考

えられる。

円筒埴輪•朝顔形埴輪については、接合関係が隣

接エリアに限られることから、出土状況に基づくお

およその原位置の推定は可能かもしれない。

形象埴輪については、層位・出土位置・接合関係

がいずれもまとまりを持つことから、おおよその位

置を推定することは可能である。さらに、一部（人

物一 2• 4と馬ー 1~3)においては、その組み合

わせに有機的関係が伺えることから、発掘調査デー

タから原位置を復元推定することは可能である。

土器の出土状況 土師器壺（器ー 1)は平面的分

布ではエリア I、層位的分布では暗褐色粘質土層（断

面Cでの第 6層）から出土した。この暗褐色粘質土

層は周堀底面から 0.2~0.6mの高さに存在する層

であり、黒褐色粘質土層（前述した、埴輪片包含層）

より下層に位置する。土師器・坪（器ー 2• 3)も

同様の出土状況を示す。
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図 163 形象埴輪の詳細分布図
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第 3章 古墳の調査報告

3 埋葬主体部

(1)概要（図 164• 165) 

主体部は、所謂「竪穴式小石榔」である。

検出確認面 確認面はわずかに残存する盛土面で

あり、その面において、長軸 3.7mX短軸 2.4mの

長方形の平面プランが確認され、 墓坑の存在を認識

した。

主体部の天井石は頑牢な設置状況であることか

ら、本来の閉塞後、今日に至るまで開口されたとは

思われず、その状況から完全未盗掘であると推測し

た。しかし、その直上の埋土は、比較的軟質な暗褐

色土であり、この土質の状況が他の未盗掘の同種主

体部の閉塞土とは異なることから、撹乱土と考える

こととした。ちなみに、この土は粘土とロームが混

じった暗褐色土であり、硬く閉まっていれば閉塞土

と認識できるものである。

規模石榔の長軸はN-76 ° -Eである。石榔

の内法は、長軸1.82m、短軸 0.34~0.48m、高

さ0.30~0.40 mである。短軸長は最大幅が中央

付近にある (0.48m)が、全体的には東側の方が

僅かに広く (0.44m)、西側の方が短い (0.34m)。

石材 全て輝石安山岩の割石をである。石材の割

り方は乱雑であり、形状はサイコロ状のものから板

状のものまで様々である。重量も最小1.2kgから最

大 73.5kgまでと様々である。各部位に適した石材

をそれぞれ用いたものと思われる。

積み方 短側壁については石材の最も広い面を立

てるようにして設置している（積み方C)。長側壁

については複数の積み方が採用されており、南長側

壁は東半分を石材の最も広い面を立てるようにして

設置し（積み方C)、西半分を石材の最も広い面を

寝かせるように して設置し（積み方B)てある。ま

た、北長側壁は下半分を石材の最も広い面を立てる

/
u
l
|
 

0 1 : 30 50cm 
, ・, 1 

図164 石榔展開図
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ようにして設置し（積み方C）、上半分を石材の最

も広い面を寝かせるようにして設置し（積み方B)

てある。床面には東端に大振りの板石 l枚を置き、

それ以外の大半の部分は小降りの板石を隙間なく敷

き詰めている。天井石は計 6枚である。大きさは、

最東端（頭部上）の 95.0kgを最大、最西端（足部

上）の 20.2kgを最小にと、様々であるが、幅 0.50

~0.62 mの長さの部分を高架させている点は共通

している。

裏込には、わずかに石材は用いているものの、そ

の大半は黒色土と暗褐色土にロームや白色粘土を混

ぜた粘質土と、白色粘土そのものを用いて裏込を

行っている。

閉塞 閉塞は輝石安山岩の割石と白色粘土を用い

た閉塞であり、天井石のすき間を割石で塞ぎ、さら

にそのすき間を白色粘土で埋めていた。なお、前述

の通り、この上に粘質土による第二の閉塞が行われ

9 多田山9号墳

ていた可能性があるが、その土は後世においていじ

くられているようである。

赤彩 短側壁および長側壁で、ベンガラの塗布は

確認できた。天井石の内面にはベンガラの存在は全

く確認することができなかったことから、元来ベン

ガラの塗布がなされなかったものと考えられる。

構築方法 墓坑を掘削し、その中に石組みし、 土

石混土の裏込めを施すという、 「竪穴系埋葬施設」

の当該地域で一般的な工法を採用している。

(2)石椰内における遺物出土状況

本主体部内においては、遺物の出土は皆無であっ

た。開口時、内部はほぼ空洞であり、土砂の流入も

少なかった。故に、人骨・歯や副葬品の出土を期待

したが、内部の精査はもちろんのこと、土砂の水洗

いまでおこなったものの、その片鱗すら見つけるこ

とはできなかった。

F-

l 黒褐色土 As - C  • FA・ロー
F 

ム粒を含む

2 褐色土 As--C • FA・ローム

粒を含む 白色粘土を多く含

む

3 黒褐色土 As -C • FAを含む

4 褐色土 ロームを多く含む

5 白色粘土 ロームを含む

6 白色粘土 赤色顔料を含む

lrn /
U
A
Tー

F' 

Im. 

゜
1: 40 lm 

図165 主体部 平・断面図（閉塞時）
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第3章 古墳の調査報告

(3)解体調査テータから復元する構築工程（図 166• 167) 

第1段階墓坑の掘削

墓坑の掘削以前に盛土の

構築が行われる。その後、

墳丘のほぼ中央部に、長軸

3.70 m、短軸 2.40m、深さ

0.80 m（残存盛土面）の隅

丸方形の墓坑を掘削する。こ

の際、側壁を設置する箇所に

ついては、若干の掘り窪めを

さらに行った可能性もある。

第2段階粘土床の敷設

墓坑内に掘り込まれた船底

状の浅い窪み内に粘土を厚さ

は3~6cmほど張る。

゜
1: 80 2m 

゜
1: 40 lm 

図 166 埋葬主体部構築工程図 (1)
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9 多田山 9号墳

第3段階側壁と床石の設置

側壁設置は、大振りの石を短側壁

の位置に置き、その後、長側壁を置

いていく 。側壁設置のための布掘り

は認められない。床石はまず、大振 I ゚ク・

りの板石を敷き、その隙間を小振り
噂

の板石で詰める。床石の上に、 玉砂

利を敷くような行為はしていない。 ゜
さらに、裏込め後、側壁の裏側に

は押えの石材（輝石安山岩の割石）

を宛てがい、上面には小振りに亜角

礫を敷き、裏の養生を行う。

／ 

第4段階天井石の高架

天井石は、大振りの礫を東側から

順に高架させる。天井石の隙間には

小振りの亜角礫をあてがい、隙間を

ふさぐ。

第5段階天井の閉塞

高架した天井石の上に、さらに同規

模の角礫を置く 。その後、多量の亜角

礫を用い、礫の間を塞ぎ、さらには白

色粘土をその隙間に充填させ、完全に

閉塞を行う。

この後、粘質土で、墓坑全体を閉塞

したものと推測される。

/
 

゜
I : 40 lm 

゜
1: 80 2m 

図 167 埋葬主体部構築工程図 (2)
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第 3章 古墳の調査報告

4 出土遺物

(1) 円筒埴輪•朝顔形埴輪（図 168~178 ・表 24 • 25) 

円筒埴輪は接合により 70本以上、朝顔形埴輪は

4本以上の存在が確認された。各属性の特徴は次の

通りである。

A. 円筒埴輪

規格全て 2条3段構成である。

法量器高 は 30.0~40.0cmの範囲にあるが、

32.0cm前後のものと 36.0cm前後のものの二種類

にまとまりをもつ。

口径は 19.5~26.0cmの範囲にあるが、 22.0cm

前後のものが多い。

底径は 10.0~14.5cmの範囲内にあるが 12.0cm

のものが多い。

技法の特徴 外面調整については 「全面をタテハ

ケ後、口縁部のみにヨコナデを施すもの」と、 「全

面を板ナデ後、口縁部のみにヨコナデするもの」の

2種類が認められる。両者の存在比率は約 2:1（タ

テハケ：板ナデ）である。

内面調整については、「全面をタテナデし、最後

に口縁をヨコナデする」という工程は全資料に共通

する墓本工程である。だが、中間工程において差違

が認められ、「全面にタテナデを施した後、口縁に

仕上げのヨコナデするもの」、「全面にタテナデを

施した後、同じくほぼ全面にハケを施し、最後にヨ

コナデするもの」、 「全面にタテナデを施した後、上

半のみにハケを施し、最後に口縁をヨコナデするも

の」、「全面にタテナデを施した後、同じくほぼ全面

にハケを施し、上半のみにナデを施し、最後にヨコ

ナデするもの」、の 4種類に大別できる。うち、 「全

面にタテナデを施した後、上半のみにハケを施し、

最後に口縁をヨコナデするもの」が主体的に存在す

る。なお、これらはハケやナデの方向や工具の差違

によってさらに細分も可能である。

突帯断面 形 に は 「台形」、 「三角形」、「扁平な

台形」の 3種類がある。うち、「三角形」が主体的

に存在する。なお、これらは混在することが多々認
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められる。また、突帯の器面へのナデつけには 「仕

上げナデ（突帯と器面の境目が見えなくなるような

丁寧なナデつけのこと）を 「上端・下端とも施すも

の」、「上端のみに施すもの」の2種類がある。うち、

主体的存在は前者である。なお、 「上下仕上げナデ」

を施すものはほぼ全てが 「断面・台形」であるのに

対し、 「上のみ仕上げナデ」を施すものには 「断面・

台形」と 「断面・ 三角形」が 1個体内で混在するも

のが多い。

透 孔 「半円指向の円形」と 「円形」の 2種類

があるが両者が同程度存在する。

線刻多種の線刻が認められる。外面 3段には

「-」「=」 「=」「圭」「亘」「／」 「幸」、内面上位に

は 「一」「＝」「＝」。

底部調整 一つも認められない。

色調・焼成色調は 「橙色系」のみである。焼成

には 「硬質な焼き上がり 」と 「軟質な焼き上がり」

とあるが、前者の方が多い。

混入鉱物・粒子 チャート・石英・輝石・角閃石

が含まれているほか、赤褐色粒子の混入が目立つ。

なお、片岩や骨針化石が認められるものも稀にある。

B.朝顔形埴輪

規格全体規格が確認できるものは全てが、円

筒部を 2条3段構成とし、朝顔部には 1条の突帯を

つけている。

法量器高は 51cm、口径 30.2~31.0cm、

底径 12.0~13.0cmを計る。

技法の特徴 外面には 「全面をタテハケ後、口縁

部にヨコナデを施」し、内面には 「全面にタテナデ

を施した後、朝顔部にハケを施し、最後に口縁にヨ

コナデを施」している。

突 帯 断面・台形で、上下に仕上げナデを施す。

透 孔 「半円指向の円形」と「円形」の2種類

があるが両者が存在する。

線刻・底部調整 ともに認められない。

色調・焼成色調は橙色であり、硬い焼成である。

混入鉱物・粒子 円筒埴輪とほぼ同じである。但

し、片岩や骨針化石の混入は確認できない。
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第 3章古墳の調査報告

多田山 9号墳普通円筒•朝顔形埴輪観察表凡例

番号・・・図番号

種類•••円筒⇔普通円筒朝顔⇔朝顔形埴輪

器高・・ロ縁部から体部までの高さ（口縁の高さが一定していない場合はいちばん低い位置を計測）※斜体数字は復元高

口径•• •口縁部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

底径…底部の直径（口縁の輪郭がゆがんでいる場合は最長部分の直径を計測）※斜体数字は復元径

調整（外面）．．． A⇒「タテハケ後、口縁ヨコナデ」 B⇒「板ナデ→口縁ヨコナデ」 a⇒「タテハケ」 b⇒「板ナデ」 (aとbは、破片資料の

ため全体が不明なものに記載）

調整（内面）… A⇒「タテナデ→タテハケ→口縁ヨコナデJ Be::>「タテナデ→上半のみタテハケ→口縁ヨコナデ」 C⇒「タテナデ→タテハケ

→上位のみヨコナデ→口縁ヨコナデ」 D⇒「タテナデ→タテハケ→上位のみヨコナナメハケ→口縁ヨコナデ」 E⇔ 「タテナデ→上半のみナナ

メハケ→口縁ヨコナデ」 F⇔「タテナデ→口縁ヨコナデ」 G⇔ 「タテナデ→タテヘラナデ→上位のみタテハケ→口縁ヨコナデ」 a⇔ 「タテナデ」

b⇔ 「タテナデ→タテハケ」 C⇒「タテナデ→ヨコナデ」d⇔ 「ナデ→ナナメハケ」 (a~dは、破片資料のため全体が不明なものに記載）

ハケメ..幅 10mmあたりのハケメの本数 ※板ナデ調整には「板ナデ」と記載

突帯•••A ⇒断面が台形＋仕上げナデを上 ・下端とも施す Be::>断面台形＋仕上げナデを上端のみ施す C⇒断面三角形＋仕上げナデを上・下

端とも施す D⇒断面三角形＋仕上げナデを上端のみ施す E⇔断面における高まりがほとんど認められない形＋ナデを上・下端とも施す

透孔•••A ⇔円形 Be::>半円志向の円形 c⇔不整半円形

線刻…〇⇒あり X⇒なし ？⇒線刻が施されそうな部分が欠落しているため、不明

(0の場合はその内容を記載）線刻の詳細既述⇒「位置／形」で既述。「位置」は、外!¢外面基部 外2¢外面 2段目 外3⇔外面 3段目

内!¢碁部附近の内面 内2¢2段目附近の内面 内3⇔3段目附近の内面 「形」は、描かれた形を掲載。（例：外面 3段目に横線 2本の

線刻→「外3/=」)

底部調整・・・ X⇔なし ？⇒底部がないため、不明

色調•••A⇔橙色 B⇔にぶい橙色 c淡橙色

出土位置…出土したエリア（図 162)に0を記載。※1個体が複数破片の接合のために、出土エリアが複数にまたがる場合が多い。

備考…その他、特記事項を記載。

表24 円筒埴輪•朝顔形埴輪観察表（1)

No 器種
器高 口径 底径 調整 刷毛

突帯 透孔
線刻 底部

色調
出土位置

(cm) (cm) (cm) 外面内面 （本） 内容 調整 I IIIDIV VVIVIIVIII 

l 円筒 31 7 20 8 13 0 A A 5 ~6 B B 

゜
外3/= X A 

゜ ゜2 円筒 12 5 B? A? 板ナデ B B 

゜
外3/= X A 

゜3 円筒 30 0 20 5 12 5 A D 5 ~6 BO B 

゜
外3/= X A 

゜4 円筒 34 7 20 0 12.0 A A 4 ~ 5 A A X X A 

゜5 円筒 31 0 215 12.0 B F 板ナデ B B ？ X A 

゜ ゜゚6 円筒 31 0 21 5 l 3. 4 A G 5 ~6 B C 

゜
外3/=a X A 

゜ ゜7 円筒 36 0 24 0 12.5 A A 4 ~ 5 B C 

゜
外3/= X A 

゜

備考

8 円筒 31.0 20、5 12 8 B F 板ナデ ACD C 

゜
外3／圭？ X 8 〇底部内面に指紋

9 円筒 31.6 20 2 12.0 A A 6 ~ 7 B C 

゜
外3/= X A 0 0  

10 円筒 38.5 210 14 5 A C 6 ~ 7 A A 

゜
内3/= X B 

゜II 円筒 32.0 19 5 12 5 B F 板ナデ B B 

゜
内3/=or~? X A 

゜12 円筒 32 4 21 5 12 0 A A 5 ~6 BE C 

゜
外3/- X A 

゜ ゜13 円筒 32.0 22 5 12.0 B F 板ナデ BD C 

゜
内3/=or= X A 

゜゚14 円筒 38 9 23 5 12 5 A C 6~ 7 A A 

゜
内3/= X A 

゜15 円筒 36 0 21 5 13 0 A D 6~ 7 A A 

゜
内3/= X A 

゜
0 0  

16 円筒 32 5 20 5 12.0 B F 板ナデ B B 

゜
外3/= X A 00  

17 円筒 310 20 0 11 5 A A 4 ~ 5 A B 

゜
内3/- X A 

゜゚18 円筒 31 4 210 12 8 B F 板ナデ B D E B 

゜
内3/= X A 

゜19 円筒 34 0 22 0 12 I A A 5 ~6 BO B 

゜
外3/ 辛 X A 0 0  0 0  

20 円筒 310 20 5 11.5 B A 板ナデ DE C 

゜
外3/= X A 

゜21 円筒 39 3 26.0 13.8 A A 6~ 7 A A 

゜
内3／三 X A 

゜22 円筒 34 0 22 0 ？ A A 6~ 7 A A 

゜
内3/= X B 

゜23 円筒 36 2 215 14.0 A B 6 ~ 7 A A 

゜
内3/- X A 

゜
0 0  

゜24 円筒 40.0 23.0 13 0 A D 7~8 A A 

゜
内3/= X A 

゜゚25 円筒 36.5 21.5 12.0 A D 5~6 A A 

゜
内3/= X A 

゜
0 0  

26 円筒 21.5 A B 5 ~6 B B? 

゜
外3/= ？ A 

゜゚27 円筒 31.5 20 5 11 8 A B 4~5 BD C 

゜
外3/- X A 0 0  

28 円筒 34 0 24 5 13 5 B A 板ナデ BO B? 

゜
外3/= X A 

゜

206 



9 多田山 9号墳

表25 円筒埴輪 • 朝顔形埴輪観察表 (2)

No 器種
器裔 口径 底径 調整 刷毛

突帯 透孔
線刻 底部

色調
出土位置

備考
(cm) (cm) (cm) 外面内面 （本） 内容 調整 I ll ill NVVIVIIVIII 

29 円筒 33 5 20 5 12 0 B E 板ナデ BD C ？ X A 

゜30 円筒 33.0 20.0 125 A A? 5 ~6 B B 

゜
外3/= X A 

゜31 円筒 35.1 22.0 120 A E 5 ~ 6 A A 

゜
内3/- X A 

゜゚32 円筒 22.0 B F 板ナデ BD C 

゜
外3／奎 ？ A 

゜ ゜゚33 円筒 21.5 A A 5~6 B B 

゜
外3/- ？ A 

゜゚゚34 円筒 210 B E 板ナデ BO B 

゜
外3/= ？ A 

゜35 Pl筒？ 19.5 B F? 板ナデ DE B X ？ A 

゜゚
異質な工具で調整

36 円筒 2l,O B E 板ナデ BO B 

゜
外3/= ？ A 

゜37 円筒 21.0 A E 5 ~6 AE A? 

゜
内3/= ？ A 

゜゚38 円筒 22.0 B E 板ナデ B B 

゜
外3/= ？ A 

゜゚39 円筒 22 5 B F 板ナデ B B 

゜
外3/= ？ A 

゜40 円筒 21.0 A E 5~6 D C ？ なし？ ？ A 

゜41 円筒 22 0 A A 5~6 B D C 

゜
外3／三 ？ A 

゜42 円筒 21 8 B F 板ナデ B C 

゜
外3/= ？ A 

゜43 円筒 210 B F 板ナデ B B 

゜
外3/"= ？ A 

゜44 円筒 23 0 A A 4 ~ 5 BD B? つ．つ． ？ A 

゜45 円筒 22.0 10 0 A E 4 ~ 5 A A? 

゜
内3/- ？ A 

゜46 円筒 210 A E 5 ~ 6 A B? 

゜
外3// ？ A 

゜47 円筒 24 5 A D 4 ~ 5 B BC? 

゜
外3/= ？ A 

゜48 円筒 22 0 A A 7 ~ 8 B 8? 

゜
外3／呈 ？ A 

゜49 円筒 225 A E 6~ 7 A A つ.つ. ？ A 

゜50 円筒 20.4 B F 板ナデ？ B BC? 

゜
外3/= ？ A 

゜51 円筒 21 0 A A 4 ~ 5 B D C つ．つ． ？ A 

゜52 円筒 23.0 A E 5 ~6 A B? つ.つ. ？ A 

゜53 円筒 210 A A 5 ~6 B? BC? つ．つ． ？ A 

゜゚54 円筒 20, 5 B F 3 ~ 4 8 B? 

゜
外3/= ？ A 

゜55 円筒 21.0 A D 5 ~6 B つ．つ． ？ A 

゜56 円筒 a a 2~ 3 B C つ.つ. ？ A 

゜57 円筒 a b 5 ~6 A A つ．つ． ？ A 

゜58 円筒 32.0 22.0 12.5 b a 板ナデ B A 

゜
外3/= X A 

゜59 円筒 b a 4 ~ 5 8D BC ? つ.つ. ？ A 

゜ ゜60 円筒 13 I a b 3 ~ 4 DE BC ? つ．つ． X A 

゜゚
異質な焼成

61 円筒 /4.O a b 6~ 7 A? ？ ')．') ． X A 

゜62 円筒 22.0 125 b a 板ナデ B BC? ？ ？ X A 

゜63 円筒 /2. 0 a b 3 ~ 4 B BC? つ．つ． X A 

゜64 円筒 12.0 a a 5 ~ 6 B BC? つ．つ． X A 

゜65 円筒 JI 8 a a 5~6 B つ.つ. X A 

゜66 軋顔？ 12 0 a a 2 ~3 D つ.つ. X A 

゜67 円筒 12.3 a a 3 ~ 4 つ．つ． X C 

゜68 円筒 12.0 a a 4 ~ 5 BD つ．つ． X B 

゜69 円筒 12.0 b a 板ナデ つ.つ. X A 

゜70 朝顔 12.0 a b 2 ~3 D つ．つ． X A 

゜71 円筒 120 b a 板ナデ B つ．つ． X A 

゜72 朝顔 31 0 a d 5 ~ 6 A つ．つ． ？ A 

゜73 朝顔 51 0 13 0 a C 6~ 7 A AB? つ．つ． X A 0 0  

゜74 朝顔 51 0 12 0 a C 2 ~3 A B つ．つ． X A 

゜
00 0 0  

75 朝顔 30 2 a C 5 ~6 A AB? つ．つ． ？ A 

゜ ゜76 朝顔 30 5 a d 2 ~ 3 A AB ? ？ ？ A 0 0  
77 円筒 22.O B F 5 ~6? B 

゜
外3／室？ ？ A 

゜78 円筒 210 A E 6 ~ 7 A A? 

゜
外3/= ？ A 

゜79 円筒 A E 5 ~6 B 

゜
外3/= ？ A 

゜80 円筒 /3.O a a 板ナデ B X - X A 

゜81 円筒 /3.O a a 5 ~ 6 X - X A 

゜82 円筒 /2,O a a 6~7 X - X A 

゜83 円筒 14.0 a a 4~5 X - X A 

゜
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第3章 古墳の調査報告

(2)形象埴輪

A 人物埴輪（図 179~181)

人ー 1

杯を捧げる女性

器高 推定で 73.0cm。但し、残存部は半身部の

みであり、残存高は 44.0cmである。

形態の特徴 大振りの女子埴輪である。髪形は平

面 ・バチ形の島田僻であるが、残存する破片からは

頭髪や櫛の表現は確認できない。目は、切れ長に表

現されている。眉は粘土帯をわずかに隆起させて表

現している。鼻は鼻筋の通ったスリムなかたちでだ

が、鼻孔の表現はない。口は横長水平に表現されて
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いる。顎は丸味をもって表現されている。耳は粘土

紐で環状に表現されている。剥落痕の存在から、首

には首飾りがつくと思われる。肩はややナデ肩、胸

板はやや厚い。肩から脇にかけては幅1.2cmの赤

彩が施され、欅が表現されている。この欅は背部で

「且状」になる。赤彩による表現は前面・背面とも、

襟以外のものを表現している可能性もある。右腕は

前面に差し出しており、坪は出土していないものの、

掌の剥落痕から、杯を捧げる所作が復元できる。左

腕はほとんど残存しないが、肩 ・脇の湾曲具合と、

接合できない左手の形から、腰付近に手と置いてい

ると考えられる。胸部には剥落痕の存在から乳房が
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図179 人物埴輪 （1) 人ー 1 (1) 
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表現されていたことが判るが、他にはなにもない。

腰部はくびれるが、帯の表現はない。裾部にも帯状

の赤彩が認められるが、それ以外は認められない。

技法の特徴 頭部・体部・腕部・碁部をそれぞれ

に作り、結合させる技法を用いている。頭部は幅1.2

~2.0cmの粘土紐を積み上げることにより卵形の

頭部を形作っている。輪積み後は、外面はナデとハ

ケで丁寧に整形されているが、内面はナデが主体で

ある。頭頂部の状態は不明である。顔面は卵形の頭

部に顎・鼻・眉など、部分的な粘士塊の貼り付け、

丁寧に撫で付けることによって、

作り出している。目・ロは外面からの穿孔によって
----------------
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つくられている。体部は、幅1.0~1.5cmの粘土

紐の積み上げによりつくられている。輪積み後、外

面はナデとハケで丁寧に整形されているが、内面は

ナデで整形されるのみで輪積みの痕跡は残存してい

る。腕部は粘土紐をつかって形作っている。頭部と

体部は別づくりであり、その接合部は頸部内面で、

粘土帯の未接着の部分が確認できることから、頸部

で接合されたことがわかる。

色調・焼成・胎土 色調は明褐色。焼成はやや硬

質。胎土中には輝石・黒灰色粒子（凝灰岩？）が確

認できる。
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第3章古墳の調査報告

人ー 2 （図 181:人ー3~16も同じ）

部位 ：烏帽子をかぶる男子埴輪の頭部片

残存高は 11.8cm。頭頂部から頬部付近までが残

存する。赤彩は眼窟上部と頬部に施されている。右

頬に、美豆良の剥落痕が一部残存する。器面は剥落

が著しく、赤彩範囲の調整の確認ができない部分が

多い。技法的には、外面は頭頂部を除き、タテハケ

を施す。頭頂部は不定方向ナデを施す。内面は残存

部の下部でヨコハケを施す他は、タテ・ヨコナデを

施す。頭頂部充填痕が明瞭に残る。色調は橙色。焼

成はやや硬質。出土位置は図 163参照。

人ー 3

部位 ：島田儲を結う女子埴輪の頭部片

残存高は 11.5Cm。頭頂部から口部付近までが

残存する。髪形は平面 ・バチ形の島田糊であり、結

び緒表現がなされている。赤彩は眼窯上部 ・頬部 ・

鼻部、および島田髯の前面に施されている。残存状

況が悪く、耳部などは剥落痕が残るものである。技

法的には、外面は不定方向ナデを施す。内面は、タテ・

ョコナデを施す。頭頂部充填痕が明瞭に残る。なお、

頭頂部には直径 0.8cmの孔があいており、それは

島田儲の粘土板によって閉塞されている。出土位置

は図 163参照。

人ー4

部位：男子埴輪の胸部片

残存裔は 10.2Cm。頸部から胸部付近までが残

存する。赤彩は確認できない。残存する左腕の付け

根部分の形状から、左腕をあげる所作がとられてい

る可能性が高い。背面には垂髪部の剥離した痕跡が

明瞭に残存する。器面の一部は剥落している。技法

的には、外面は、ハケ調整後、丁寧なナデを施す。

内面はハケ調整後、ナデを施す。左腕の残存部には、

腕を差し込んだ痕跡が残る。出土位置は図 163参

照。この破片は、出土位置や、胎土、技法や、形態

の特徴から、人ー 2と同一個体になる可能性が高い。

人ー 5

部位：左下げ美豆良。顔面から剥離したもの。中

実。全面、丁寧なナデ調整。色調は橙色。焼成はや

210 

や砂っぽい。出士位置は図 163参照。

人一6

部位：下げ美豆良片。中実。 丁寧なナデ調整。色

調は橙色。焼成は砂っぽい。出土位置は周堀エリア

III。

人ー 7

部位 ：島田謡？ 下面は全体が剥落。上面、側面

は丁寧なナデ調整。色調は橙色。焼成はやや硬質。

出土は周堀エリア 1I。

人ー 8

部位：耳飾りの破片。環状耳飾りの一部。色調は

橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は周堀エリア 1I。

人ー9

部位：顎の破片。貼り付け顎の剥離したもの。色

調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は周堀エリア

II。

人一 10

部位：右腕。腰に当てる仕草の腕と推測。手のひ

らは、腰帯に貼付したと思われる剥離がある。指先

は欠損しているが、内面に残された指表現の痕跡か

ら考えると、線刻による表現と考えられる。中実で、

差し込みタイプ。器面の荒れが著しく、不明瞭なも

のの、外面は丁寧なナデ調整が施されていると推測。

色調は黄橙色。焼成は極めて砂っぽい。出土位置は

図 163参照。

人ー 11

部位 ：二の腕の破片。外面部の湾曲具合から、ニ

の腕と判断。中実。外面は丁寧なナデ調整。色調は

橙色。焼成はやや硬質。出土は周堀エリア II。

人ー 12

部位 ：腕の一部？器面は湾曲し、完形品の場合な

ら、断面は円形と推定。丁寧なナデを施している。

中実。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は周

堀エリア II。

人ー 13

部位 ：脇の下の破片。形状から、腕の破片と考え

た。外面には粗いハケ調整と粗いナデが全面に施さ

れていることから、脇の下と推定した。色調は橙色。
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焼成はやや硬質。出土は周堀エリア II。

人ー 14

部位：半身像の被服裾部の破片。裾端部は面取り

が施されている。裾端部はヨコナデ。内面は剥離痕

跡。色調は橙色。焼成は砂っぽい。出土はエリア II。

人ー 15

部位：半身像の被服裾部の破片。裾端部は面取り

が施されている、外面はハケ調整。裾端部はその後

ョコナデ。内面はナデ調整。色調は橙色。焼成はや

や砂っぽい。出土は周堀エリアIII。

人ー16

部位：下げ美豆良の下端の破片。断面は円形。外面

はナデ調整。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出

土は周堀エリア II。
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第 3章古墳の調査報告

B.馬形埴輪 （図 182• 183) 

本墳から出土した馬形埴輪片は接合関係が認めら

れない部分も多かったが、色調・焼成等については

同一視できるものであり、かつ部位の状況から 1体

分の資料と考えられる。

※ 

馬ー1

部位 頭部片

出土位置 周堀（図 163を参照）

形態の特徴 頭部が部分的に残存する。口は筒形

に解放している。鼻の表現は確認できない。目へ側

面に、くり抜かれている。

馬具の表現 六つの鈴を表現した素環鏡板と面

繋 ・引手の表現がある。面繋は、巾1.7~2.0C ill 

の粘土帯で額革を表現しており、辻金具の鋲を表

現したと思われる剥落痕がある。引手は、巾1.5~

l.7 cmの粘土帯で表現している。

赤彩の有無 器面全体の剥落が著しく、赤彩の有

無は確認できない。

技法の特徴 外面は、ハケ調整後、ナデを施す。

顔の表面等、外見上目立つ箇所は、特にナデが丁寧

に施されている。内面は、不定方向のナデを施す。

頭部は、筒状に成形した後に下部両側面に粘土板を

貼り付け、顔面のタテ巾を広げており、その上に引

手表現の粘土紐を貼り付けている。

馬ー 2

部位 左横腹部片

出土位置 周堀（図 163を参照）

形態の特徴 左前足の付け根部と横腹部が部分的

に残存する。

馬具の表現 胸繋とそれに付する鈴、輪鐙、障泥

板の表現がある。胸繋は、巾 3.5C illの粘土帯でカ

革を表現しており、付属して鈴 lつの表現もされて

いる。輪鐙は、巾1.0~1.3 cmの粘土帯で表現し

ている。障泥板は、厚さ l.0c mの粘土板を胴部に

附加させ、表現している。

技法の特徴 外面は、粗いハケ調整後、さらに細

かいハケ調整を施し、その後ナデを施す。馬具装着
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面等、外見上目立つ箇所は、特にナデが丁寧に施さ

れている。内面は、ハケ調整後、不定方向のナデを

施す。障泥板表現のための粘土板の裏側には、補強

のための粘土帯が存在していたようで、それを想定

させる、剥離痕が確認できる。

馬ー 3

部位 後背～尻部片

出土位置 周堀（図 163を参照）

形態の特徴 後背部から尻部にかけてが部分的に

残存する。

馬具の表現 素環の雲珠を巾 l.2cmの粘土紐で

表現する。また、 三鈴つきの剣菱形杏葉のが左右両

側面と尻部に、計3つ表現されている。いずれも粘

土貼り付けである。尻繋、 巾1.5~1.8C illの粘土

帯で表現している。また、後輪部の剥落した痕跡も

確認できる。

技法の特徴 外面は、ハケ調整後、ナデを施す。

馬具装着面等、外見上目立つ箇所は、特にナデが丁

寧に施されている。なお、外面は器面の剥落がきわ

めて著しく、技法の観察は困難であった。内面は、

不定方向のナデを施す。なお、内面においては部分

に輪積み痕を確認することができる。その状況から

すると、 巾2.5~3.0Cmの粘土紐を水平に積み上

げ、最後に背部を閉塞する作り方が想定できる。

※ 

馬ー 4

部位 ：鞍の前輪または後輪の破片。厚さ 10mm

程度の粘土板をたて、上位を弧状に切り落としてい

る。両面ともハケ調整を施したあとナデを施し、ハ

ケメをすり消している上位端部まで弧状に丁寧なナ

デが施されている。色調は橙色。焼成はやや砂っぽ

い。出土は周堀エリア11I。

馬ー 5

部位 ：胸繋の一部。鞍との接合部付近。体部に、

幅3.4cmほどの粘士帯で表現した胸繋を貼り付け

る。外面は丁寧なナデ調整。内面はヘラケズリ及び

ナデ調整。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出土

は周堀エリア1II。
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馬ー6

部位：馬鈴。不整球形。孔は線刻 1本による簡易

なもの。全面ナデ調整。背部は剥離痕あり。色調は

橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は周堀エリア II。

馬ー 7

部位：馬鈴。不整球形。孔は線刻 1本による簡易

なもの。全面ナデ調整。背部は剥離痕あり。色調は

橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は周堀エリア II。

馬ー8

部位 ：馬鈴。不整球形。孔は線刻 1本による簡易

なもの。全面ナデ調整。背部は剥離痕あり。色調は

橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は周堀エリア II。

馬ー9

部位：馬鈴。面繋？の破片がつく 。不整球形。孔

は線刻 1本による簡易なもの。全面ナデ調整。繋の

背面には剥離痕あり。色調は橙色。焼成はやや砂っ

ぽい。出土は周堀エリア II。

馬一 10

部位 ：幅 2.0cmの舌状粘土塊。側面は 1方向の

み割れ断面。全体の形状はさじ状にくぼんでいる。

全体がナデ調整。色調は橙色。焼成はやや硬質。出

土は周堀エリア II。

馬ー 11

部位 ：胸繋の一部。幅3.0cmほどの板状の破片。

背面は全面剥離痕。外面はナデ調整。色調は橙色。

焼成はやや砂っぽい。出土は周堀エリアIII。

馬一 12

部位：幅 2.0cmの板状粘土塊の上に同規模の板

状粘土塊が覆い被さっている資料。埴輪の腰部か？

外面はナデ調整。内面は剥離痕あり。出土は周堀エ

リアIII。

馬ー 13

部位：辻金具の一部。鋲を表現した粘土粒が剥離

した痕跡が 4カ所にある。背面は全面剥離痕。外面

はナデ調整。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出

土は周堀エリアIII。

馬ー 14

部位：面繋または尻繋の一部。幅1.7cmほどの
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板状の破片。僅かによじれた形状を呈する。背面は

全面剥離痕。外面はナデ調整。色調は橙色。焼成は

やや硬質。出土は周堀エリア II。

馬一15

部位：胸繋の一部。幅 1.7cmほどの板状の破片。

背面は全面剥離痕。外面はナデ調整。色調は橙色。

焼成はやや硬質。出土は周堀エリア II。

馬ー 16

部位 ：胸繋の一部。幅3.2cmほどの板状の破片。

背面は全面剥離痕。外面はナデ調整。色調は橙色。

焼成はやや砂っぽい。出土は周堀エリア1II。

馬ー17

部位：胸繋の一部。幅3.5cmほどの板状の破片。

僅かに内湾する。背面は全面剥離痕。外面はナデ調

整。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は周堀

エリア1II。

馬一 18

部位：足の一部。外面にはハケ調整。内面はナデ、

ケズリ。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は

周堀エリア1II。

馬ー 19

部位：胸繋の一部？ 幅3.6cmのヘラ状の破片。

一端は U字状に収まる。背面には一部剥離痕あり。

色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は周堀エリ

アII。

馬ー 20

部位：胸繋の一部。湾曲具合から、頚部あたりに

位置する繋と推測。左下には弧状のナデ調整がある

ことから、鈴がついていたものと推測。内面は全て

剥離痕。色調は橙色。焼成はやや砂っぽい。出土は

周堀エリア1II。
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